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製品についての;ま意事項 

この ユーザー ガイドでは、ほとんどのモデ 
ルに共通の機能について説明します。一部 
の機能は、お使いのコンピューターでは使 
用できない場合があります。 


製品番号： 602655 -291 



ま全に関するごを意 


A 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敦いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 
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機能 


ハードウエアの確認 

コンピユーターに付属する部品は、地域やモデルによって異なる場合があります。この章の図には、 
ほとんどのモデルに共通の機能が示されています。 

コンピユーターに取り付けられているハードウエアの一覽を参照するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コンピユーター ]—) •[システムのプロパティ]の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、[デバイスマネージャ ー] をクリックします。 

[デバイスマネージヤ ー] を使用して、ハードウ I アの追加またはデバイス設定の変更もできます。 


歐を 記： Windows ® には、コンピューターのセキュリティを高めるためのューザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しく 
は、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


表面の各部 


タツチパッド 



ハードウ；!: アの 確認 
















名称 説明 


(1) タッチパッドオフインジケーター タッチパッドのオンとオフを切り替えるには、タッチパッドオ 

フインジケーターをすばやくダブルタップします 


注記： タッチパッドがオンになっている場合は、ランプが消灯 
しています 


(2) 

タッチパッド* 


ポインターを移動して、画面上の項目を選択したり、アクティブ 
にしたりします 

(3) 

左のタッチパッドコニ 

/トロール* 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(4) 

右のタッチパッドコニ 

' トロール* 

外付けマウスのちボタンと同様に磯能します 

* この表では初期設定の状態について説明しています。ポインテイングデバイスの設定を表示したり変更したりするには、 
[スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[マウス]の順に選巧します。 


ランプ 


感感@頓)(^^ 



か 


名称 


説明 

(1) 

タッチパッドオフインジケーター 

• 消灯：タッチパッドがオンになっています 

■ オレンジ色：タッチパッドがオフになっています 

タッチパッドのオンとオフを切り替えるには、タッチパッドオ 
フインジケーターをすばやくダブルタップします 

(2) 

Caps Lock ランプ 

点灯： Caps Lock がオンになっています 

(3) 

FastLook ランプ 

• 点灯： [HP FastLook ] がオンになっています 

• 消灯： [HP FastLook ] がオフになっています 

(4) 

QuickWeb ランプ 

• 点灯： [HP QuickWeb ] がオンになっています 

• 消灯： [HP QuickWeb ] がオフになっています 
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名称 


説明 



间 

電源ランプ 

• 

点灯 

:コンピューターの電源がオンになっています 



• 

点滅 

:コンピューターがスリープ状態になっています 



• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイ/く 
ネーシヨン状態になっています 

(6) 

無線ランプ 

• 

白色：無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバ 
イス、 HP モバイルブロードバンドモジュール （ 一部のモ 
デルのみ）、または Bluetooth ® デバイス（一部のモデルの 
み）などの内蔵無線デバイスがオンになっています 



• 

オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっています 

(7) 

ミユート（港'音）ランプ 

• 

点な 

:スピーカーの音が消されています 



• 

消灯 

:スピーカーの音が消されていません 


電源ボタンおよび指紋認証システム 



ハードウ；!:アの確認 3 










名称 


説明 


(1) 電源ボタン ■ コンピューターの電源が切れているときにボタンを 

巧すと、電源が入ります 

■ コン ピューターの電源が入っているときに電源ボタ 
ンを押すと、電源が切れます 

ま記： 電源ボタンでコンピューターをシャットダ 
ウンすることもできますが、 Windows の[シャット 
ダウン]コマンドを使巧した手順をおすすめします 

■ コンピューターがスリープ状態のときに短〈押す 
と、スリープが終了します 


• コンピユーターがハイ/くネーシヨン状態のときに短 

〈押すと、ハイバネーシヨンが終了します 


コンピユーターが応答せず、 Windows のシャツトダウン 
手順を実行できないときは、電源ボタンを5秒程度押し 
たままにすると、コンピューターの電源が切れます 


電源設定について詳しくは、[スタート]一[コントロー 
ルパネル]一〔システムとメンテナンス]一[電源オプシヨ 
ン]の順に選キ尺します 


(2) 指紋認証システム 


パスワードの代わりに指紋認証を使巧して Windows に 
ログオンできます 


キ— 



名称 

説明 

(1) esc キー 

fn キーと組み合わせて巧すことによって、システム情報を表示し 
ます 
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名称 


説明 

(2) 

fn キー 

ファンクションキーまたは esc キーと組み合わせて巧すことに 
よって、頻繁に使巧するシステムの機能を実行します 

(3) 

Windows ロゴキー 

Windows の[スタート]メニューを表示します 



ま記： Linux オペレーティングシステムを使巧している場合、 
この機能は使用できません 

(4) 

Windows アプリケーシヨンキー 

ポインターを置いた項目のショートカットメニューを表示しま 
す 



を記： Linux オペレーティングシステムを使用している場合、 
この機能は使用できません 

(5) 

内蔵テンキー 

内蔵テンキーがち効になっているときは、外付けテンキーと同様 
に使巧できます 

(6) 

フアンクシヨンキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、頻繁に使巧するシステ 
ムの機能を実行します 


前面の各部 



0 0 0 0 

蟹 


名称 


説明 

(1) 

ドライブランプ 

• 白色：ハードドライブにアクセスしています 



• オレンジ色 ： [HP 3 D DriveGuard ] によってハードドライブ 
が一時停止しています 

(2) 

スピーカー Cx2 ) 

サウンドを出力します 

(3) 

通気孔 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通しま 
す 



を記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を行って 
いるときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これは 
正常な動作です 
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右側面の各部 


0 



@角⑥ 

名称 


狡⑥⑥ 


(1) バッテリランプ • オレンジ色：バッテリが充電中です 

• 白色：バッテリが完全充電時に近い状態です 

• 消灯：コンピューターが外部電源に接続されている場合、コ 
ンピューターに装着されているすべてのバッテリが完全にお 
電されると、このランプは消灯します。コンピューターが外 
部電源に接続されていない場合は、ロー バッテリが態にな 
るまでランプは消灯したままです 

(2) メディアカードリーダー じ I 下のフォーマットの別売のメディアカードに対応しています 

• メモリースティック （ MS ) 

• メモリースティック PRO ( MS - PRO ) 

• メモリースティック Duo (アダプターが必要） 

• メモリースティック Duo PRO (アダプターが必要） 

• マルチメディアカード CMMC ) 

• マルチメディアカードプラス 

. SD (Secure Digital ) メモリーカード 

• SD HC (Secure Digital High Capacity ) メモリーカード 

• microSD メモリーカード（アダプターが必要） 

• xD ピクチャーカード CXD ) 


(3) 

電源供給機能付き USB コネクタ 

電源供給磯能付き USB ケーブルを按続すると、別売の外付けマル 
チベイや別売の外付けオプティカルドライブなどの USB デバイ 
スに電源を供給できます 

(4) 

USB コネクタ 

別売の USB デバイスをを続します 
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名称 


説明 


(5) オーディオ出力（ヘッドフォン）/オーディオ入別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤフォ 
力（マイク）コネクタ ン、へッドセット、またはテレビオーディオを接綿したときに、 

サウンドを出力します別売のへッドセットマイクも接続します 

を記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピューター本体のスピーカーは無効になります 

害告！ 突が大きな音が出てちを傷めることがないように、音量 
の調節を巧ってからヘッドフォン、イヤフォン、またはヘッドセッ 
卜を使用してください。ま全に関する情報について詳しくは、『規 
定、ま全、および環境に関するごミ主意』を参照してください 


(6) 

RJ -11 (モデム）コネクタ 

モデムケーブルを接続します 

(7) 

電源コネクタ 

AC ァダプターを接続します 

(8) 

セキュリティロックケーブル用スロット 

別売のセキュリティロックケーブルをコンピューターにを続し 


ます 

を記： セキュリティロックケーブルに抑止効まはあります 
が、コンピューターの盗難や誤った取リキ及いを完全に防ぐもので 
はありません 


左側面の各部 



名称 


説明 

(1) 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 

(2) 

通気子し 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通しま 
す 



を記： 内部コンポーネントを;令却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を行って 
いるときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これは 
正常な動作です 

(3) 

ネットワーク動作ランプ 

オレンジ色：ネットワーク上でデータが送信されています 

(4) 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 

(5) 

ネットワークを続ランプ 

綠色：コンピューターはネットワークに接続されています 

(6) 

USB / eSATA コネクタ 

eSATA か部ハードドライブなどの高性能な eSATA コンポーネン 
卜、または別売の USB デバイスをを続します 

(7) 

HDMI コネクタ 

HD 対応 T レビなどの別売のビ V '才またはオー了‘ィオ V 'バイス、 
その他の対応するデジタルまたはオーディオコンポーネントを 
を続します 
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暴面の各部 



名称 



説明 

(1) 

バッテリ 

リリースラッチ ( X 2) 

バッテリをバッテリベイから固定解除します。ホ色のマークが付 
いている方は、固定ラッチとしても機能します 

(2) 

バッテリ 

ベイ 

バッテリおよび幻 M (Subscriber Identity Module ) を格納します 

(3) 

保守用アクセスカバーのリリースラッチ （x 

2) 

保守用アクセスカバーの固定を解除します。ホ色のマークが付い 
ている方は、固定ラッチとしても機能します 


(4) 通気孔 ( x 3) 


コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通しま 
す 


注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を巧って 
いるときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これは 
正常な動作です 


(5) 巧蔵コンポーネントベイ ハードドライブ、2つのメモリーモジユールスロット、無線口一 

カルエリアネットワーク（無線 LAN ) モジュール、および HP 
モバイルブロードバンドモジユール （ Linux オペレーテイング 
システムではサポートされていません）が格納されています 
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ディスプレイの各部 



名称 


説明 

(1) 

内蔵ディスプレイスイッチ 

コンピューターの電源が入っている状態でディスプレイを閉じる 
と、ディスプレイの電源が切れてスリープが開始します 

(2) 

内蔵マイク 

サウンドを録音します 

(3) 

Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用しています 

(4) 

Web カメラ（一部のモデルのみ） 

サウンドを録音したり、動画を録画したり、静止画像を撮影した 
りします 


無線アンテナ 

お使いのコンピユーターには、1台な上の無線デバイスからの信号の送受信に使巧する、2本な上の 
アンテナがあります。アンテナはコンピューターの外側からは見えません。 
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名称 


説明 

(1) 

無線 WAN アンテナ ( X 2) * (-部のモデルのみ） 

無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) で通信す 
る無線信号を送受信します 

(2) 

無線 LAN アンテナ ( X 2) * 

無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通 
信する無線信号を送受信します 

* 転送が最適に行われるようにするため、アンテナの周囲には障害物を置かないでください。 


お住まいの国または地域の無線に関する規定情報については、『規定、ま全、および環境に関するご 
ミ主意 J 1 を参照してください。これらの規を情報には、[ヘルプとサポート]からアクセスできます。 
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その他のハードウエアコンポーネント 
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名称 

説明 

(1) 電源コード* 

AC アダプターを電源コンセントに接続します 

(2) AC アダプター 

AC 電源を DC 電源に変換します 

(3) バツテリ 

コンピューターが外部電源に接続されていないときに、コンピュー 
ターに電力を供給します 

* 電源コードは、国や地域によって外観が異なります。このコンピューターを日本国内で使用する場合は、製品に付属の電源 
コードをお使い〈ださい。付属の電源コードは、他の製品では使用できません。 



ラベルの確認 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解みするときに必要な情報や、コン 
ピューターを日本国外で使用したりするときに必要な情報が記載されています。 

• サービスタグ：な下の情報を含む重要な情報が記載されています。 


ラベルの確認11 












か 


8 = 


ゆ 


-T 

XXXXXX 


TSenal: 


111111 II I! 111111 in ii[ii[ 


miiii iiiiiii II III 


Image not Available 
Service Tagjabel-B.jpg 


。 （1) 製品名：コンピューターの前面に貼付されている製品名です。 
。 （2) シリアル番号 （ s / n ) :各製品に一意の英数字 ID です。 


。 （3) 製品番号 （ p / n ) :製品のハードウエアコンポーネントに関する特定の情報を示しま 
す。製品番号は、サービス担当をが必要なコンポーネントおよび部品を確認する場合に役立 
ちます。 


。 (4) 保証期間：コンピューターの標準保証期間が記載されています。 

これらの情報は、サポート窓口にお問い合わせをするときに必要です。このサービスタグラべ 
ルは、バッテリベイの中に貼付されています。 

• Microsoft ® Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー (Product Kev、Product 
ID ) が記載されています。プロダクトキーは、ナペレーティングシステムのアップデートや卜 
ラブルシューティングのときに必要になる場合があります。この証明書は、バッテリベイの中 
に貼イ寸されています。 

• 規定ラベル：コンピューターのち見をに関する情報が記載されています。規定ラベルは、バッテ 
リベイ内に貼付されています。 

• モデム認定/認証ラベル：モデムの規定に関する情報、および認定各国または各地域の一部で必 
要な政府機関の認定マークー覧が記載されています。日本国外でモデムを使用するときに、この 
情報が必要になる場合があります。モデム認定/認証ラベルは、保守巧アクセスカバーの下に貼 
付されています。 

• 無線認定/認証ラベル：オプションの無線デバイスに関する情報と、認定各国または各地域の一 
部の認定マークが記載されています。オプションのデバイスは、無線口ーカルエリアネット 
ワーク（無線 LAN ) デバイス、 HP モバイルブロードバンドモジュール（一部のモデルのみ）、 
または Bluetooth デバイスなどです。1つな上の無線デバイスを使用している機種には、1つな 
上の認定ラベルが貼付されています。日本国外でモデムを使巧するときに、この情報が必要にな 
る場合があります。無線認定/認証ラベルはバッテリベイの内側に貼付されています。 

• SIM ラベル（一部のモデルのみ）： SIM のに CID (Integrated Circuit Card Identifier ) が記載さ 
れています。このラベルは、保守用アクセスカバーの下に貼付されています。 

• HP モバイルブロードバンドモジュールシリアル番号ラベル（一部のモデルのみ）： HP モバ 
イルブロードバンドモジュールのシリアル番号が記載されています。このラベルは、保守用ア 
クセスカバーの下に貼イ寸されています。 
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2 無線、 ローカルエリア ネッ トワーク、 お 
よびモデム 


無線デバイスの使用 

無線技術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 

コンピューターには、な下の無線デバイスが1つな上内蔵されています。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス：会社の事務所、自宅、および公共の 
場所（空港、レストラン、コーヒーショップ、ホテル、大学など）で、コンピューターを無線 
口ーカルエリアネットワーク（一般に、無線 LAN ネットワーク、無線 LAN 、 WLAN と呼ばれ 
ます）にお続します。無線 LAN では、各モバイル無線デバイスは無線ルーターまたは無線アク 
セスポイントと通信します。 

• HP ブロードバンド無線モジュール：モバイルネットワーク事業をのサービスが利用できる場所 
であればどこからでも情報へのアクセスを提供する、無線ワイドエリアネットワーク（無線 
WAN ) デバイスです。無線 WAN では、各モバイルデバイスはモバイルネットワーク事業をの 
基地局と通信します。モバイルネットワーク事業をは、地理的に広い範团に基地局（携帯電話 
の通信塔に似ています）のネットワークを設置し、県や地域、場合によっては国全体にわたって 
サービスエリアを効率的に提供します。 


• Bluetooth デバイス（一部のモデルのみ）：他の团 uetooth 対応デバイス（コンピューター、電話 
機、プリンター、ヘッドセット、スピーカー、カメラなど）に接続するためのパーソナルエリ 
アネットワーク （ PAN ) を確立します。 PAN では、各デバイスが他のデバイスと直接通信する 
ため、デバイス同±が比較的近距離になければなりません（通常は約10 m な内）。 

無線 LAN デバイスを搭載したコンピューターは、な下の IEEE 業界標準のうち1つな上に対応して 
います。 

• 802.1化：最ネ刀に普及した規格であり、最大11 Mbps のデータ転送速度をサポートし、 2.4 GHz 
の周波数で動作します。 

• 802.11 g : 最大54 Mbps のデータお送速度をサポートし、 2.4 GHz の周波数で動作します。 
802.1 1 g の無線 LAN デバイスは下位の802.1 1 b デバイスに対応しているため、両方を同じネッ 

トワークで使用できます。 

• 802.11 a :最大54 Mbps のデータ転送ま度をサポートし、5 GHz の周波数で動作します。 


野 を記： 802.1 1 a は802.1化および802.1 1 g との互換性はありません。_ 

• 802.1 1 n は最大450 Mbps のデータ速度をサポートし、 2.4 GHz または5 GHz で動作します。 

802.11 a 、 b 、 g との互換性があります。 

無線は術について詳しくは、[ヘルプとサポート]の情報および Web サイトへのリンクを参照してくだ 
さし、。 
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無線アイコンとネットワークアイコンの確認 


アイコン 

名前 

説明 

(が 

無線けき続巧み） 

コンピューターのハードウ X アとしての無線ランプおよび無線ホット 
キーの位置を示します。1つお上の無線デバイスがち効になっている 
ことも示します。このアイコンは、デバイスがち効またはオンになっ 
ているときにシステムトレイに表示されます 

(‘が 

無線（切断巧み） 

すべての無線デバイスが無効になっていることを示します。このアイ 
コンは、 [HP Wireless Assis ね nt] ですベてのデバイスの状態が無効ま 
たはオフになっているときに表示されます 

參 

HP Connection 
Manager 

[HP Connection Manager] を開きます。 [HP Connection Manager] で 
は、 HP モバイルブロードバンドデバイスを使用した接続を作成で 
きます 

固 

有線ネットワーク（接 
続済み） 

1つお上のネットワークドライバーがインストールされていて、1つ 
レ: >1 上のネットワークデバイスがネットワークに接続されていることを 
示します 



有線ネットワーク（無1つな上のネットワークドライバーがインス!ルされていて、すべ 
効/切断巧み） てのネットワークデバイスまたはすベての無線デバイスが Windows 

の[コント ロール パネル]によって無効になっていて、どのネットワー 
ク デバイスも有線ネットワークにち続されていないことを示します 



無線ネットワーク（無無線 LAN への接続は巧在しますが、インターネットにはを続していな 
効） いことを示します 


pfritl 


ネットワーク（接続濟1つお上のネットワークドライバーがインストールされ、1つ上の 
み） ネットワークデバイスが無線ネットワークに接続されていて、1つレ :I 

上のネットワークデバイスを有線ネットワークに接続できることを示 
します 


喊 


ネットワーク（切断;ち1つな上のネットワークドライバーがインストールされていて、無線 
み） 接続を使 ffl できるが、どのネットワークデバイスも有線または無線 

ネットワークにを続されていないことを示します 


ネットワーク（無効/1つな上のネットワークドライバーがインス!ルされていて、使用 
切断巧み） できる無線を続がないか、すべての無線ネットワークデバイスが無線 

ホットキーまたは [HP Wireless Assis ね nt] によって無効になってい 
て、どのネットワークデバイスも有線ネットワークに接続されていな 
いことを示します 


無線コントロールの使用 

以下の機能を使用して、コンピューターの無線デバイスを制御できます。 

• 無線ホットキー 

• [HP Wireless Assistan ロソフトウエア（一部のモデルのみ） 

• [HP Connection Manager ] ソフトウ：!:ア（一部のモデルのみ） 

• オペレーティングシステムの制御機能 
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無線ホットキーの使用 

モデルにもよりますが、コンピューターには無線ホットキー ( fn + f 9)、 1つな上の無線デバイス、1 
つまたは2つの無線ランプがあります。出荷時の設定では、コンピューターのすベての無線デバイス 
は有効になっているため、コンピューターの電源を入れると白色の無線ランプが点なします。 

無線ランプは、無線デバイスの全体的な電源の状態を表すものであり、個々のデバイスの状態を表す 
ものではありません。無線ランプが白色の場合は、少なくとも1つの無線デバイスがオンになってい 
ることを示しています。無線ランプがナレンジ色に点灯している場合は、すべての無線デバイスが才 
フになっていることを示しています。 

出荷時の設定ではすべての無線デバイスが有効になっています。このため、複数の無線デバイスの才 
ンとオフの切り替えを、無線ホットキー ( fn + f 9) で同時に行うことができます。無線デバイスの才 
ンとオフを個別に調整するには 、 [Computer Se 山 p ] を使巧します。 


載 を記： 無線デバイスが [Computer Setup ] で無効になっている場合、無線ホットキーはそのデバイス 
を再び有効にするまでは使用できません。 


[HP Wireless Assistant ] ソフトウエアの使用（一部のモデルのみ） 

無線デバイスのオンとオフは 、 [HP Wireless Assis ね nt ] ソフトウエアを使用して切り替えることがで 
きます。無線デバイスが [Computer Setup ] で無効になっている場合 、 [HP Wireless Assistant ] を使用 
してそのデバイスのオンとオフを切り替えるには、最初に [Computer Se 山 p ] で有効に設定しなおして 
お〈必要があります。 


鞍を 記： 無線デバイスをち効にしても（オンにしても）、コンピューターがネットワークまたは 
Bluetooth 対応デバイスに自動的に接続されるわけではありません。 


無線デバイスのが態を表示するには、タスクバーのち端の通な領域にある無線アイコンの上に力ーソ 
ルを置きます。 

無線アイコンが通な領域に表示されていない場合、な下の操作を行って [HP Wireless Assis ね nt ] のプ 
ロパティを変更します。 

1. [スタ ー ト]一[コントロ ー ルパネル]一[モバイルコンピュ ー タ ー ]— >[Windows モビリ テイ セ 

ンター]の順に選択します。 

2. [ Windows モビリティセンター]の左下隅の [HP Wireless Assis ね nt ] の領域にある無線アイコン 
をクリックします。 

3. [プロパティ]をクリックします。 

4. 通知領域の [HP Wireless Assistant] アイコンの横のチェックボックスにチェックを入れます。 

5. [適巧]をクリックします。 

詳しくは 、 [HP Wireless Assistan ロソフ トウェアの ヘルプを 参照してください。 

1. [ Windows モビリティセンター]にある無線アイコンをクリックして [HP Wireless Assis ね口口を 
開きます。 

2 . [ヘルプ]ボタンをクリックします。 

[HP Connection Manager ] の使用（一部のモデルのみ） 

お使いの コン ピューターの HP モバイルブロードバンドデバイスを使用して無線 LAN に接続するに 
は 、 [HP Connection Manager ] を使用しまず。 
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[HP Connection Manager ] を開くには、タスクバーのち端の通知領域にある [HP Connection 
Manager ] アイコンをクリツクしまず。 

または 


[スタート]一[すべてのプログラ厶]一 [ HP ] 一 [HP Connection Manager ] の順に選択します。 


[HP Connection Manager ] の使用方法について詳し〈は、 [HP Connection Manager ] ソフトウ：!:アの 
ヘルプを参照してください。 


オペレーティングシステ厶の制御機能の使用 

-部のオペレーティングシステムでは、オペレーティングシステム自体の機能として内蔵無線デバ 
イスと無線接続を管理する方まが提供されています。たとえば、 Windows では、[ネットワークと共 
有センター]によって、接続またはネットワークのセットアップ、ネットワークへの接続、無線ネット 
ワークの管理、およびネットワークの問題の診断と修復が行えます。 

[ネットワークと共有センター]にアクセスするには、[スタート]一 [コン トロールパネル]一[ネット 
ワークとインターネット]一[ネットワークと共ちセンター ] の順に選択します。 

詳しくは、 Windows の[ヘルプとサポート]を参照してください。[スタート]一[ヘルプとサポーりの 
順に選巧します。 


無線 LAN デバイスの使用 

無線 LAN デバイスを使用すると、無線ルーターまたは無線アクセスポイントによってリンクされ 
た、複数のコンピューターおよび周辺機器で構成されている無線口ーカルエリアネットワーク（無 
線 LAN ) にアクセスできます。 


敷を 記： 無線ルーターとお線アクセスポイントという巧語は、同じ意味で使用されることがよくあ 
ります。 


• 企業または公共の無線 LAN など、大規模な無線 LAN では通常、大量のコンピューターおよび周 
辺機器に対応したり、重要なネットワーク機能を分離したりできる無線アクセスポイントを使 
用します。 

• ホームオフィス無線 LAN やスモールナフィス無線 LAN では通常、無線ルーターを使巧して、 
複数台の無線接続または有線接続のコンピューターでインターネット接続、プリンター、および 
ファイルを共有できます。追加のハードウ X アやソフトウ I アは必要ありません。 


敦 を記； お使いのコンピューターに搭載されている無線 LAN デバイスを使用するには、無線 LAN イ 
ンフラストラクチャ（サービスプロバイダーか、公共または企業ネットワークを介して提供され 
る）に接続する必要があります。 


無線 LAN のセットアップ 

無線 LAN をセットアップし、インターネットに接続するには、な下のような準備が必要です。 

• ブロードバンドモデム （DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
ダー(旧 P ) が提供する高速インターネットサービス 

• 無線ルーター（別売） （2) 

• 無線コンピューター （3) 

下の図は、インターネットに接続している無線ネットワークのインストール例を示しています。 
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お使いのネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス用に新しい無線または有線のコン 
ピューターをネットワークに追加することができます。 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元または旧 P から提供されている情報 
を参照してください。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN の標準仕様に備わっているセキュリティ機能は限られていて、基本的には大規模な攻撃では 
なく簡単な盜聴を防ぐための機能しかありません。そのため、無線 LAN じは、既知でよく確認されて 
し、るセキュリティの脆弱性があると認識しておくことが大切です。 

「無線 LAN スポット」と呼ばれるインターネット カフェ や空港などで利用できる公を無線 LAN で 
は、セキュリティ対策が取られていないことがあります。公共の場でのセキュリティと匿名性を高め 
る新しい技術は、無線デバイスの製造元や無線 LAN スポットのサービスプロバイダーによって開発 
されている段階です。無線 LAN スポットを利巧するときにコンピューターのセキュリティに不をがあ 
る場合は、ネットワークに接続しての操作を、重要でない電子メールや基本的なネットサーフィン 
程度にとどめておいてください。 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護して〈ださい。一般的なセキュリティレべ 
ルは、 WPA ( Wi-Fi Protected Access ) と WEP (Wired Equivalent Privacy ) です。無線信号はネッ 
トワークの外に出てしまうため、他の無線 LAN デバイスに保護されていない信号を拾われ、（許可し 
ない状態で）ネットワークに接続されたり、ネットワークでやり取りされる情報を取得されたりする 
可能性があります。ただし、事前に巧策を取ることで無線 LAN を保護できます。 

• セキュリティ機能内蔵の無線トランスミッタを使用する 

無線基地局、ゲートウェイ、またはルーターといった無線トランスミッタのをくには、無線セ 
キュリティプロトコルやファイアウォールといったセキュリティ機能が内蔵されています。適 
切な無線トランスミッタを使用すれば、無線セキュリティでの最も一般的なリスクからネット 
ワークを保護できます。 

• ファイアウォールを利用する 

ファイアウォールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要求をチてックし、疑わし 
いデータをお案する防御壁です。利用できるファイアウナールにはさまざまな種類があり、ソフ 
トウてアとハードウてアの両ちがあります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせ 
て使用します。 

• 無線を暗号化する 

さまざまな種類の高度な暗号プロトコルが、無線 LAN ネットワークで利用できます。お使いの 
ネットワークのセキュリティにとって最適な解ホ策を、な下の中から探してください。 

。 WEP (Wired Equivalent Privacy ) は、すべてのネットワークデータを送信される前に 
WEP キーでな号化または暗号化する無線セキュリティプロトコルです。通常は、ネット 
ワーク側が割り当てた WEP キーを使巧できます。また、自分でキーを設定したり、異なる 
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キーを生成したり、他の高度なオプションを選んだりすることもできます。正しいキーを持 
たない他のューザーが無線 LAN を使用することはできなくなります。 

。 WPA (Wi-Fi Protected Access) は、 WEP と同じように、セキュリティ設定によってネッ 
トワークから送信されるデータの暗号化と復号化を行います。ただし、 WEP のように1つ 
の決められたセキュリティキーを利用して暗号化を行うのではなく、 TKIP (temporal 
key integrity protocol ) を使用してパケットごとに新しいキーを動的に生成します。また、 
ネットワーク上にある コン ピューターごとに異なるキーのセットを生成します。 

• ネットワークを閉じる 

可能であれば、ネットワーク名 （ SSID ) が無線トランスミッタによってブロードキャスト（送 
信）されないようにします。ほとんどのネットワークは、最初にネットワーク名をブロードキャ 
ストして、利巧可能であることを近くのコンピューターに伝えます。ネットワークを閉じれば、 
お使いのネットワークの存在が他のコンピューターから知られにく くなります。 


腎を 記： ネットワークを閉じて SSID がブロードキャストされないようにした場合、新しいデバ 
イスをネットワークに接続するには、その SSID を知っているか覚えていることが必要になりま 
す。 SSID を書き留めて、許可のない人の目にふれないを全な場所に保管してから、ネットワー 
クを閉じるようじして ください。 


無線 LAN への接続 

無線 LAN に接続するには、レ: i 下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。オンになっている場合は、無線ラン 
プが白色に点'なしています。無線ランプがオレンジ色じ点なしている場合は、無線ホットキーを 
押します。 

2. [スタート]一[接続先]の順に選択します。 

3. -覧から目的の無線 LAN を選択し、必要に応じてネットワークセキュリティキーを入力しま 
す。 

• ネットワークのセキュリティ設定がされていない場合は、誰でもこのネットワークにアクセ 
スできるため、警告メッセージが表示されます。警告メッセージを確認し、接続を完了する 
には、[接続]をクリックします。 

• ネットワークがセキュリティ設を巧みの無線 LAN である場合は、セキュリティコードであ 
るネットワークセキュリティキーの入力を求めるメッセージが表示されます。コードを入 
力し、[接続]をクリックして接結を完了します。 


鞍を 記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルーターまたはアクセスポイントの範团 
外にいることを示します。 

を記： 接続したいネットワークが表示されない場合は、[接続またはネットワークをセットアッ 
プします]をクリックします。オプションの一覧が表示されます。手動での検索や、ネットワー 
クへの接続、 新しいネットワーク接続の作成などのオプションを選択できます。 


を結完了後、タスクバー右端の通知領域にあるネットワークステータスアイコンの上に力ーソルを 
置くと、接続の名前、速度、強度、およびステータスを確認できます。 


敷を 記： 動作節困（無線信号が届く範囲）は、無線 LAN の実装、ルーターの製造元、およびその他の 
電子機器ならびに壁や床からの干渉に応じて異なります。 
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無線 LAN の使巧方まに ついて 詳しくは、な下の リソース を参照してください。 

• インターネットサービスプロバイダー ( ISP ) から提供される情報や、無線ルーターやその他 
の無線 LAN 機器に添付されている説明書等 

• [ヘルプとサポート]で提供されている情報や、そこにある Web サイトのリンク 

近くにある公共無線 LAN の一覧 について は、 旧 P に問い合わせるか Web を検索してください。公共 
無線 LAN の一覧を掲載している Web サイトは、「無線 LAN スポット」などのキーワードで検索でき 
ます。それぞれの公共無線 LAN の場所に ついて、 費用と接続要件を確認します。 

企業無線 LAN へのコンピューターの接続について詳しくは、ネットワーク管理をまたは IT 部門に問 
い合わせてください。 

他のネットワークへの口ーミング 

お使いのコンピューターを他の無線 LAN が届く節巧に移動すると、 Windows はそのネットワークへ 
の接続を試みます。接続の試行が成功すると、お使いのコンピューターは自動的にそのネットワーク 
に接結されます。新しいネットワークが Windows によって認識されなかった場合は、お使いの無線 
LAN に接続するために最初に行つた操作をもう一度実行してください。 


HP モバイルブロードバンドの使用 （ 一部のモデルおよび一 
部の国や地域のみ） 

HP モバイルブロードバンドを使用すると、 コン ピューターで無線ワイドエリアネットワーク（無 
線 WAN ) を使用できるので、無線 LAN の使用時よりも、よりをくの場所のより広い範囲からイン 
夕ーネットにアクセスできます。 HP モバイルブロードバンドを巧巧するには、ネットワークサー 
ビスプロバイダー(モバイルネットワーク事業をと呼ばれます）と契約する必要があります。ネッ 
トワークサービスプロバイダーは、ほとんどの場合、携帯電話事業をです。 HP モバイルブロード 
バンドの対応範囲は、携帯電話の通話可能範困とほぼ同じです。 

モバイルネットワーク事業をのサービスを串リ巧して HP モバイルブロードバンドを使巧すると、出 
張や移動中、または無線 LAN スポットの範囲外にいるときでも、インターネットへの接続、電子メー 
ルの送信、 および企業ネットワークへの接続が常時可能になります。 

HP は、な下のテクノロジをサポートしています。 


• HSDPA (High Speed Downlink Packet Access ) は 、 GSM (Global System for Mobile 
Communications ) 電気通信標準に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

• EV-DO (Evolution Data Optimized ) は 、 CDMA (Code Division Multiple Access ) 電気通信標 
準に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

モバイルブロードバンドサービスを有効にするには、 HP モバイルブロードバンド' モジユールの 
シリアル番号が必要な場合があります。シリアル番号は、コンピューターのバッテリベイの内側に 
貼付されているラベルに印刷されています。 


モバイルネットワーク事業者■によっては 、 SIM (Subscriber Identity Module ) が必要な場合があり 
ます。 SIM には 、 PIN (個人識別番号）やネットワーク情報など、ユーザーに関する基本的な情報が 
含まれています。一部のコンピユーターでは、 SIM がバッテリベイにあらかじめ装着されていま 
す。 SIM があらかじめ装着されていない場合、 SIM は、コンピユーターに付属している HP モバイル 
ブロードバンド情報に含まれているか、モバイルネットワーク事業をから別途入手できることがあ 
ります。 

SIM の装着と取り出しについての詳しい情報は、この章の 「 SIM の装着」と 「 SIM の取り出し」の項 
を参照してください。 
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HP モバイルブロードバンドに関ずる情報や、推巽されるモバイルネットワーク事業者のサーピス 
を有効にする方法については、コンピューターに付属のモバイルブロー ドバンド情報を参照してく 
ださい。詳しくは、 HP の Web サイト、 http :// www . hp . coiTi / qo / iTiobilebroadband / (英語サイト）を参 
照してください。 

SIM の装着 

A を意： コネクタの損傷を防ぐため、 SIM を装着するときは無理な力を加えないでください。 ~ 

SIM を装着するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターをシャットダウンします。コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨ 
ン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタンを押してコンピューターの電源を入れます。次 
にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターにち続されているすべての外イ寸けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧き、コンピューターの電源コネクタから AC アダプターを取 
り外します。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安ました平らな場所に置きま 
す。 

6. バッテリを取り外します。 

7. SIM を SIM スロットに挿入し、 SIM がしっかりと収まるまでゆっくりとスライドさせます。 



8. バッテリを取り付けなおします。 

載 を記:ー バッテリを装着しなおさないと、 HP モバイルブロードバンドは無効になります。 

9. コンピューターの表を上にします。 

10. 外部電源および必要に応じて外付けデバイスを接続しなおします。 
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11. 外付けデバイスを接続しなおします。 

12. コン ピューターの電源を入れます。 

SIM の取り出し 

SIM を取り出すには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターをシャットダウンします。コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨ 
ン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタンを押してコンピューターの電源を入れます。次 
にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源 コー ドを抜き、コン ピューターの 電源コネクタから AC アダプターを取 
り外します。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、ま定した平らな場所に置きま 
す。 

6. バッテリを取り外します。 

7. SIM をいったんスロットに巧し込んで（1)、固定を解除してから取り出します（2)。 



8. バッテリを取り付けなおします。 

9. コンピューターの表を上にします。 

10. 外部電源および必要に応じて外付けデバイスを接続しなおします。 

11. 外かけデバイスを接続しなおします。 

12. コン ピューターの電源を入れます。 


HP モバイルブロードバンドの使用（一部のモデルおよび一部の国や地域のみ） 21 





Bluetooth 無線デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、な下のような電子機器の通信手段を巧 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• コンピューター(デスクトップ、ノートブック、 PDA ) 

• 電話機（携帯、 コードレス、スマートフォン） 

• イメージングデバイス（プリンター、カメラ） 

• 才ーディオデバイス（へッドセット、スピーカー ） 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network ) を設定できるピアツー 
ピア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設定と使用ちまについては、 Bluetooth ソフトウエアの 
ヘルプを参照してください。 

Bluetooth とインターネット接続共有（に S ) 

ホストとして1台のコンピューターに Bluetooth を設定し、そのコンピューターをゲートウエイとし 
て利用して他のコンピューターがインターネットに接続できるようにすることは、 HP ではおすすめ 
しません。 Bluetooth を使巧して2台な上のコンピューターを接結する場合、インターネット接続共 
有 ( ICS ) が巧能なコンピューターはそのうちの1台で、他のコンピューターは Bluetooth ネットワー 
クを利用してイ ンターネットに接続することはできません。 

Bluetooth は、お使いのコンピューターと、携帯電話、プリンター、カメラ、および PDA などの無線 
デバイスとの間で情報をやり取りして同期するような場合に強みを発揮します。 Bluetooth および 
Windows オペレーティングシステムでの制約によって、インターネット共ちのために複数台のコン 
ピューターを Bluetooth 経由で常時ち結しておくことはできません。 


無線ネットワークの問題のトラブルシューティング 

無線接続に関する問題の原因として、な下のようなものが考えられます。 

• ネットワーク設定 （ SSID またはセキュリティ）が変更された。 

• 無線デバイスのインストールに失敗した、または無線デバイスが無効である。 

• 無線デバイスまたはルーターのハードウエアが故障した。 

• 無線デバイスが他のデバイスからの干渉を受けている。 


敷 ま記； 無線ネットワークデバイスは、一部のモデルにのみ搭載されています。無線ネットワーク 
機能がコンピューターの基本機能として搭載されていない場合は、無線ネットワークデバイスを購 
入してコンピューターに追加することができます。 


ネットワーク接続の問題を解決する可能性のある方法を1つずつ実行する前に、すべての無線デバイ 
スについて、デバイスドライバーがインストールされていることを確認してください。 

使用したいネットワークに接続できないコンピューターの診断および修復を行うには、この章で説明 
する手順を実行してください。 

無線 LAN 接続を作成できない場合 

無線 LAN への 接結で問題が発生している場合は、内蔵無線 LAN デバイスが コン ピューターに正しく 
取り付けられていることを確認してください。 
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野を 記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合があります。詳しく 
は、 Windows の[ヘルプとサポート]を参照してください。 


1 . [スタート]一[コンピューター ] 一[システムのプロパティ]の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、[デバイスマネージャ ー] をクリックします。 

3. [ネットワークアダプター]の一覧で無線 LAN デバイスを確認します。無線 LAN デバイスの場合 
は、「無線」、「無線 LAN 」、「 WLAN 」、 rWi - FiJ . または 「802.11」 などと表示されます。 

無線 LAN デバイスがま示されない場合は、お使いのコンピューターに無線 LAN デバイスが内蔵 
されていないか、無線 LAN デバイス用のドライバーが正しくインストールされていません。 

無線 LAN のトラブルシューティングについて詳しくは、[ヘルプとサポート]に記載されている Web 
サイトへのリンクを参照してください。 

優先ネットワークに接続できない場合 

Windows では、問題のある無線 LAN 接続を自動で修復できます。 

• タスクバーち端の通知領域にネットワークステータスアイコンがある場合は、そのアイコン 
を右クリックして、メニューから[診断と修復]をクリックします。 

Windows は、ネットワークデバイスをリセットし、優先ネットワークの1つに再接続を試みま 
す。 

• ネットワークステータスアイコンの上に [X] が表示されている場合は、1つな上の無線 LAN ド 
ライバーまたは LAN ドライバーがインストールされているものの、コンピューターは接続され 
ていない状態です。 

• ネットワークステータスアイコンが通知領域に表示されていない場合は、な下の操作を行いま 
す。 

1. [スタート]をクリックし、[検索の開始]ボックスに「ネットワークと共有 J と入力します。 

2. 検索結まの一覽から、[ネットワークと共ちセンター]をクリックします。 

3. 左側の枠内で、[診断と修復]をクリックします。 

[ネットワーク接綺ウィンドウが表示され、 Windows は、ネットワークデバイスをリセッ 
卜し、優先ネットワークの1つに再接続をなみます。 

ネットワークステータスアイコンが表示されない場合 

ネットワークステータスアイコンが無線 LAN 設定後に通知領域に表示されない場合は、ソフトウエ 
マ ドライバーがなくなったか壊れています。また、[デバイスが見つかりません]という Windows エ 
ラーメッセージが表示されることもあります。このような場合には、ドライバーを巧インストールす 
る必要があります。 

おほいのコンピューターの無線 LAN デバイスソフトウエアの最新のバージョンを入手するには、な 
下の操作を行います。 

1. インターネットブラウザーを開き、 http :// www . hi 3. com / sui 3130 け/ を 表示します。 

2. 国または i 也域を選がします。 


無線ネットワークの問題のトラブルシューティング 
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3. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピユー 
夕一の製品名 または製品番号を [製品名- 番号で検索]フィールドに入力します。 

4. enter キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 


敷を 記. お使いの無線デバイスが、別途購入されたものである場合は、その無線デバイスの製造元の 
Web サイトで最新のソフトウてアを確認してください。 


現在のネットワークセキュリティコードが使用できない場合 

無線 LAN に接続するときにネットワークキーまたは名前 （ SSID ) の入力をホめるメッセージが表示 
された場合、そのネットワークはセキュリティ設定によって保護されています。セキュリティ設定で 
保護されているネットワークに接結するには、現在のコードが必要になります。 SSID およびネット 
ワークキーは半角英数字のコードで、ネットワーク への 認証のためにお使いのコンピューターに入 
力します。 


• お使いの無線ルーターに接続されているネットワークの場合は、そのルーターの説明書を参照 
し、ルーターと無線 LAN デバイスの両方に同じ SSID コードを設定します。 

• 会社のネットワークや、公開インターネットチヤットなどのプライべートネットワークの場合 
は、ネットワーク管理をに問い合わせてそれらのコードを入手し、コードの入力を求める画面 
が表示されたときに入力します。 

ネットワークによっては、ルーターやアクセスポイントで使用されている SSID を定期的に変 
更して、セキュリティの向上を図っている場合があります。この変更に応じて、対応するコード 
をお使いのコンピューターで変更する必要があります。 

な前に接続したことがあるネットワーク用に新しいネットワークキーや SSID が提供されている場 
合、そのネットワークに接続するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[ネットワーク]一[ネットワークと共有センター ]— >■[無線ネットワークの管理]の順 
に選巧します。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数の無線 LAN が表示されます。 

2. 目的のネットワークをちクリックし、[プロパティ]をクリックします。 


m を記： 使用するネットワークが一覧にない場合は、ネットワーク管理者に連絡して、ルーター 
またはアクセスポイントが稼動していることを確認してください。 


3. [セキュリティ]タブをクリックし、[ネットワークセキュリティキ ー] フィールドに、無線の暗 
号化に必要なデータを正しく入力します。 

4. [〇のをクリックしてこれまでの設定を保存します。 

無線 LAN 接続が非常に弱い場合 

を続が非常に弱い場合、またはコンピューターが無線 LAN に接続できない場合は、な下のちまを参考 
に他のデバイスからの干渉を最小化します。 

• コンピューターを無線ルーターまたはアクセスポイントに近づけます。 

• 干渉を受けないようにするために、電子レンジ、コードレス電話、または携帯電話などの無線デ 
バイスの電源を一時的に切断します。 
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接続品質が向上しない場合は、デバイスのすべての接続値が強制的に再設定されるように、な下の操 
作を行ってみてください。 

1. [スタート]一[ネットワーク]一[ネットワークと共ちセンター ] 一[無線ネットワークの管理]の順 
に選択します。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数の無線 LAN が表示されます。 

2. ネットワークの1つをちクリックし、[ネットワークの削除]をクリックします。 

無線ルーターに接続できない場合 

無線ルーターに接結しようとして失敗した場合は、その無線ルーターの電源を10〜15砂間オフにし 
て、リセットしてください。 

それでも コン ピューターが無線 LAN に接続できない場合は、無線ルーターを巧起動してください。詳 
しくは、ルーターの製造元の説明書を参照してください。 


口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) への接続 

口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) に接続するには、8ピンの RJ -45 ネットワークケーブル（別 
売）が必要です。ネットワークケーブルに、 TV やラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制コア 
(1) が貼付されている場合は、コアが取り付けられている方のケーブルの端口）をコンピューター 
側じ向けます。 



ネットワークケーブルを接結するには、な下の操作を行います。 


1 . ネットワークケーブルをコンピューター本体のネットワークコネクタに差し込みます（1)。 
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2. ケーブルのもう一方の端をデジタルモジュラーコンセントに差し込みます（2)。 



A 警告！ 义傷ゃ感電、火災、装置の損傷を防ぐため、モデムヶーブルまたは電話ヶーブルを RJ -45 
(ネットワーク）コネクタに接続しないでください。 


モデムの使用 

お使いのコンピユーターの内蔵モデムをアナログ回線に接続するには、6ピンの RJ -11 モデム 叶一 
ブル（別売）を使巧して接続する必要があります。国または地域じよっては、各国または各地域仕様 
のモデムケーブルアダプター(別売）も必要な場合があります。デジタル構内回線 ( PBX ) システ 
ム巧のコネクタは、アナログ電話回線用のモジュラーコンセントと似ていますが、このモデムには 
使用できません。 


A 警告！ 内蔵アナログモデムをデジタル回線に接続すると、モデムが損傷して永久に使用できなく 
なる場合があります。間違えてモデムケーブルをデジタル回線にち続した場合は、すぐに取り外し 
てください。 


モデムケーブルに、 TV やラジオからの干渉を防止するノイズ抑制コア （1) が付いている場合は、 
コアが取り付けられているちのケーブルの端口）をコンピューター側に向けます。 



モデムケーブルの接続 


A 警告！ 义傷や感電、火災、装置の損傷を防ぐため、モデムケーブル（別売）または電話ケーブル 
を RJ -45 (ネットワーク）コネクタに接続しないでください。 
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モデムケーブルを接続するには、 iil 下の操作を行います。 


1. モデムケーブルをコンピューター本体のモデ厶コネクタに差し込みます（1)。 

2. モデムケーブルのもう一方の端を電話回線用モジュラーコンセントに接続しまず（2)。 



各国または地域仕様のモデムケーブルアダプターの接続 

モジュラーコンセントは、国または地域によって異なります。国外でモデムとモデルケーブル（別 
売）を使巧するには、各国または地域の仕様のモデムケーブルアダプター(別売）を用意する必要 
があります。 

RJ -11 モデムコネクタな外のアナログ電話回線用モジュラーコンセントにケーブルをち続するに 
は、な下の操作を行います。 

1. モデムケーブルをコンピューター本体のモデムコネクタに差し込みます（1)。 

2. モデムケーブルを各国または地域仕様のモデムケーブルアダプターに接続します口）。 
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3. 各国または地域仕様モデムケーブルアダプターを電話回線巧モジュラーコンセントに接続し 
ます（3)。 



所在地設定の選択 

現在の所在地設定の表示 

モデム巧の現在の所在地設定を表示するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]の順に選択します。 

2. [時計、言語、および地域]をクリックします。 

3. [地域と言語のオプション]をクリックします。 

4. [場所]の下に現在化が表示されています。 

旅行先の所在地の新規追加 

初期設をでは、お使いのモデムで使巧可能な所在地設定は日本用の設定のみです。コンピューターを 
国外または他の地域で使巧する場合は、使用する国または地域の規格に準拠するように内蔵モデムを 
設定します。 

新しく追加した所在地設定はコンピューターに保巧され、設定をいつでも切り替えられるようになり 
ます。コンピューターには、任意の国の所在地設定を複数追加できます。 


A を意： モデムの日本用の設定は削除しないで〈ださい。日本巧の設定を保持した状態で国外でモデ 
ムを使巧できるようにするには、モデムを使巧する国や地域ごとに所在地の構成を新規に追加しま 
す。 

を意： おほいのモデムの設定が、旅行先の国や地域の通信規定やま律に違反することを防ぐため、 
その国や地域の設定を選択してください。国を正しく選択しないと、モデムが正しく機能しない場合 
があります。サポートされていない国を選択するとメッセージが表示されます。その国ではこのモデ 
ムの使用が認可されていないため、使用しないでください。 
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モデムの所在地設定を追加するには、な下の操作を行います。 


1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[電話とモデムのオプシヨ 
ソの順に選がします。 

2. [ダイヤル情報]タブをクリックします。 

3. [新規]をクリックします（[新しい所在地]ウィンドウが表示されます。） 

4. [所在地]ボックスに、新しく追加する所在地設定の名前（「自ま」、「会社」など）を入力します。 

5. [国/地域]ドロップダウンリストから、国または地域を選択します（モデムでサポートされてい 
ない国または i 也域を選択すると、初期設をの[米国]または[英国]が表示されます）。 

6. 巿外局番を入力します（必要に応じて、回線番号や外線番号も入力します）。 

7. [ダイヤル方ま]の横の[卜ーソまたは[パルス]をクリックします。 

8. 新しい所在 i 也設定を保存するには、 [ OK ] をクリックします（[電話とモデムのオプション]ウィ 
ンドウが表示されます。） 

9. な下の操作のどちらかを行います。 

• 新しい所在地を現在地の設定として使巧するには、 [0 K ] をクリックします。 

• 他の所在地設定を現在地の設をとして使巧するには、[所在地]リストから巧用する設をを選 
択して、 [0 K ] をクリックします。 

歐 を南 T — 国外または他の地域の設定と同じように、日本国内の所在地設定も追加できます。たと 

えば、外線に接続するダイヤル情報を含む設定を「会社」という名前で追加することができま 
す。 


国外での接続に関する問題の解決 

コンピューターを購入した国または地域な外でモデムを使用しているときに問題が発生した場合は、 
な下のことを試してみてください。 

• 電話回線の種類の確認 

モデムには必ずアナログ電話回線を使用します（デジタル回線を使用しないでください ）。 PBX 
回線と呼ばれる回線は、通常はデジタル回線です。データ回線、 FAX 回線、モデム回線、標準電 
話回線と呼ばれている電話回線は、通常はアナログ回線です。 

• パルスと卜ーンのどちらのダイヤル方法を使用しているかの確認 

アナログ回線では、2つのダイヤルモード（パルスまたは卜ーン）のどちらかをサポートして 
います。これらのダイヤルモードオプションは、[電話とモデム]の設定で選択します。選択す 
るタイヤルモードオプションは、お使いの電話回線でサポートされているタイヤルモードと 
一致する必要があります。 

お使いの電話回線でサポートされているダイヤルモードを判断するには、電話機で数巧の番号 
をダイヤルして、ダイヤル音を聞きます。カタカタという音（パルス音）がする場合は電話回線 
がパルスダイヤル方式をサポートし、ピポパと音がする場合は卜ーンダイヤル方まをサポート 
していることを示しています。 
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現在のモデムの所在地設定でダイヤルモードを変更するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[電話とモデムのナプ 
シヨン]の順に選択します。 

2. [ダイヤル情報]タブをクリックします。 

3. モデムの所在地設定を選択します。 

4. [編集]をクリックします。 

5. [卜ーン]または[パルス]をクリックします。 

6. [0 K ] を2回クリックします。 

• ダイヤル先の電話番号と受信先のモデムの応答の確認 

送信先の電話番号をダイヤルし、受信側のモデムが応答することを確認します。 

• 発信音を省略するようにモデムを設定する 

認識できない発信音を受信した場合、モデムでダイヤルは行われず、 [No Dial Tone ] (発信音が 
ありません）というエラーメッセージが表示されます。 

ダイヤル前のダイヤルトーンを省略するようにモデムを設まするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[電話とモデムのオプ 
シヨン]の順に選がします。 

2. [モデム]タブをクリックします。 

3. リストからお巧いのモデムをクリックします。 

4. [プロパティ]をクリックします。 

5. [モデム]をクリックします。 

6. [発信音を待ってからダイヤルする]チ X ックボックスのチてックを外します。 

7. [ OK ] を2回クリックします。 
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3 ポインティングデバイスおよびキーボー 

K 



名称 



説明 

(1) 

タッチパッドオフ 

インジケーター 

• タッチパッドがオンになっている場合は、ランプが消灯して 

います 




• タッチパッドがオフになっている場合は、ランプがオレンジ 

色に点灯します 




タッチパッドのオンとオフを切り替えるには、タッチパッドオ 
フインジケーターをすばやくダブルタップします 

(2) 

タッチパッド 


ポインターを移動して、画面上の項目を選択したり、アクティブ 
にしたりします 

(3) 

左のタッチパッド 

コントロール 

タッチバッドコントロールの左側は、外付けマウスの左ボタン 
と同様に使巧します 

(4) 

ちのタッチパッド 

コントロール 

タッチバッドコントロールのち側は、外付けマウスのちボタン 
と同様に使用します 
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ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインターオプションのような、ポインティングデバイスの設定を 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を巧巧します。 

[マウスの プロパティ] にアクセスするには、 [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハー ドウ エアと 
サウンド]一 [マウス] の順に選択します。 

タッチパッドの使用 

タッチパッドのオン/オフの切り替え 

出荷時設定では、タッチパッドはナンになっています。タッチパッドがナンになっている場合は、ラ 
ンプがミ肖灯しています。 

タッチパッドのナンとナフを切り替えるには、タッチパッド' オフインジケーターをすばやくダブル 
タップします。 



移動 


ポインターを移動するには、指でタッチパッドの表面に触れ、ポインターを移動したい方向にその指 
をスライドさせます。左のタッチパッド コントロールと ちのタッチパッド コントロールは、 外付け 
マウスの左ちの コントロールと 同巧に使用します。ス クロールゾーン は、タッチパッド コントロー 
ルの 上の領域です。タッチパッドを使巧して画面を上下にス クロールす るには、1本または2本の指 
でタッチパッドに触れ、その指をス クロールゾーン で上下にスライドさせます。 


鞍を 記； タッチパッドを使用してポインターを移動しているときにスクロールを始めるには、まず 
タッチパッドから指を離す必要があります。 
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選択 


左のタッチパッドコントロールとちのタッチパッドコントロールは、外付けマウスの左ちのコント 
口ールと同様に使用します。 



タッチパッドジェスチャの使用 

タッチパッドでは、さまざまな種類のタッチパッドジェスチャがサポートされています。タッチパッ 
ド操作を行うには、な下の項目で説明しているように、2本または3本の指を同時にタッチパッド上 
に置きます。 
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鞍を 記； タッチパッドの表面上であれば、コントロール領域も含めてどこでもスクロールしたりピン 
チしたりできます。ただし、回転ジェスチヤはコントロール領域を除いたタッチパッド自体の上での 
み行うことができます。 


ここで説明するタッチパッド操作は、工場出荷時に有効になっています。これらの操作を無効または 
再び有効にするには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある [ Synaptics ] (シナプティクス）アイコンをダブルクリック 
してから、 [Device Settings ] (デバイスの設ま）タブをクリックします。 

2. デバイスを選択し、 [Se 扣 ngs ] (設を）をクリックします。 

3. 無効または再び有効にするジてスチヤを選巧します。 

4. [適用] 一[〇のの順にクリックします。 


寶 を記： おほいのコンピューターでは、工場出荷時には無効に設定されている他のタッチパッド 
機能もサポートされています。これらの機能を表示および有効にするには、タスクバーのち端の 
通知領域にある [ Synaptics ] アイコンー [Device Settings ] タブの順にクリックします。デバイ 
スを選択し、 [ Se 扣 ngs ] (設を）をクリックします。 


スク ロール 

スクロールは、ぺージや画像を上下に移動するときに便利です。スクロールを行うには、2本の指を 
互いに少し離した状態でタッチパッド上に置いて、それらの指をタッチパッド上で上下左ちに動かし 
ます。 


m を記. スクロールの速度は、指を動かす速度で調整します。 



ピンチ/ ズーム 

ピンチジェスチヤを使用すると、 PDF 、 画像、写真などを化大または縮小できます。 

ピンチはな下のように行います。 

• タッチパッド上に2本の指を一緒の状態にして置き、その2本の指の間隔を徐々に拡げること 
で、オブジェクトのサイズを化大してズームインできます。 

• タッチパッド上に2本の指を互いに離した状態にして置き、その2本の指の間隔を徐々に狭める 
ことで、オブジェクトのサイズを縮小してズームアウトできます。 
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回転 


回転ジェスチャを使巧すると、写真やぺージなどの項目を回転できます。それらの項目を回転させる 
には、左手の人差し指をタッチパッドに固定します。固定した指を中|むとして、ち手の人差し指を12 
時から3時の位置へと弧を®きながら動かします。逆方向へと回転させるには、ち手の人差し指を3 
時から12時の方向に動かします。 


寶 を記： 回転ジェスチヤは、コントロール領域ではなくタッチパッド自体の上で行う必要がありま 
す。 



3 本指フリック 

3本指フリックを使用すると、ドキュメント、写真、プレゼンテーシヨンなどのファイルでぺージを 
すばやく切り替えることができ、移動およびアプリケーシヨンの高度な操作を実行できます。 

3本の指を互いに少し離した状態でタッチパッド上に置きます。3本の指でタッチパッドの端から端 
まで直線的にフリックします（ち方向で次の画面に移動、左ち向で前の画面に移動、上ち向でプレゼ 
ン テーシヨ ンの巧生を開始、下方向でプレゼン テーシヨ ンを停止または終了します）。 
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外付けマウスの接続 

USB ポートのどれかを使巧して外付け USB マウスをコンピユーターに接続できます。 USB マウス 
は、別売のドッキングデバイスまたは化張製品のコネクタを使巧してシステムに接続することもで 
きます。 


キーボードの使用 

ホットキーの使用 

ホットキーは、 ゎ キ ー け）と、 esc キーロ）またはフアンクシヨンキーのどれか （3) の組み合わ 
せです。 

f 1 〜 f 12 の各キーのアイコンは、ホットキーの機能を表します。ホットキーの機能および操作につい 
てこ の章の各項目で説明します。 



へい / tH ~ 〇 山 
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機能 

ホットキー 

システム情報を表示する 

fn + esc 

スリープを開始する 

fn + f1 

印刷オプションウィンドウを開く 

fn + に 

[HP Power Assistant] を開く 

fn +巧 

画面を切り替える 

fn + f4 

[FastLook] を開〈 

fn + f5 

Web ブラウザーを開< 

fn + f6 

画面の輝度を下げる 

fn + f7 

画面の輝度を上げ'る 

fn + f8 

無線デバイスのオンとオフを切り替える 

fn + f9 

スピーカーの音をミ肖すまたは元にもどす 

fn + f10 

スピーカーの音量を下げる 

fn + f 11 

スピーカーの音量を上げる 

fn + f12 


ホットキーコマンドをコンピューターのキーボードで使用するには、レ^下のどちらかの操作を行い 
ます。 

• 短く fn キーを押してから、ホットキーコマンドの2番目のキーを短く押しまず。 

または 

• fn キーを押しながら、ホットキーコマンドの2番目のキーを短〈押し、両方のキーを同時に離 
します。 


システム情報を表示する 


fn + esc ホットキーを押すと、システムのハードウエアコンポーネントおよびシステム BIOS のバー 
ジョン番号に関する情報が表示されます。 


fn + esc ホットキーで表示される画面では、システム BIOS の/くージョンは BIOS の日付として表示 
されます。一部の機種では、 B に S の日付は10進数お式で表示されます。 BIOS の日付はシステム 
ROM の/くージョン番号と呼ばれることもあります。 
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スリープを開始する 


A を意： 情報の損失を防ぐため、スリープを開始する前に必ずデータを保をしてください。 _ 

スリープを開始するには 、 fn + f 1 を押します。 

スリープを開始すると、情報がシステムメモリに保巧され、画面表示が消えて節電モードになりま 
す。コンピューターがスリープ状態のときは電源ランプが点滅します。 

スリープを開始するには、コンピューターの電源が入っている必要があります。 


載 注記. コンピユーターがスリープ状態のときに完全な口ーバッテリ状態になった場合、コンピユー 
夕—はハイバネーシヨンを開始して、メモリ内の情報をハードドライブに保存します。完全な口一 
バッテリ状態になった場合、出荷時設定ではハイバネーシヨンを開始しますが、この設定は Windows 
の[コントロールパネル]の[電源オプション]で変更できます。 


スリープ状態を終了するには、電源ボタンを短く押すか、またはキーボードの巧意のキーを巧しま 
す。 

fn + f 1 ホットキーの機能は変更が巧能です。たとえば、スリープではなくハイバネーシヨンを開始す 
るように わ+ f 1 ホットキーを設をできます。 


鞍 を記： Windows オペレーティングシステムのウィンドウでの「スタンバイボタン」および「ス 
リープボタン」に関する記述はすべて、 fn + f 1 ホットキーに当てはまります。 


印刷オプションウインドウを開く 

アクティブな Windows アプリケーシヨンの印刷オプションウィンドウを開くには 、 fn + 口 を巧し 
ます。 


バッテリの状態を表示する 

バッテリの状態を表示するには 、 fn + f 3 を押します。 


画面を切り替える 


システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには 、 fn + f 4 を巧します。 
たとえば、コンピューターにモニターを接続している場合は、 fn + f 4 を巧すと、コンピューター本体 
のディスプレイ、モニターのディスプレイ、コンピューター本体とモニターの両方のディスプレイの 
どれかに表示画面が切り替わります。 

ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビデオち式を使用してコンピューターからビデオ情報を 
受け取ります 。 fn + f 4 ホットキーでは、コンピューターからビデオ情報を受信する他のデバイスとの 
間でも表示画面を切り替えることができます。 

な下のビデオ伝送方式が わ + f 4 ホットキーでサポートされます。かっこ内は、を方式を巧用するデ 
バイスの例です。 


• LCD (コン ピュ ーター 本体のディスプレイ） 

• 外付け VGA (ほとんどの外付け モニター) 

• S ビデナ （ S ビデオ入カコネクタが装備されているテレビ、ビデナカメラ、 DVD プレーヤー、 
ビデオデッキ、およびビデオキヤプチャカード） 
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• HDMI (HDMI ポートが装備されているテレビ、ビデオカメラ、 DVD プレーヤー、ビデオデッ 
キ、およびビデオキヤプチヤカード） 

• コンポジットビデオ（コンポジットビデオ入カコネクタが装備されているテレビ、ビデナカ 
メラ、 DVD プレーヤー、ビデオデッキ、およびビデオキヤプチャカード） 


歐 を記. コンポジットビデオデバイスをシステムに接続するには、別売のドッキングデバイ 
スを使巧する必要があります。 


[HP FastLook] または [Microsoft Outlook®] を起動する 

• コンピューターの電源が切れているときに 朽を 押すと、 [HP FastLook] が起動します。 

• コンピューターの電源が入っているときに fn + 巧を 押すと、 [Microsoft Outlook] が起動します。 


[HP Q 山 ckWeb] を起動する 

• コンピューターの電源が切れているときに f6 を押すと、 [HP Q 山 CkWeb] が起動します。 

• コンピューターの電源が入っているときに わ +f6 を押すと、 Web ブラウザーが起動します。 

[HP Q 山 CkWeb] を使巧すると、オペレーティングシステムを起動しなくても、すばやくインターネッ 
卜を参照したり、デジタル写真を表示したり、音楽を聴いたり、電子メールやインスタントメッセー 
ジで連絡を取り合ったりできます。 


画面の輝度を下げる 

fn + ロホッ トキーを巧すと、画面の輝度を下げることができます。このホットキーを押し続けると、 
輝度が一をの割合で徐々に下がります。 

画面の輝度を上げる 

fn+f8 ホットキーを巧すと、画面の輝度を上げることができます。このホットキーを押し続けると、 
輝度が一をの割合で徐々に上がります。 

無線機能のオンとオフを切り替える 

無線機能をオンまたはオフにするには、 わ +f9 キーを巧します。このホットキーはお線接続の確立に 
は使用できないことにを意してください。 


スピーカーの音を消すまたは元に戻す 

fn+f10 を巧してスピーカーの音を消します。スピーカーの音量を元に戻すには、もう一度ホット 
キーを押します。 


スピーカーの音量を下げる 

fn + f1 1 を押してスピーカーの音量を下げます。このホットキーを押し続けると、スピーカーの音量 
が一定の割合で徐々に下がります。 

スピーカーの音量を上げる 

fn+f12 を押してスピーカーの音量を上げます。このホットキーを巧し続けると、スピーカーの音量 
が一定の割合で徐々に上がります。 
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[HP FastLook ] の使用 

[HP FastLook ] を使巧して、コンピューターの電源がオフになっているときでも 、 [Microsoft Outlook ] 
にある予定表、連絡先、受信トレイ、および仕事の情報を保存して管理できます 。 [HP FastLook ] を 
起動するには、 朽キー を巧します。 


W を記 ； [HP FastLook ] は、 Windows のスリープまたはハイバネーシヨン状態をサポートしていませ 
ん。 


[HP FastLook ] の 設定および使用方まに ついて 詳しくは 、 [HP FastLook ] ソフトウェアのヘルプを 参照 
してください。 


テンキーの使用 

この コンピューターにはテンキーが内蔵されています。また、別売の外付けテンキーや、テンキーを 
備えた別売の外付けキーボードも使用できます。 


〇 〇 〇 



名称 


説明 

(1) 

fn キー 

num Ik キーと一緒に押すと、内蔵テンキーの有効/無効が切り曾 
わりまず。上の図は英語版のキー配列です。日本語版のキー配列 
とは若干異なりますが、内蔵テンキーの位置は同じです 

(2) 

内蔵テンキー 

内蔵テンキーがち効になっているときは、外付けテンキーと同様 
に使用できます 

(3) 

num Ik キー 

fn キーと一緒に押すと、内蔵テンキーのち効/無効が切り替わりま 
ず 


内蔵テンキーの使用 

内蔵テンキーの15個のキーは、外付けテンキーと同様に使用できます。内蔵テンキーが有効になつ 
ているときは、テンキーを押すと、そのキーの手前側面にあるアイコン（日本語キーボードの場合) 
で示された機能が実行されます。 
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内蔵テンキーのち効/無効の切り替え 

内蔵テンキーを有効にするには 、 fn + num Ik を押します 。 fn + num Ik をもう一度押すと、通常の 
文字入力機能に戻ります。 

を を記:_ 外付けキーボードまたはテンキーがコンピューター、別売のドッキングデバイス、または 

別売の拡張製品に接続されている場合、内蔵テンキーは機能しません。 

内蔵テンキーの機能の切り替え 

fn キーまたは fn + shift キーを巧巧して、内蔵テンキーの通常の文字入力機能とテンキー機能と を一 
時的に切り替えることができます。 

• テンキーが無効のときに、テンキーからの入力をテンキー機能（数字等の入力）に変更するに 
は、 fn キーを押しながらキーを押します。 

• テンキーが有効のときに、テンキーの文字入力機能を一時的に使用するには、な下の操作を行い 
ます。 

。 小文字を入力するには、 fn キーを押しながら文字を入力します。 

。 大文字を入力するには 、 fn + shift キーを押しながら文字を入力します。 

別売の外付けテンキーの使用 

通常、外付けテンキーのほとんどのキーは 、 num lock がオンのときとオフのときとで機能が異なり 
ます。（出巧時設定では 、 num lock はオフになっています。）たとえば、次のようになります。 

• num lock がオンのときは、数字を入力できます。 

• num lock がナフのときは、矢印キー、 PaUp キー、 PgDn キーなどのキーと同様に機能します。 


作業中に外付けテンキーの num lock のオンとオフを切り替えるには、な下の手順で操作します。 


▲ コンピューターではなく、外付けテンキーの num Ik キーを巧します。 
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タッチパッドとキーボードの清掃 

タッチパッドにごみや脂が付着していると、ポインターが画面上で滑らかに動かなくなる場合があり 
ます。これを防ぐには、軽く湿らせた布でタッチパッドを定期的に清掃し、コンピューターを使用す 
るときは手をよく洗ってください。 


A 警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタツチメントを使巧してキーボ ー 
ドを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくることがありま 
す。 


キーが固まらないようにするため、また、キーの下に溜まったごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くために、キーボードを定期的に清掃してください。圧縮空気が入ったストローイ寸きの吿を使巧して 
キーの周辺や下に空気を吹き付けると、付着したごみがはがれて取り除きやすくなります。 
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4 マルチメディア 


マルチメディア機能 

お使いのコンピューターには、音楽を再生したり画像を表示したりできるマルチメディア機能が含ま 
れています。また、な下のようなマルチメディアコンポーネントが含まれている場合があります。 

• 音楽を再生する内蔵スピーカー 

• 独自のオーディオを録音するための内蔵マイク 

• 動画を撮影したり共有したりできる内蔵 Web カメラ（一部のモデルのみ） 

• 音楽と画像の巧生と管理を行うことができるプリインストール巧みのマルチメディアソフトウェ 
了 

• ボリュームコントロールに関する操作をすばやく行うことのできるホットキー 

野 を晶1_ お使いのコンピューターによっては、一覧に記載されていても、一部のコンポーネントが含 

まれていない場合があります。 


ここでは、お使いのコンピューターに含まれているマルチメディアコンポーネントを確認する方 
ま、およびマルチメディアコンポーネントを使巧する方まについて説明します。 

マルチメディアコンポーネントの確認 

レ: i 下の図と表で、コンピューターのマルチメディア機能について説明します。 
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名称 



説明 

(1) 

内蔵マイク 


サウンドを録音します 

(2) 

Web カメラ 

(-部のモデルのみ） 

サウンドを録音したり、動画を録画したり、静止画像を撮影した 
りします 

(3) 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ/オー 
ディオ入力（マイク）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤフォ 
ン、またはヘッドセットを接続したときに、サウンドを出力しま 
す別売のへッドセットマイクも接続します 




警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量 
の調節を巧ってからヘッドフォン、イヤフォン、またはヘッド 
セットを使用してください。ま全に関する情報について詳しく 
は、『規を、ま全、および環境に関するごを意』を参照してくだ 
さい 




を記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接綿すると、コン 
ピューター本体のスピーカーは無効になります 

(4) 

スピーカー 

い 2) 

サウンドを出力します 


音量の調整 

音量の調整には、な下のどれかを使用します。 

• コンピユーターの音量ホットキー: わ キ ー (1) と、 門〇 (2)、 鬥1 (3)、 け2 (4) のどれかのファ 

ンクシヨンキーとの組み合わせです。 

。 音を消したり元に戻したりするには、 fn + f 10 を押します。 

。 音量を下げるには、 fn + f 11 を巧します。 
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音量を上げるには、 fn + f 12 を押します。 



• Windows の[ボリュームコントロ ール]: 

a . タスクバーの右端の通知領域にある[音量]アイコンをクリックします。 

b . 音量を調整するには、スライダーを上下に移動します。[ミュート]アイコンをクリックする 
と、音が出なくなります。 

または 

a . タスクバーの右端の通知領域じある[音量]アイコンをちクリックして、[音量ミキサーを開 
<] をクリックします。 

b . 音量を調整するには、[スピーカー]列で惜量]スライダーを上下に移動します。 [ M 山 e ] ア 
イコンをクリックして音を消すこともできます。 

[音量]アイコンが通知領域に表示されない場合は、な下の操作で表示します。 

a . 通知領域でちクリックし、[プロパティ]をクリックします。 

b . [通知領域]タブをクリックします。 

C. [システム]アイコンの下の[音量]チェックボックスじチェックを入れます。 

江 [ OK ] をクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 


マルチメディアソフトウエア 

お使いのコンピューターには、音楽を再生したり画像を表示したりできるマルチメディアソフトウエ 
アがプリインストールされています。ここでは、プリインストールされているマルチメディアソフ 
トウエアの詳細およびディスクからのインストール方まについて説明します。 
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プリインストール巧みのマルチメディアソフトウェアへのアクセス 

プリインス!ルされているマルチメディアソフトウェアにアクセスするには、な下の操作を行い 
ます。 

▲ [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、巧巧するマルチメディアプログラムを起動 
します。 


m 注記. サブフォルダーに含まれているプログラムもあります。 


を記. コンピューターに付属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造 
元の説明書を参照してください。これらの説明書は、ソフトウてアに含まれているか、ディスクに収 
録されているか、またはソフトウてアの製造元の Web サイトから入手できます。 


ディスクからのマルチメディアソフトウェアのインストール 


敷を 記. ディスクからマルチメディアソフトウェアをインストールするには、外付けオプティカル 
ドライブ（別売）がコンピューターに接続されている必要があります。コンピューターのち側面 
に、電源供給機能付き USB コネクタが1つあります。このコネクタに電源供給機能付き USB ケーブ 
ルを接続すると、外イ寸けオプティカルドライブに電源を供給できます。外付けオプティカルドライ 
ブをコンピューターの化の USB コネクタに接続する場合は、外付けオプティカルドライブに外部電 
源を接続する必要があります。 

CD または DVD からマルチメディアソフトウェアをインストールするには、レ^下の操作を行います。 

1. ディスクを外付けオプティカルドライブに挿入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3. コンピューターのち起動を求めるメッセージが表示されたら、コンピューターを再起動します。 

オーディオ 

お使いのコンピューターでは、な下のようなさまざまな才ーディオ機能を使用できます。 

• コンピューターのスピーカーおよび接続した外付けスピーカーを使用した、音楽の再生 

• 内蔵マイクまたはち続した外付けマイクを使用した、サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• 才ーディナと画像を使用したマルチメディアプレゼンテーシヨンの作成 

• インスタントメッセージプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング（一部のモデルのみ）または FM ラジナ信号の受信 

• 外付けオプティカルドライブを使用したオーディオ CD の作成（書き込み） 

外付けオーディオデバイスの接続 


A 警告！ ま然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからへッドフォン、 
イヤフナン、またはヘッドセットを巧巧してください。を全に関する情報について詳しくは、『規 
を、安全、および環境に関するご;'主意 J 1 を参照してください。 
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外付けスピーカー、ヘッドフォン、マイクなどの外付けデバイスの接続ちまについては、デバイスの 
製造元から提供される情報を参照してください。デバイスを良好な状態で使用できるよう、な下の点 
にを意してください。 


• デバイスケーブルがお使いのコンピューターの適切なコネクタにしっかりと接続されているこ 
とを確認します（通常、ケーブルコネクタは、コンピューターの対応するコネクタに合わせて 
色分けされています）。 

• 外かけデバイスに必要なドライバーがある場合は、そのドライバーをインストールします。 


野 を記. ドライバーは、デバイスとデバイスが使用するプログラム間のコンバーターとして機能 
する、必須のプログラムです。 
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オーディオ機能の確認 

お使いのコンピューターのシステムサウンドを確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]の順に選択します。 

2. [ハードウエアとサウンド]をクリックします。 

3. [サウンド]をクリックします。 

4. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリックします。[プログラム]でビープや 
アラー ムなどの任意のサウンドイベントを選択してから、[テスト]ボタンをクリックします。 

ス ピー カーまたはち続した へッ ドフォンから音が鳴ります。 

コンピューターの録音機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[サウンドレコーダー]の順に選択します。 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存しま 
す。 

3. [Windows Media Player ] を起動して、サウンドを再生します。 


鞍 を記： 良好な録音結まを得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 


コンピューターのオーディオ設定を確認または変更するには、タスクバー上の[サウンド]アイコンを 
右クリックするか、に夕ート]一[コントロールパネル]一[才ーデイオ]の順に選択します。 


HDMI デバイスの接続 

コンピューターには 、 HDMI (High Definition Multimedia Interface ) コネクタが搭載されています。 
HDMI コネクタは、 HD 対応テレビ、対応しているデジタルまたは才ーディオコンポーネントなどの 
別売の動画または才ーディオデバイスとコンピューターを接結するためのコネクタです。 

コンピューターは、 HDMI コネクタに接続されている1つの HDMI デバイスをサポートすると同時 
に、コンピューター本体のディスプレイまたはサポートされている他の外付けディスプレイの画面を 
サポートできます。 


敷 を記. HDMI コネクタを使用してビデオ信号を伝送するには、一般の電器店で販売されている 
HDMI ケーブルを別途購入する必要があります。 
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HDMI コネクタに動画または才ーデ ィオ デバイスを接続するには、な 下の 操作を行います。 
1. HDMI ケーブルの一ちの 端を コンピューターの HDMI コネクタに接続します。 



2. 製造元の説明書等の手順に沿って操作し、ケーブルのもう一方の端をビデオデバイスに接続し 
ます。 

3. コンピューターに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、コンピュー 
夕一の f 4 キーを押します。 

HDMI 用のオーディオの設定 

HDMI 才ーディオを設定するには、まず、お使いのコンピューターの HDMI コネクタに HD 対応テレ 
ビなどのオーディオまたはビデオデバイスを接続します。次に、な下の手順でオーディオ巧生の初 
期デバイスを設定します。 

1. タスクバーのち端の通知領域にあるにピーカー]アイコンをちクリックし、[再生デバイス]をク 
リックします。 

2. [再生]タブで[デジタル出力]または[デジタル出カデバイス （ HDMI )] をクリックします。 

3. 慨定値に設財一[〇のの順にクリックします。 

オーディオをコンピューターのスピーカーに戻すには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーのち端の通知領域にあるにピーカー]アイコンをちクリックし、[再生デバイス]をク 
リックします。 

2. [再生]タブで[スピーカー]をクリックします。 

3. [既定値に設定]一[〇のの順にクリックします。 
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動画 


お使いのコンピューターでは、レ^下のさまざまな動画機能を使用できます。 

• インターネットを介したゲーム 

• プレゼン テーシヨ ンの作成のための画像や動画の編集 

• 外付けビデオデバイスのち続 

外付けモニターまたはプロジェクターの接続 

外付けモニターコネクタは、外付けモニターやプロジェクターなどの外付けディスプレイデバイス 
をコンピューターに接続するためのコネクタです。 

▲ ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスのケーブルを外付けモニターコネクタに接続 
します。 



敷 ま記. 外付けディスプレイデバイスを正しく接続しても画面が表示されない場合は、 わ + f 4*- 
を巧して、ディスプレイデバイスに画面を切り替えます。 fn + f 4 キーを繰り返し押すと、コンピユー 
夕 -本体のディスプレイとデバイスとで表示画面が切り替わります。 


外付けオプティカルドライブ（別売） 

外付けオプティカルドライブ（別売）は、コンピューターの機能を拡張します。外付けオプティカ 
ルドライブを使用すると、データディスクの読み取り、音楽の再生や映画の鑑賞が可能になりま 
す。 

外付けオプティカルドライブの確認 

▲ [スターり一[コンピュータ ー] の順に選択します。 

接続されている外付けオプティカルドライブを含む、お使いのコンピューターにインストールされ 
ているすべてのデバイスの一覧が表示されます。 
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音楽の再生 

m を記:~~ な下の手順を開始する前に、外付けオプティカルドライブがコンピューターに接続されて 

いることを確認します。 

1. コン ピューターの電源を入れます。 

2. 外付けナプティカルドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディス 
クトレイが少し巧し出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 


鞍を 記： ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクを;'主意深く傾けて回転軸の上に置 
いてください。 


5. 確実に収まるまでディスクをゆっくり巧し下げます（3)。 



み 


6. ディスクトレイを閉じます。 

7. 初期設定のメディアプレーヤーを選択していない場合は、[自動再生]ダイアログボックスが開 
き、メディアコンテンツの使用ちまを選択するように要求されます。お使いのコンピユーター 
にプリインス I ルされている [Windows Media Player ] を選択します。 


腎を 記： ディスクの巧入後、プレーヤーの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作で 
す。 


ディスクの 再生中に スリー プまたは ハイ/ 《ネ ーシ ヨンを間違えて開始した場合、な 下の ことが発生し 
ます。 

• 巧生が中断する場合があります。 

• 続行するかどうかを確認する警告メ ッ セージが表示される場合があります。このメ ッ セージが表 
示されたら、[いいえ]をクリックします。 

• CD または DVD を巧起動し、才ーデイオまたは動画の再生を巧開しなければならない場合があ 
ります。 
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動画の再生 

外付けオプティカルドライブを使巧し、ディスクの動画を再生できます。 

敷 を記: な下の手順を開始する前に、外付けオプティカルドライブがコンピューターに接続されて 
いることを確認します。 

1. コン ピューターの電源を入れます。 

2. 外付けナプティカルドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディス 
クトレイが少し押し出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

賢 を壺^~ ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクをミ主意深く傾けて回転軸の上に置 

いてください。 

5. 確実に収まるまでディスクをゆっくり巧し下げます（3)。 



0 


6. ディスクトレイを閉じます。 

敷 を記:~~ ディスクの挿入後、プレーヤーの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作で 

す。初期設定のメディアプレーヤーを選択していない場合は、[自動再生]ダイアログボックスが開 
き、メディアコンテンツの使巧ちまを選択するように要求されます。 

DVD 地域設定の変更 

著作権で保護されているファイルを使巧する多くの DVD には地域コードがあります。 i 也域コードに 
よって著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を再生するには、 DVD の地域コードが DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 

DVD を巧生するには、別売の外付けオプティカルドライブをコンピューターに接続します。 
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A を意： DVD ドライブの地域設をは、5回までしか変更できません。 

5回目に選択した地域設定が、 DVD ドライブの最終的な地域設をになります。 

ドライブで地域設定を変更できる残りの回数が、 [DVD 地域]タブに表示されます。 

オペレーティングシステムで設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コンピューター ] 一[システムのプロパティ]の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、[デバイスマネージャ ー] をクリックします。 

教 を記. Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照して〈ださい。 

3. [DVD/CD-ROM ドライブ]の横のプラス記号 （+ ) をクリックします。 

4. 地域設定を変更する DVD ドライブをちクリックして、次に[プロパティ]をクリックします。 

5. [DVD 地域]タブをクリックして、設定を変更します。 

6. [OK] をクリックします 

CD または DVD の作成（書き込み） 

A を景^ 著作権に関する警告に従ってください。コンピュータープログラム、映画や映像、放送内 

容、録音内容などの著作権によって保護されたものを許可なしにコピーすることは、著作権まに違反 
する行為です。コンピューターをそのような目的に使用しないでください。 


外付けナプティカルドライブカ 《 CD - RW 、 DVD - RW 、 または DVD ± RW のオプティカルドライブで 

ある場合は 、 [Windows Me 址 a Player ] などのソフトウェアを使巧して、 MP 3 や WAV 音楽ファイルな 

どのデータや才ーディオファイルを書き込むことができます。 

CD または DVD に書き込むときは、な下のガイドラインを参照してくださし、。 

• ディスクに書き込む前に、開いているファイルをすべて終了し、すべてのプログラムを閉じま 
す。 

• 通常、才ーディナファイルの書き込みには CD - R または DVD - R が最適です。これはデータがコ 
ピーされた後、変更ができないためです。 

• ホームステレオや力ーステレオによっては CD - RW を再生できないものもあるため、音楽 CD 
の書き込みには CD - R を使巧します。 

• 通常、 CD - RW または DVD - RW は、データファイルの書き込みや、変更できない CD または 
DVD に書き込む前の才ーディオまたはビデオ録画のテストに最適です。 

• 家庭巧のシステムで巧用される DVD プ レー ヤーは、通常、すべての DVD フォー マットに対応し 
ているわけではありません。対応している フォー マットの一覽については、 DVD プ レー ヤーに 
付属の説明書を参照してください。 

• MP 3 ファイルは化の音楽ファイル形式よりファイルのサイズが小さく、また、 MP 3 ディスクを 
作成するプロセスはデータファイルを作成するプロセスと同じです。 MP 3 ファイルは、 MP 3 プ 
レーヤーまたは MP 3 ソフトウ; L アがインストールされているコンピューターでのみ再生できま 
す。 
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CD または DVD にデータを書き込むには、な下の操作を行います。 

1. 元のファイルを、ハードドライブのフォルダーにダウンロードまたはコピーします。 

2. 空の CD または DVD を外付けのオプティカルドライブに挿入します。 

3. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選巧し、使用するソフトウェアの名前を選択します。 

4. 作成する CD または DVD の種類（データ、オーディオ、またはビデオ）を選択します。 

5. [スタート]をちクリックしてから[エクスプローラー]をクリックし、元のファイルが保存されて 
いるフォルダーに移動します。 

6. フォルダーを開き、空のオプティカルディスクのあるドライブにファイルをドラッグします。 

7. 選択したプログラムの説明に沿って書き込み化理を開始します。 

詳しい手順については、ソフトウェアの製造元の説明書を参照してください。これらの説明書は、ソ 
フトウェアに含まれているか、ディスクに収録されているか、またはソフトウ X アの製造元の Web 
サイトから入手できます。 

オプティカルディスク （ CD または DVD ) の取り出し 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは緣を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

m を南1 トレイが完全に開かない場合は、ディスクを;'主意深く傾けて取り出してください。 



Web カメラ（一部のモデルのみ) 


敷を 記； ここでは、ほとんどのモデルに共通の機能について説明します。一部の機能は、お巧いのコ 
ンピューターで対応していない場合もあります。 
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お使いのコンピューターによっては、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されているものもあ 
ります。プリインストールされているソフトウェアを使用すると、 Web カメラによる写真の撮影、動 
画の録画、またはオーディオの録音ができます。写真、録画した動画、または録音したオーディオを 
プレビューして、コンピューターのハードドライブに保巧できます。 


Web カメラおよびソフトウェアにアクセスするには、[スタート]一[すべてのプログラム]一[カメ 
ラ]一 [WebCam Companion ] の順に選択します。 

[HP Webcam ] ソフトウェアを巧巧すると、な下の機能を串リ巧できます。 

• 動画：動画の録画や再生を行います。また、ソフトウェアインターフェイスのアイコンを使用 
して、動画を電子メールで送信したり、 YouTube にアップロードしたりできます。 

• オーディオの録音や巧生を行います。 

• 動画の再生： UVC (Universal Video Class ) カメラをサポートするインスタントメッセージ 
ソフトウェアソリユーションで巧巧します。 

• スナップショット：静止画像を撮影します。 

Web カメラ使用上の注意 

パフナーマンスを最適にするために、 Web カメラを使巧するときにはな下のガイドラインを参ちにし 
て〈ださし、。 

• 動画によるチャットを行う前に、インスタントメッセージプログラムが最新のバージョンであ 
ることを確認して〈ださい。 

• ネットワークファイアウオールの種類によっては、 Web カメラが正常に機能しない場合があり 
ます。 


教を記 マルチメディアファイルを閲覧したり、別の LAN またはネットワークファイアウオー 
ル外のユー ザーへマルチメディア ファイルを送信したりするときに問題が生じる場合は、ファ 
イアウオールを一時的に無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウオールを再度有効 
にします。問題を恒久的に解まするには、必要に応じてファイアウオールを再設定したり、他の 
侵入検知システムのポリシーや設定を調整したりします。詳しくは、ネットワーク管理をまたは 
IT 部門に問い合わせてください。 


• 巧能な限り、 Web カメラの背後の画面領域の外に明るい光源を置いて〈ださし、。 


歐を 記： Web カメラの使用について詳しくは、 Web カメラソフトウェアの[ヘルプ]メニューを参照 
してくださし、。 


Web カメラのプロパティの調整 

[プロパティ]ダイアログボックスを使用して、 Web カメラのプロパティを調整できます。このダイア 
ログボックスには、内蔵カメラを使用する各種プログラムの構成、設を、またはプロパティメニュ ー 
から通常はアクセスできます。 

• [輝度]:画像に取り込まれるホの量を調整します。輝度を高く設定するとより明るい画像にな 
り、輝度をおく設定するとより暗い画像になります。 

• [コントラスト]:画像の明るさと暗さの対比を調整します。コントラストを高く設定すると画像 
の対比の度合いが高まり、コントラストをイ圧く設定すると、元の情報のダイナミックレンジを 
維持しますがより平面的な画像になります。 

• [色相]:他の色との特性の差異（ホ、緑、青の度合い）を調整します。色相は色彩と異なり、色 
彩は色ネ目の強さを示します。 
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. [色彩]:最終的な画像の色みの強さを調整します。色彩を高く設定するとより鮮やかな画像にな 
り、色彩を化く設定するとよりくすんだ画像になります。 

• [シャープネス]:画像の境界線の緻密さを調整します。シャープネスを高く設をするとよりはつ 
きりとした画像になり、シャープネスをイ圧く設定するとより柔らかい画像になります。 

• [ガンマ]:画像の中間調の灰色または中間色に作巧する対比を調整します。画像のガンマを調整 
すると、シャドウとハイライトを大幅に変更しないで、中間グレートーンの明度値を変更でき 
ます。ガンマを低く設をすると灰色は黒に近くなり、暗い色はさらに暗い色になります。 


Web カメラの使用方まについては、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 
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電源の管理 


電源オプシヨンの設定 

省電力設定の使用 

お使いのコンピユーターでは、スリープとハイバネーシヨンの2つの省電力状態が出荷時の設定で有 
効になっています。 

スリープが開始されると、電源ランプが点滅し、画面表示が消えます。作業中のデータがメモリに保 
存されます。スリープを終了するときはハイバネーシヨンを終了するときよりも早く作業に戻れま 
す。コンピユーターが長時間スリープ状態になった場合、またはスリープ状態のときにバッテリが完 
全な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイバネーシヨンを開始します。 

ハイバネーシヨンを開始すると、データがハードドライブのハイバネーシヨンファイルに保存され 
て、コンピューターの電源が切れます。 


A を意： オーディオおよびビデオの劣化、再生機能の損失、または情報の消失を防ぐため、ディスク 
または外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスリープまたはハイバネーシヨンを開 
始しないでください。 

歐 を 記： コン ピユーターがスリープまたは ハイ バネーシ ヨン 状態の場合は、無線接続や コン ピユー 
夕 —の機能を実行することが一切できなくなります。 

を記 ： [HP 3 D DriveGuard ] じよってドライブが停止された場合、スリープやハイバネーシヨンは開 
始されず、画面表示が消えます。 


スリープの開始および終了 

バッテリ電源を使用しているときは操作しない状態が15分続いた場合、または外部電源を使用して 
いるときは操作しない状態が30分間続いた場合に、システムがスリープを開始するよう出荷時に設 
定されています。 

電源設定およびタイムアウトは Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション]で変更できま 
す。 


コンピューターの電源がオンの場合、な下のどちらかの方までスリープを開始します。 
• わ + f 1 キーを巧します。 

• [スタート]一博源]ボタンアイコンの順にクリックします。 

• [スタート]一[ロック]ボタンの横にあるえ印一[スリースの順に選択します。 
スリープを終了するには、な下の操作を行います。 

▲ 電源ボタンを短く巧します。 
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コンピューターがスリープを終了すると電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻り 
ます。 


m を記. コンピユーターがスリープを終了するときにパスワードの入力を要求するように設定した場 
合は、作業画面に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


ハイバネーションの開始および終了 

バッテリ電源を使巧しているときは操作しない状態が1080分 （18 時間）続いた場合、外部電源を使 
巧しているときは操作しない状態が1080分 （18 時間）続いた場合、または完全な口ーバッテリ状 
態に達した場合に、システムがハイバネーションを開始するように出荷時に設定されています。 

電源設をおよびタイムアウトは 、 Windows の[コントロールパネル] にある[電源 オプション] で変更で 
きます。 

ハイバネーションを開始するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]をクリックし、[ロック]ボタンの横にある矢印をクリックします。 

2. [休止状態]をクリックします。 

ハイバネーションを終了するには、な下の操作を行います。 

▲ 電源ボタンを短く押します。 

電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻ります。 


鞍を 記. ハイバネーシヨンを終了するときにパスワードの入力を要ホするように設定した場合は、作 
業画面に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


バッテリ メーターの 使用 

[バッテリメ ーター ] アイコンは、タスクバーの右端の通失□領域にあります。バッテリメ ーターを使 
巧すると、すばやく電源設定にアクセスしたり、バッテリ充電残量を表示したり、別の電源プランを 
選巧したりできます。 

• 充電残量率と現在の電源プランを表示するには、ポインターを[バッテリメータ ー] アイコンの上 
に移動します。 

• 電源オプションにアクセスしたり、電源プランを変更したりするには、[バッテリメータ ー] アイ 
コンをクリックして一覧から項目を選択します。 

コンピューターがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、[バッテリメーター] 
アイコンの形の違いで判断できます。アイコンには、バッテリが口ーバッテリ状態、完全な口一 
バッテリ 状態、 または省電源移行バッテリレベルになった場合にそのメッセージも表示されます。 

[バッテリメータ ー] アイコンを表示または非表示にするには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーをちクリックし、[プロパティ]をクリックします。 

2. [通知領域]タブをクリックします。 

3. システムアイコンの下で、[電源]チェックボックスのチェックを外して[バッテリメータ ー] ア 
イコンを非表示にするか、[電源]チェックボックスにチェックを入れて[バッテリメータ ー] ア 
イコンを表示します。 

4. [OK] をクリックします。 
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電源プランの使用 

電源プランはコンピューターの電源の使巧ちまを管理するためのシステム設定の集合です。電源プラ 
ンじよって、電力を節約し、パフォーマンスを最大限に向上させることができます。 

電源プランの設をを変更したり、独自の電源プランを作成したりできます。 

現在の電源プランのま示 

▲ タスクバーの右端の通知領域にある[バッテリメーター ] アイコンの上にポインターを移動しま 
す。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとメンテナンス]一[電源オプション]の順に選 
択しまず。 

異なる電源プランの選択 

▲ 通知領域にある[バッテリメータ ー] アイコンをクリックし、一覧から電源プランを選択します。 
または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとメンテナンス]一[電源オプション]の順に選 
択し、一覧から電源プランを選がします。 

電源プランのカスタマイズ 

1. 通知領域にある[バッテリメータ ー] アイコンー[その他の電源オプション]の順にクリックしま 
す。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとメンテナンス]一[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. 必要に応じて設定を変更します。 

4. その他の設定を変更するには、[詳細な電源設定の変更]をクリックし、変更を行います。 

復帰時のパスワード保護の設定 

スリープまたはハイバネーションが終了したときにパスワードの入力をホめるようにコンピューター 
を設定するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとメンテナンス]一[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 左側のパネルで、[復帰の際パスワードを必要とする]をクリックします。 

3. [現在使巧できない設定の変更]をクリックします。 

4. [パスワードを必要とする（推奨） ] をクリックします。 
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歐 を記： ューザーアカウントを作成するか、現在のューザーアカウントを変更する場合は、 
[ユーザーアカウントパスワードの作成またはを動をクリックしてから、画面に表示される説 
明に沿って操作します。これらの必要がない場合は、手順 5 に進みます。 

5. [変更の保存]をクリックします。 

[HP Power Assistant ] の使用 

[HP Power Assis ね nt ] を使巧すると、お使いのノートブックコンピューターの電力消費やバッテリ巧 
電を最適化するようにシステム設ミを構成できます。 [HP Power Assis ね nt ] では、情報に基づいて電 
源管理に関するホ定を行うために役立つツールおよび情報が提供されます。 

• 仮想的なシステム設定による電カミ肖費の予測 

• あらかじめ定義されている電源プロファイル 

• 時間の経過とともに、電力消費の傾向を示した使用状況の詳細情報およびグラフ 

[HP Power Assistant ] の起動 

Windows を実行しているときに [HP Power Assis ね nt ] を起動するには、な下の操作を行います。 
[スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP Power Assistan りの順に選がします。 

または 

fn + f 3 を押します。 

または 

タスクバーの右端の通知領域にある [HP Power Assistan ロアイコンをクリックします。 

[HP Power Assistant ] が開き、な下のタブが表示されます。 

• [設定]:最初のページを表示します。バッテリ残量と消費電力の情報が表示されます。 

. [オプション]:デバイスを設定できます。 

• [使用の詳細情報]:コンピューターの使用に関する情報を入力できます。 

• [グラフ]:消費電力のグラフを表示します。 

• [バージョン情報]: [HP Power Assis ね nt ] のヘルプおよびバージョン情報を表示します。 

[HP Power Assistan 口の使用、設ま、および管理方まについて詳しくは、 [HP Power Assistant ] ソフ 
トウエアのヘルプを参照してくださし、。 
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外部電源の使用 

外部電源は、な下のどちらかのコンピューターを通じて供給されます。 

A 誓吾!~ を全に関する問題の発生を防ぐため、コンピューターを使用する場合は、コンピューターに 

付属している AC アダプター、 HP が提供する交換用 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
る AC アダプターを使用してください。 

• 認定された AC アダプター 

• 別売のドッキングデバイスまたは別売の化張製品 

レ: i 下のどれかのを件にあてはまる場合はコンピューターを外部電源に接結してください。 

A 警告！ 航空機内でコンピューターのバッテリを巧電しないでください。 

• バッテリち電するか、バッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウェアをインストールまたは変更する場合 

• CD または DVD に情報を書き込む場合 

コンピューターを外部電源に接続すると、な下のようになります。 

• バッテリの充電が開始されます。 

• コンピューターの電源が入ると、通知領域にある[バッテリメータ ー] アイコンの表示が変わりま 
す。 

外部電源の接結を外すと、な下のようになります。 

• コンピューターの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。ディスプレイの輝度を上げる 
には、 fn + f 8 ホットキーを押すか、 AC アダプターを接続しなおします。 

AC アダプターの接続 

A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、必ずな下のを意事項を巧ってください。 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コンセントに差し込んでください。 

コンピューターへの外部電源の供給を完全に遮断するには、電源を切った後、電源コードをコンピュー 
夕一 からではなく コンセントから巧いてください。 

安全に使巧するため、必ず電源コードのアース端子を使用して接地してください。2ピンのアダプター 
を接続するなどして電源コー ドのアース端子を無効にしないで〈ださい。アース端子は重要な安全上 
の機能です。 

外部電源にコンピューターを接結するには、な下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコンピューターの電源コネクタに差し込みます（1)。 

2. 電源コードを AC アダプターに差し込みます（2)。 
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3. 電源コードのもう一方の端を電源コンセントに差し込みます（3)。 



バッテリ電源の使用 

巧電巧みのバッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、コンピューターはバッテリ電源 
で動作します。外部電源に接続されている場合、コンピューターは外部電源で動作します。 

充電巧みのバッテリを装着したコンピューターが AC ァダプターから電力が供給される外部電源で動 
作している場合、 AC アダプターを取り外すと、電源がバッテリ電源に切り替わります。 


載 を記. 外部電源の接続を外すと、バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がりま 
す。ディスプレイの輝度を上げるには、 fn + f 8 ホットキーを使用するか、 AC アダプターを巧接続し 
ます。 


作業環境に応じて、バッテリを コン ピユーターに装着しておくことも、 ケース に保管することも可能 
です。 コン ピユーターを外部電源に接続している間、常にバッテリを装着しておけば、バッテリは巧 
電されていて、停電した場合でも作業データを守ることができます。ただし、バッテリを コン ピユー 
夕一に装着したままにしておくと、 コン ピューターを外部電源に接続していない場合は、 コン ピユー 
夕一がオフの時でもバッテリ はお々に放電していきます。 


A 警告！ ま全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使巧する場合は、コンピューターにイ寸属し 
ているバッテリ、 HP が提供する交換用バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを使用 
してくださし、。 


コン ピューターのバッテリの寿命は、電源管理の設定、 コン ピューターで動作しているプログラム、 
画面の輝度、 コン ピューターに接結されている外付けデバイス、およびその他の要素によって異なり 
ます。バッテリは消お品です。 

[ヘルプとサポート]でのバッテリ情報の確認 

[ヘルプとサポート]では、バッテリに関するな下のツールと情報が提供されます。 

• バッテリの性能をテストするための [ HP バッテリチェック]ツール 

• バッテリの寿命を延ばすための、バッテリゲージの調整、電源管理、および適切な取り扱いと 
保管に関する情報 

• バッテリの種類、仕様、ライフサイクル、および容量に関する情報 
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[バッテリ情報]にアクセスするには、レ^下の操作を行います。 


▲ [スタート]一[ヘルプとサポート]一瞄細一[電源プラン：よく寄せられる質問]の順に選 
択します。 


野を 記： タスクバーのち端の通な領域にある[バッテリメータ ー] アイコンをクリックして、バッテリ 
情報を確認することもできます。 


バッテリ充電残量の表示 

タスクバーの右端の通知領域にある[バッテリメーター ] アイコンの上にポインターを移動します。 

バッテリの着脱 


A を意： 電源にバッテリのみを使巧している状態でバッテリを取り外すと、情報が失われる可能性が 
あります。バッテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、作業中のデータを保存してからあら 
かじめハイバネーシヨンを開始するか、オペレーティングシステムの通常の手順でコンピューター 
をシャツトダウンしておいてください。 


バッテリを装着するには、な下の操作を行います。 

1. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、を定した平らな場所に置きま 
す。 

2. バッテリをバッテリベイにスライドさせてり）、バッテリリリースラッチ （2) がカチッと音 
がするまで巧し込みます。 

3. バッテリの固をラッチをち側にスライドさせて（3)、バッテリを所定の位置に固定します。 
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バッテリを取り外すには、な下の操作を行います。 


1. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、をました平らな場所に置きま 
す。 

2. バッテリの固をラッチを内側にスライドさせます。次に、左側のバッテリリリースラッチを内 
側にスライドさせて （1) バッテリの固まを解除します。 

歐 罰打ー バッテリの固定ラッチは、ホ色のマークで見分けられます。 ； 

3. バッテリをスライドさせてバッテリベイから取り出します（2)。 



バッテリの充電 


A 警告！ 航空機内でコンピューターのバッテリを充電しないでください。 _ 

バッテリは、コンピューターが外部電源 （AC アダプター経由）、別売の電源アダプター、別売の拡張 
製品、または別売のドッキングデバイスに接続している間、常に充電されます。 

バッテリは、コンピューターの電源が入つているかどうかにかかわらず巧電されますが、電源を切つ 
たときのちが早く充電が完了します。 

バッテリが新しいか2過間な上使巧されていない場合、またはバッテリの温度が室温よりも高すぎた 
りイ圧すぎたりする場合、充電に時間がかかることがあります。 

バッテリの寿命を延ばし、バッテリ残量が正確に表示されるようじするには、な下の点に;ま意してく 
ださい。 

• 新しいバッテリを充電する場合は、コンピューターの電源を入れる前にバッテリを完全に充電し 
てくださし、。 

• バッテリランプが消灯するまでバッテリを巧電してください。 


寶 を記： コンピューターの電源が入っている状態でバッテリを充電すると、バッテリが完全に巧 
電される前に通知領域のバッテリメーターに100%と表示される場合があります。 
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• 通常の使用で完全巧電時の 5 パーセント未満になるまでバッテリを放電してから充電してくださ 
い。 

• 1か月な上巧用していないバッテリは、巧電ではな〈バッテリゲージの調整を行います。 

バッテリランプにな下のように充電状態が表示されます。 

• 点な：バッテリが充電中です。 

• 点滅：バッテリが口ーバッテリ状態か完全な口ーバッテリ状態になっており、充電されていませ 
ん。 

• 消な：バッテリパックの充電が完了しているか、バッテリパックを使巧中か、バッテリパッ 
クが装着されていない状態です。 

ロー バッテリ状態への対処 

ここでは、出荷時に設定されている警告メッセージおよびシステム応答について説明します。口一 

バッ テリ 状態の警告と システム応答の設定は、 Windows の [コントロールパネル] の[電源 オプション] 

([スタート]一[コントロールパネル]一[システムとメンテナンス]一[電源オプション])で変更でき 

ます。[電源オプション]を使巧した設定は、ランプの状態には影響しません。 

ロー バッテリ状態の確認 

コン ピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにバッテリが口ーバッテリ状態にな 

ると、バッテリランプが点滅します。 

口ーバッテリ状態を解みしないと完全な口ーバッテリ状態に入り、バッテリランプがすばやく点 

滅します。 

完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピューターではな下の処理が行われます。 

• ハイバネーションが有劾で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、ハイ 
バネーションが開始します。 

• ハイバ ネーシ ョンが 無劾で、 コン ピューターの電源が入っているか ス リープ状態のときは、短い 
時間スリープ状態になってから、システムが終了します。このとき、保存されていない情報は失 
われます。 

ロー バッテリ状態の解決 


A ミ主意： 情報の損失を防ぐため、コンピューターが完全な口ーバツテリ状態になり、ハイバネーシヨ 
ンが開始した場合は、電源ランプが消灯するまで電源を入れないで〈ださい。 


外部電源を使用できる場合のロー バッテリ状態の解決 

▲ な下のコンピューターのどれかを接続します。 

• AC アダプター 

• 別売の f 店張製品または別売のドッキングデバイス 

• 別売の電源アダプター 
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充電巧みのバッテリを使用できる場合のロー バッテリ状態の解み 


1. コンピューターの電源を切るか、ハイバネーシヨンを開始します。 

2. 放電したバツテリを取り外し、充電済みのバツテリを装着します。 

3. コン ピューターの電源を入れます。 

電源を使巧できない場合のローバツテリ状態の解決 
▲ ハイバネーシヨンを開始します。 

または 

作業中のデータを保巧して コン ピューターをシャツトダウンします。 

ハイ バ ネー シヨンを終了できない場合の ロー バツテリ状態の解;央 

ハイ バネーシヨンを終了するための十分な電力が コン ピューターに残っていない場合は、な下の操作 
を行います。 

1. 充電巧みのバツテリを装着するか、コンピューターを外部電源に接続します。 

2. 電源ボタンを短く押して、ハイバネーシヨンを終了します。 

バツテリゲージの 調整 

バツテリゲージの調整は、な下の場合に必要です。 

• バツテリ充電情報の表示が不正確な場合 

• バツテリの通常の動作時間が極端に変化した場合 

バツテリを頻繁に使巧している場合でも、1か巧に2回な上バツテリゲージを調整する必要はありま 
せん。また、新しいバツテリを初めて使用する前にバツテリゲージを調整する必要はありません。 

手順1:バツテリを完全に充電する 

A 警告！ 航空機内でコンピューターのバツテリを充電しないでください。 

載を 記； バツテリは、コンピューターの電源が入っているかどうかにかかわらず巧電されますが、電 
源を切ったときのちが早く巧電が完了します。 

バツテリを完全に充電するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターにバツテリを装着します。 

2. コンピューターを AC アダプター、別売の電源アダプター、別売の f 店張製品、または別売のドツ 
キングデバイスに接続し、そのアダプターまたはデバイスを外部電源に接続します。 

コンピューターのバツテリランプが点灯します。 

3. バツテリが完全に巧電されるまで、コンピューターを外部電源に接続しておきます。 

充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが消灯します。 
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手順 2 :ハイバネーションとスリープを無効にする 

1. 通知領域にある[バッテリメータ ー] アイコンー[その他の電源オプション]の順にクリックしま 
す。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとメンテナンス]一[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 現在の電源プランのもとで、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. バッテリゲージの調整後に設まを元に戻せるように、[バッテリ駆動]列の[ディスプレイの電源 
を切る]および[コンピューターをスリープが態にする]の設定を記録しておきます。 

4. [ディスプレイの電源を切る]および [コン ピューターをスリープ状態にする]の設定を[しない]に 
変更します。 

5. [詳細な電源設定の変更]をクリックします。 

6. [スリープ]の横のプラス記号 （+ ) 一[次の時間が経過後休止状態にする]の横のプラス記号の順 
にクリックします。 

7. バッテリゲージの調整後に設定を元に戻せるように、[次の時間が経過後休止状態にする]の下 
の[バッテリ駆動]の設定を記録しておきます。 

8. [バッテリ駆動]の設定を悦し]に変更します。 

9. [0 K ] をクリックします。 

10. [変更の保巧]をクリックします。 

手順3 :バッテリを放電する 

バッテリの放電中は、コンピューターの電源を入れたままにしておく必要があります。バッテリは、 
コンピューターを使巧しているかどうかにかかわらず放電できますが、使用している方が早く放電が 
完了します。 

• 放電中にコンピューターを放置しておく場合は、放電を始める前に作業中のファイルを保巧して 
ください。 

• 放電中にコンピューターを使巧する予定で、省電力設定を利用している場合、放電処理中はシス 
テムの動作がな下のようになります。 


。 モニターが 自動的にオフになりません。 

。 コンピューターがアイドル状態のときでも、ハードドライブの速度が自動的にほ下しませ 

ん。 


。 システムによるハイバネーシヨンは開始されません。 

バッテリを放電するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを外部電源から切断します。ただし、コンピューターの電源は切らないでくださ 
い。 

2. バッテリが放電するまで、バッテリ電源で コン ピューターを動作させます。バッテリの放電が進 
んで 口ーバッテリ状態になると、バッテリランプが点滅し始めます。バッテリが放電すると、 
バッテリランプが消なして、 コン ピューターの電源が切れます。 
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手順 4: バッテリを完全に巧充電する 

バッテリを再ち電するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを外部電源に接続して、バッテリが完全に巧充電されるまで接続したままにしま 
す。再充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプがミ肖灯します。 

バッテリの再巧電中でもコンピューターは巧巧できますが、電源を切っておく方が巧電が早く完 
了します。 

2. コンピューターの電源を切っていた場合は、バッテリが完全に充電されてバッテリランプが消 
灯した後で、コンピューターの電源を入れます。 

手順5 :ハイバネーションとスリープを巧び有効にする 

A 注意:~ バッテリゲージの調整後にハイバネーションを有効にしないと、コンピューターが完全な 

口ーバッテリ状態になった場合、バッテリが完全に放電して情報が失われるおそれがあります。 

1. 通知領域にある[バッテリメータ ー] アイコンー[その他の電源オプション]の順にクリックしま 

す。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとメンテナンス]一[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 現在の電源プランのもとで、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. [バッテリ駆動]列の項目を、記録しておいた設定に戻します。 

または 

[このプランの初期設定を復元する]をクリックして、画面の説明に沿って操作します。 
m を!打一 初期設定に戻す場合は、手順4〜8を省略してください。 

4. [詳細な電源設定の変更]をクリックします。 

5. [スリープ]の横のプラス記号 （+ ) 一[次の時間が提過後休止状態にする]の横のプラス記号の順 
にクリックします。 

6. [バッテリ駆訓列を、記録しておいた設定に戻します。 

7. [0K] をクリックします。 

8. [変更の保存]をクリックします。 

バッテリの節電 

• Windows の[コントロールパネル]の [電源 オプション] で、イ圧港'費電力設定を選択します。 

• ネットヮークに接続する必要がないときは無線接続と口ーカルエリアネットワーク （LAN) 接 
結をオフにして、モデムを使用するアプリケーションを巧巧後すぐに終了します。 

• 外部電源に接続されていない外付けデバイスのうち、使巧していないものをコンピューターから 
取り外します。 

• 使巧していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り出します。 
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• 必要に応じて画面の輝度を調節するには 、 fn + 口 および fn + f 8 ホットキーを使巧します。 

• しばらく作業を行わないときは、スリープまたはハイ/くネーシヨンを開始するか、コンピユー 
夕 一の電源を切 ります。 

バッテリの保管 

A を意： 故障の原因となりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放置しないでください。 

2週間な上コンピユーターを使巧せず外部電源から切り離しておく場合、バッテリはコンピユーター 
から取り出して保管してください。 

保管中のバッテリの放電を抑えるには、バッテリを気温や湿度のほい場所に保管してください。 

腎 を雨 n 保管中のバッテリは6か月ごとに点検する必要があります。容量が50%未満になっている場 

合は、再巧電してから保管してください。 

1か月な上保管したバッテリを巧巧するときは、最ネ刀にバッテリゲージの調整を行ってください。 

使用済みバッテリの処理 

A 警告!~ 化学薬品による义傷や発义のおそれがありますので、分解したり、壊したり、巧をあけたり 

しないでください。また、接点をシヨートさせたり、义や水の中に捨てたりしないでください。 

バッテリの処理については、『規を、ま全、および環境に関するごを意』を参照してください。バッ 
テリは消耗品です。 

AC アダプターのテスト 

コンピユーターにな下の状況のどれかが見られる場合は、 AC アダプターをテストします。 

• コンピユーターを AC アダプターと 外部電源に接結したときに、 コンピユーターの 電源が入らな 
い。 

• コン ピユーターを AC アダプターと外部電源にち続したときに、ディスプレイの電源が入らな 
い。 

• コン ピユーターを AC アダプターと外部電源に接続したときに、電源 ラン プが点灯しない。 

AC アダプターをテストするには、な下の操作を行います。 

1. コンピユーターからバッテリを取り外します。 

2. AC アダプターをコンピユーターと 電源 コンセン トに接続します。 

3. コン ピユーターの電源を入れます。 

• 電源ランプが点'灯した場合は、 AC アダプターは正常に動作しています。 

• 電源ランプが消灯したままになっている場合は、 AC アダプターが動作していないため交換 
する必要があります。 

交換用 AC アダプターを入手する方法については、サポート窓口にお問い合わせください。アク 
セスするには、[スタート]一[ヘルプとサポート]一[サポート情報の入手]の順に選巧します。 
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コンピューターのシャットダウン 

A を意： コンピューターをシャットダウンすると、保巧されていない情報は失われます。 _ 

[シャッ トダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを終了 
し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

な下の場合は、 コン ピューターをシャットダウンします。 

• バッテリを交換したりコンピューター内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• USB コネクタに接結しない外付けハードウ； L ァデバイスをち続する場合 

• コンピューターを長期間使用せず、外部電源から切断する場合 

電源ボタンでコンピューターを シャッ トダウンする こと もできますが、 Windows の [シャッ トダウン] 
コマンドを使巧した手順をおすすめします。 

コンピューターをシャットダウンするには、な下の操作を行います。 

鞍 注記 . ~ コン ピューターがスリープまたは ハイ バネーシ ヨン 状態の場合は、シャットダウンをする前 

にスリープまたはハイ/くネーシヨンを終了させる必要があります。 

1. 作業中のデータを保巧して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [スタート]をクリックし、ロックボタンの横にある失印をクリックします。 

3. [シャットダウン]をクリックします。 

コンピューターが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使巧できない場合は、記載されてい 
る順にな下の緊急手順を試みてください。 

• Ctrl + alt + delete キーを押してから、電源ボタンを押します。 

• 電源ボタンを5砂程度巧し続けます。 

• コンピューターを外部電源から切断し、バッテリを取り外します。 
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6 ドライブ 


取り付けられているドライブの確認 

お使いのコンピューターには、（回転式ディスクを搭載した）ハードドライブまたはソリツドステー 
卜 メモリを搭載した SSD (Solid State Drive ) が搭載されています。 SSD は、駆動部品を持たない 
ため、ハードドライブほど熱を発生しません。コンピューターに取り付けられているドライブを表示 
するには、に夕ート]一[コンピューター ] の順に選巧します。 


鞍を 記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合があります。詳しく 
は、[ヘルプとサポーりを参照してください。 


ドライブの取り扱い 

ドライブは壊れやすいコンピューター部品ですので、取り巧いじは;'主意が必要です。ドライブの取り 
扱いについては、レ: i 下のを意事項を参照してください。必要に応じて、追加のま意事項および関連手 
順を示します。 
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A を意： コンピューターやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、な下の点に注意してくだ 
さい。 

外付けハードドライブに接続したコンピューターをある場所から別の場所へ移動させるような場合 
は、事前にスリープを開始して画面表示が港‘えるまで待つか、外付けハードドライブを適切に取り外 
してくださし、。 

ドライブを取りおう前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピューターのコネクタピンに触れないで〈ださい。 

ドライブは慎重に取り巧い、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、コンピューターの電源を切ります。コンピューターの電源が切れている 
のか、スリープ状態か、またはハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まずコンピューター 
の電源を入れ、次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

別売の外付けオプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボード 
から入力したり、コンピューターを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受け 
やすい動作です。 

バッテリのみを電源として使巧している場合は、メディアに書き込む前にバッテリが十分に充電され 
ていることを確認して〈ださい。 

高温またはを湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブに洗剤などの液体をまらさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドラ 
イブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発ミ包ビニールシートなどの緩衝材で適切に捆包し、捆包箱の表面に 
「コワレモノー取り扱いを意」と明記してください。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなど 
のセキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を巧巧してチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん。 
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ハードドライブパフナーマンスの向上 


[ディスクデフラグ]の使用 

コンピューターを巧用しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。[ディス 
クデフラグ]を行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフォルダーを集めてより効率よく 
作業を実行できるようになります。 

いったん[ディスクデフラグ]を開始すれば、動作中に操作する必要はありません。ハードドライブの 
サイズと断片化したファイルの数によっては、完了まで1時間な上かかることがあります。そのた 
め、夜間やコンピューターにアクセスする必要のない時間帯に実行することをおすすめします。 

少なくとも1か月に1度、ハードドライブのデフラグを行うことをおすすめします。[ディスクデフ 
ラグ]は1か月に1度実行するように設定できますが、手動でいつでもコンピューターのデフラグを実 
行できます。 

[ディスクデフラグ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラグ] 

の順に選巧します。 

2. [今すぐ最適化]をクリックします。 


教を 記. Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。詳しくは、 f ヘルプとサポ ー N を参照して〈ださし、。 


詳しくは、[ディスクデフラグ]ツールソフトウェアのヘルプを参照してください。 

[ディスククリーンアップ]の使用 

[ディスククリーン アップ] を行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファ 
イルがを全に削除されてデイスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになりま 
す。 


[ディスククリーンアップ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーン 
アップ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


ハー ドドライブパフ ナー マンスの向上 73 




[HP 3 D DriveGuard ] の使用 

[HP 3 D DriveGuard ] は、な下のどちらかの場合にドライブおよび入出力要求を停止することによっ 
て、ハードドライブを保護します。 

• バッテリ電源で動作しているときに コン ピューターを落下させた場合 

• バッテリ電源で動作しているときにディスプレイを閉じたが態でコンピューターを移動した場合 

これらの動作の実行後は [HP 3 D DriveGuard ] によって、短時間でハードドライブが通常の動作に戻り 
ます。 


敦 を記； SSD (Solid State Drive ) には駆動部品がないため、 [HP 3 D DriveGuard ] による保護は必要 
ありません。 

を記. オプションのドッキングデバイス内に装着されているハードドライブや USB コネクタで接 
続されているハードドライブは、 [HP 3 D DriveGuard ] では保護されません。 


詳しくは、 [HP 3 D DriveGuard ] ソフトウェアのヘルプを参照してください。 

[HP 3 D DriveGuard ] の状態の確認 

コンピューターのドライブランプがオレンジ色に変化して、ドライブが停止していることを示しま 
す。ドライブが現在保護されているか、または停止しているかを確認するには、[スタート]一[コン 
トロールパネル]一[ハードウェアとサウンド]一 [ Windows モビリテイセンター]の順に選択しま 
す。 

• ソフトウェアが有効の場合、緑色のチェックマークがハードドライブアイコンに重なって表示 
されます。 

• ソフトウ X アが無効の場合、ホの X 印がハードドライブアイコンに重なって表示されます。 

• ドライブが停止している場合、ま色の月型マークがハードドライブアイコンに重なって表示さ 
れます。 


鞍を 記： [Windows モビリティセンター]のアイコンは、ドライブの最新の状態を示していない場合が 
あります。状態が変更されたらすぐに表示に反映されるようにするには、通知領域のアイコンを有効 
にする必要があります。 


通知領域のアイコンを有効にするには、な下の操作を行います。 

1. [スターり 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウ エアと サウンド] 一 [HP 3 D DriveGuard ] の順 

に選巧します。 

2. [システムトレイ上のアイコン]行の横の[表示]をクリックします。 

3. [ OK ] をクリックします。 

[HP 3 D DriveGuard ] によってドライブを停止された場合、コンピューターはな下のような状態になり 
ます。 

• シャットダウンができない 

• な下の;'主記に示す場合を除いて、スリープまたはハイバネーシヨンを開始できない 


載 を記： [HP 3 D DriveGuard ] によってドライブが停止された場合でも、コンピューターがバッ 
テリ電源で動作しているときに完全な口ーバッテリ状態になると、ハイ/《ネーシヨンを開始で 
きるようになります。 
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コンピユーターを移動する前に、完全にシャットタウンずるか、スリーブまたはハイバネーシヨンを 
開始します。 

[HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアの使用 

[HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアを使用することで、な下の設定を変更できます。 

• [HP 3 D DriveGuard ] を有効/無効にする。 

鞍 を記:~~ [HP 3 D DriveGuard ] の有効または無効への切り替えが許可されるかどうかは、ユーザー 

の権限によって異なります。 Administrator グループのメンバーは Administrator な外のユーザー 
の権限を変更できます。 

• システムのドライブがサポートされているかどうかを確認する。 

ソフトウ X アを開いて設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. [Windows モビリティセンター]でハードドライブアイコンをクリックして、 [HP 3 D 
DriveGuard ] ウィンドウを開きます。 

または 

[スターり 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウエアとサウンド] 一 [HP 3 D DriveGuard ] の順 

に選択します。 

鞍 を吾^一 f ユーザーアカウント制御 I のウィンドウが表示されたら、 [はし、] をクリックします。 

2. 適切なボタンをクリックして設定を変更します。 

3. [ OK ] をクリックします。 
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ハードドライブの交換 

A を意:~ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

内蔵コンポーネントベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンし 
てください。コンピューターの電源が入つているときや、スリープまたはハイ/ くネーシヨン状態のと 
きには、ハードドライブを取り外さないで〈ださし、。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを短く巧してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順で 
シャットダウンします。 

ハードドライブを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けハードウエアデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源 コー ドを巧き、コン ピューターの 電源コネクタから AC アダプターを 取 
り外します。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安ました平らな場所に置きま 
す。 

6. バッテリを取り外します。 

7 . 保守巧アクセスカバーのラッチをそれぞれ内側にスライドさせます（1)。保守用アクセスカ 
バーをバッテリベイの方向にスライドさせます。次に、保守用アクセスカバーの前端を持ち上 
げて、カバーを取り外します（2)。 



8. ハードドライブコネクタケーブル （1) を取り外します。 

9. ハードドライブの3つのネジ （2) を取り外します。 
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10. ハードドライブタブを持って、ハードドライブを内蔵コンポーネントベイから取り出します 
口）。 


ハードドライブを取り付けるには、な下の操作を行います。 

1. ハードドライブタブを持って、ハードドライブを内蔵コンポーネントベイに巧入します（1)。 

2. ハードドライブの3つのネジ （2) を締めます。 

3. ハードドライブコネクタケーブルを接続します（3)。 


ハードドライブの交換 77 








4. 保守用アクセスカバーのタブを内蔵コンポーネントベイのくぼみに合わせ（1)、カバーを取り 
付けなおします。 

5. リリースラッチ （3) がカチッと音がするまでカバーを押し下げます（2)。 

6. 固定ラッチをち側にスライドさせて（4)、カバーを所定の位置に固定します。 

野 を記: 固をラッチは、ホ色のマークで見分けられます。 


ザこ 



7. バッテリを取り付けなおします。 

8. コンピューターの表を上にします。 
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7 外付けデバイス 


USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

USB (Universal Serial Bus) は、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリンター、スキヤナー、 
ハブなどの別売の外付けデバイスを接続するためのハードウェアーです。 

USB デバイスには、追加サポートソフトウ X アを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属の操作説明書を参 
照してください。これらの説明書は、ソフトウェアに含まれているか、ディスクに収録されている 
か、またはソフトウてアの製造元の Web サイトから入手できます。 

お巧いのコンピユーターには 3 つの USB コネクタがあり、 USB 1.0、 USB 1.1 、 および USB 2.0 の 
各デバイスに対応しています。別売のドッキングデバイスまたは USB ハブを追加して、コンピユー 
夕一に追加の USB コネクタを装備することもできます。 

コンピユーターのち側面にある USB コネクタの 1 つは、電源供給機能付きです。このコネクタは、 
別売の外付けマルチベイや別売の外かけオプティカルドライブなどの USB デバイスに電源を供給で 
きます。 

USB デバイスの接続 


A を意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスの接続時に必要な上の力を加えないでくだ 
さし、。 


▲ USB デバイスを コン ピユーターに接結するには、デバイスの USB ケーブルを USB ポートに接 
続します。 



デバイスが検出されると音が鳴ります。 
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鞍 を記； ネ刀めて USB デバイスを接続した場合は、デバイスがコンピューターによって認識されたこ 
とを示すメッセージが通知領域に表示されます。 


USB デバイスの停止および取りかし 

A を意:_ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐために、 USB デバイスを取り外す前にデバイスを停 

止します。 

を意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張らない 
でください。 

USB デバイスを停止して取り出すには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーのち端の通な領域にある[ハードウエアを安全に取 y 外してメディアを取 y 出す]アイ 
コンをダブルクリックします。 

歐 を記: [ハードウエアのを全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域にある[隠れてい 
るインジケーターを表示します]アイコン（レ」またはレ<」）をクリックします。 

2. -覧からデバイス名をクリックします。 

m を記: 一覧に USB デバイスが表示されない場合、 USB デバイスを取り外す前に停止する必要 
はありません。 

3. [停止] 一 [0 K ] の順にクリックします。 

4. デバイスを取り外します。 

USB レ ガシーサポー トの使用 

USB レガシーサポート（初期設定で有劾に設定されています）を使用すると、な下のことができま 
す。 


• コン ピューターの起動時、または MS - DOS ® ベースのプログラムやユーティリティでの、 コン 
ピューターの USB コネクタに接続された USB キーボード、マウス、またはハブの使巧 

別売の外付けマルチベイまたは別売の USB 起動可能デバイスからの起動または巧起動 

USB レガシー サポートは出荷時の設定で有効になっています。 USB レガシー サポートを無効また 
は有効にするには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動またはち起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押して、 [Computer Setup ] を起動します。 

2. flO キーを押して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. [System Configuration (システムコンフィ ギュ レーシヨン） 一 Device Configurations (デ 

バイス構成） ] の順に選択してから、 enter キーを巧します。 

4. 矢印キーを使巧して、 [USB legacy support ] (USB レガシーサポート機能）を [ Enable ] (有 
効）または [ Disable ] (無効）に設をし、 f 10 キーを押します。 

5. 設定を保巧してに omputer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 
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矢印年一を使用して [ File ] (ファイル）一 [Save changes and ex け](設定を保巧して終了）の 
順に選がしてから、画面の説明に沿つて操作します。 

選択または設定した内容は、コンピューターの再起動時に有効になります。 
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eSATA デバイスの使用 


敷 を記； _ eSATA コネクタは、別売の USB デバイスもサポートしています。 _ 

eSATA コネクタを使用して、 eSATA 外部ハードドライブなどの別売の外付けデバイスを、高性能な 
eSATA コンポーネントに接続します。 

eSATA デバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイス 
に付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属している操作説 
明書を参照してください。 

eSATA デバイスの接続 


A を意： eSATA コネクタの損傷を防ぐため、 eSATA デバイスを接続するときは無理な力を加えない 
でください。 


▲ eSATA デバイスをコンピューターに接続するには、デバイスの USB ケーブルを eSATA コネク 
夕にち続します。 


eSATA 一占 ^ 



デバイスが検出されると音が鳴ります。 
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eSATA デバイスの取り外し 


A を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行って eSATA デバイスをま全 
に取り外します。 

を意： eSATA コネクタの損傷を防ぐため、 eSATA デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張ら 
ないでください。 


eSATA デバイスを取り外すには、な下の操作を行います。 

1 . タスク/ く一の右端の通知領域にある[ハードウエアをを全に取り外してメディアを取り出す]アイ 
コンをクリックします。 

教 ま記 . _ タスクバーに[ハードウエアをま全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表示す 

るには、[隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）をク 
リックします。 

2. -覧からデバイス名をクリックします。 

歐 を記 . ー デバイスをを全に取り外すことができるというメッセージが表示されます。 

3. デバイスを取り外します。 
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別売の外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使用すると、情報を保巧したり、情報にアクセスしたりできる場 
巧が拡大されます。 USB ドライブを追加するには、コンピューターの USB コネクタに接続します。 

敷 を記 . HP の外付け USB オプティカルドライブは、電源供給機能イ寸き USB コネクタにち続する必 
要があります。 

USB ドライブには、な下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプターが装備されているハードドライブ） 

• 外付けオプティカルドライブ 
- マルチベイデバイス 

敷 を記:_ 必要なソフトウエアやドライバー、および使用するコンピューターのコネクタの種類につい 

て詳しくは、デバイスに付属している説明書を参照して〈ださい。 

外付けドライブをコンピューターに接続するには、な下の操作を行います。 

A 注意: 装置が損傷することを防ぐため、別電源が必要なドライブをち続するときは、ドライブの電 
源が切れていて、外部電源コードがコンピューターに接結されていないことを確認してください。 

1. ドライブを コン ピューターに接続します。 

2. 別電源が必要なドライブを接続した場合は、ドライブの電源コードを、接地した外部電源のコン 
セントに差し込みます。 

3. ドライブの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けドライブを取り外すときは、ドライブの電源を切り、コンピューターから 
取り外します。別電源が必要な外付けドライブを取り外すときは、ドライブの電源を切り、コンピュー 
夕一から ドライブを取り外した後、ドライブの外部電源コードを抜きます。 

別電源が必要なドライブでも、電源供給機能付き USB コネクタにち続する場合は電源コードが不要 
です。 

別売の外付けオプティカルドライブの使用 

外付けオプティカルドライブをコンピューターの USB コネクタに接結して、オプティカルディス 
ク （CD および DVD) を使用できます。 

ディスクの 再生中に スリー プまたは ハイ/《ネーシヨンを 開始した場合、な 下の ことが発生します。 

• 再生が中断する場合があります。 

• 続行するかどうかを確認する警告メッセージが表示される場合があります。このメッセージが表 
示されたら、[いいえ]をクリックします。 

• CD または DVD を再起動し、才ーデイオまたはビデオの再生を再開しなければならない場合が 
あります。 
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オプティカルディスク （ CD または DVD ) の挿入 

1. コン ピューターの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を巧して、ディスクトレイカ 《 少し巧し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

野 を南 T — ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクを;'主意深く傾けて回転軸の上に置 

いてください。 

5. 確実に収まるまでディスクをゆっくり押し下げます（3)。 



み 


6. ディスクトレイを閉じます。 

オプティカルディスク （ CD または DVD ) の取り出し 

ディスクトレイが正しく開〈かどうかに応じて、ディスクを取り出す方法は2通りあります。 

ディスクトレイが開〈場合 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 
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2. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは緣を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


を を記： トレイが完全に開かない場合は、ディスクをを意深く傾けて取り出してください。 



か 


3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

ディスクトレイが開かない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し用の巧にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり巧し込み、トレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 


86 第7章 外付けデバイス 





3. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにして〈ださい。 

教 を記: トレイが完全に開かない場合は、ディスクをミ主意深く傾けて取り出してください。 



广 

— 〇 


4. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 


別売の外付けドライブの使用 87 







8 外付けメディアカード 


メディアカードリーダーでの力ードの使用 

別売のメディアカードは、データをを全に格納し、簡単にデータを共有できる力ードです。これら 
の力ードは、他のコンピューターな外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA などでよく使巧 
されます。 

メディアカードリーダーは、な下のフナーマットに対応しています。 

• メモリースティック 

• メモリースティック PRO 

• メモリースティック Duo (アダプターが必要） 

• メモリースティック Duo PRO (アダプターが必要） 

• マルチメディアカード 

• マルチメディアカードプラス 

• SD (Secure Digital) メモリカード 

• SDHC (Secure Digital High Capacity) メモリカード 

• マイクロ SD (Secure Digital) メモリーカード（アダプターが必要） 

• xD ピクチャーカード 

メディアカードの挿入 

A ~ メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードを挿入するときは、無理な 

力を加えないでください。 

1. メディアカードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 
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2. 力ードをメディアカードリーターに巧入し、しっかり収まるまで力ードを押し込みます。 



デバイスが検出されたときに音が鳴り、場合によっては使巧可能なオプションのメニューが表示 
されます。 

メディアカードの停止と取り出し 


A を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、メディアカードを取り出す前に力ードを停 
止してください。 


1. 情報を保巧し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 


鞍を 記. データ転送を停止するには、オペレーティングシステムの[コピー中]ウィンドウで[キヤ 
ンセ J レ]をクリックします。 


2. メディアカードを停止します。 

a. タスクバーのち端の通知領域にあるレ \— ドウエアのま全な取り外し]アイコンをダブルク 
リックします。 

を を記: [ハードウエアのま全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域にある[隠れ 
ているインジケーターを表示します]アイコン（レ」またはレ<」）をクリックします。 

b. —覧からメディアカード名をクリックします。 

C. [停止]一 [OK] の順にクリックします。 

3. メディアカードを取り出すには、力ードを押して固定を解除し（1)、力ードを引いてスロット 
から取り出します（2)。 
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メモリモジュール 


コンピューター裏面の内蔵コンポーネントベイには、2基のメモリモジュールスロットが装備され 
ています。コンピューターのメモリを増設するには、装着されているメモリモジュールを交換する 
か、2つ目のメモリモジュールを追加します。 


A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

A を意： 静電気 （ ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前に、接地され 
た金属面に触るなどして、身体じたまった静電気を放電してください。 


メモリモジュールを追加または交換するには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コンピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源 
ボタンを短く押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常 
の手順でシャットダウンします。 

3. コンピューターにお結されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧き、コンピューターの電源コネクタから AC アダプターを取 
り外します。 

5. コンピューターを裏返してま定した平らな場所に置きます。 

6. バッテリを取り外します。 
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7. 保守用アクセスカバーのラッチをそれぞれ内側にスライドさせます（1)。保守用アクセスカ 
バーをバッテリベイのち向にスライドさせます。次に、保守巧アクセスカバーの前端を持ち上 
げて、カバーを取り外します（2)。 



8. な下の手順に沿って操作し、既存のメモリモジュールを取り外します。 

a. メモリモジュールの両側にある留め具を左ちに引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 

A ;ま意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左ちの 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないで〈ださい。 

b . メモリモジュールの左右の端をつかみ、そのままゆっくりと斜め上に引き巧いて口）取り 
外します。 

取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 
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9. な下の手順に沿って、メモリモジュールを取り付けます。 


a. メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロット （1) を合わせます。 


A を意. メモリモジユールの損傷を防ぐため、メモリモジユールを扱うときは必ず左ちの 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 


b . しっかりと固をされるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに押し込み、所定の 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます（2)。 

C. カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、メモリモジュールの左ちの 
端をゆっくりと押し下げます（3)。 



10. 保守巧アクセスカバーのタブを内蔵コンポーネントベイのくぼみに合わせます（1)。 

11. リリースラッチ （3) がカチッと音がするまで、保守用アクセスカバーを押し下げます口）。 
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12. カバーが固定されるまで固をラッチをち側にスライドさせます（4)。 


歐を 記： 固定ラッチは、赤色のマークで見分けられます。 


9 こ 



13. バッテリを取りかけなおします。 

14. コンピューターの表を上にします。 

15. 外部電源および外付けデバイスを取り付けなおします。 

16. コン ピューターの電源を入れます。 
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10 セキュリティ 


コンピューターの 保護 


鞍を 記. セキュリティロックケーブルに抑止効まはありますが、コンピューターの誤った取り圾い 
や盜難を完全に防ぐものではありません。 

を記. お使いのコンピューターでは、オンラインセキュリティベースの追跡および復元サービス 
である [ CompuTrace ] がサポートされています（一部の地域のみ）。コンピューターが盜まれた場合、 
不正なューザーがインターネットにアクセスすると、 [ CompuTrace ] による追跡が行われます。 
[ CompuTrace ] を使用するには、ソフトウェアを購入し、サービスを録を行う必要があります。 
[ CompuTrace ] ソフトウェアの購入については、 HP の Web サイト http :// www . hpshoppinq . com / (英語 
サイト）にアクセスしてください。 


お使いのコンピューターが備えているセキュリティ機能で、コンピューター自体、個人情報、および 
データをさまざまなリスクから保護できます。使巧する必要があるセキュリティ機能は、コンピュー 
夕一を どのように使巧す るかに よってみまり ます。 

Windows オペレーティングシステムによって、特定のセキュリティ機能が提供されます。な下の表 
に、追加のセキュリティ機能の一覧を示します。これらの機能のほとんどは 、 [Computer Setup ]^- 
テイリテイ（な下 「[Computer Se 山 P ]」 と呼びます）で設定できます。 


セキュリティの対象 

使用するセキュリティ機能 

コン ピューターの不正な使用 

パスワード、スマートカードまたは指紋認証システムと、 

[HP ProtectTools Security Manager] (HP ProtectTools セ 
キュリティマネージヤー）の組み合わせ 

[Computer Setup] び 10 ) への不正アクセス 

[Computer Setup ] の BIOS administrator password* 

ハードドライブのデータ への 不正なアクセス 

[Computer Setup] の DriveLock ( ドライブロック）パスワー 
ド * 

外付けオプティカルドライブ、フロッピーディスクドライ 
ブ、または内蔵ネットワークアダプターからの不正な起動 

[Computer Setup] の [Boot options] ( ブートオプション）機 
能 * 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

HP ProtectTools Security Manager 

データへの不正なアクセス 

• ファイアウオールソフトウェア 


• Windows Update 


♦ Drive Encryption for HP ProtectTools 

[Computer SeUjp 隙定などのシステム識別情報への不正アク 
セス 

[Computer Setup ] の BIOS administrator password* 


94 第10章 


セキュリティ 















セキュリティの対ま 使用するセキュリティ機能 


コンピューターの不正な移動 セキュリティロックケーブル用スロット（別売のセキュリ 

ティロックケーブルとともに使用） 


* に omputer Set 叩]は、プリインス！ -- ルされた ROM ベースのユーティリティで、オペレーティングシステムが動作しな 
い場合や口ードしない場合にも使用できます 。 [Computer Set 叩]で項目間を移動したり項目を選キ尺したりするには、ポイン 
ティングデバイス（タッチパッド、ポインティングスティック、または USB マウス）またはキーボードを使用できます。 


パ スワ ー ドの使用 

ほとんどのセキュリティ機能では、パスワードを使用します。パスワードを設定したら、パスワード 

を書きとめて、コンピューターとは別のま全な場所に保管してください。パスワードについては、レ : i 

下の点にを意してください。 

• セットアップ、および DriveLock (ドライブロック）の各パスワードは [Computer Setup ] で設定 
され、システム BIOS によって管理されます。 

• 内蔵セキュリティパスワードは [HP ProtectTools Security Manager ] (HP ProtectTools セキュ 
リティ マネ— ジャ —） のパスワードであり、 [Computer Setup ] で有効に設ますることで、通常 
の [HP ProtectToo 间の機能に加えて BIOS パスワードによって保護されます。内蔵セキュリ 
ティパスワードは、別売の内蔵セキュリティチップとともに使用されます。 

• Windows パスワードは、 Windows オペレーティングシステムでのみ設をされます。 

• [Computer Setup ] で設定した BIOS administrator password (BIOS 管理き■パスワード）を忘れ 
てしまった場合は、 HP SpareKey を使巧して [Computer Setup ] にアクセスできます。 

• [Computer Setup ] で設ました DriveLock の user password (ユーザーパスワード）および 
DriveLock の master password (マスターパスワード）の両方を忘れてしまうと、これらのパ 
スワードで保護されているハードドライブがロックされたままになり、永久に使巧できなくなり 
ます。 

[Computer Se 山 p ] 機能と Windows のセキュリティ機能の両方で同じパスワードを使巧できます。複 

数の [Computer Se 山 p 雌能で同じパスワードを使用することもできます。 

パスワードを作成したり保巧したりするときは、な下のヒントを参考にしてください。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従う。 

• パスワードを書き留めておき、コンピューターから離れた、他人の目にふれないを全な場所に保 
管する。 

• パスワードをコンピューター上のファイルに保巧しない。 

な下の表で、一般に使巧される Windows パスワードおよび BIOS administrator password を示し、 

それぞれの機能について説明します。 

Windows でのパスワードの設定 


Windows のパスワード 

機能 

管理者パスワード* 

Windows の管理者レベルのアカウントへのアクセスを保護し 
ます 
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Windows のパスワード 機能 


ユーザーパスワード* Windows ユーザーアカウントへのアクセスを保護します 


♦Windows の管理者パスワードまたは Windows のユーザーパスワードの設定については、〔スタート]一[ヘルプとサポー 
卜]の順に選がしてください。 


[Computer Setup ] でのパスワード設定 


[Computer Setup ] のパスワード 機能 


BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード） [Computer Setup ] へのアクセスを保護します 


DriveLock の master password (マスターパスワード） DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 

アクセスを保護します。また、 DriveLock による保護の解除 
に使用します。このパスワードは DriveLock をち効にする操 
作の過程で設定します 


DriveLock の user password (ユーザーパスワード） DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 

アクセスを保護します。 DriveLock をち効にする操作の過程 
で設定します 


BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード） 

[Computer Setup ] の BIOS administrator password は、 [Computer Setup ] 内の各種設定とシステム識 

別情報を保護します。このパスワードを設定した場合は、 [Computer Se 山 p ] にアクセスして変更を行 

うときにパスワードを入力する必要があります。 

BIOS administrator password にはな下のような特徴があります。 

• [Computer Setup ] のセットアップパスワードと Windows の管理者■パスワードには同じ文字列を 
使用できますが、互いに代替できるものではありません。 

• パスワードは、設定、入力、変更または削除する場合に画面に表示されません。 

• パスワードを入力するときは、設定したときと同じキーを使用する必要があります。たとえば、 
フアンクシヨンキーの下にある数字キーを使用して BIOS administrator password を設ました 
場合、その後その数字を内蔵テンキーを巧巧して入力しても同じ文字として認識されません。 

• 32文字な内の半角英数字の組み合わせで、大文字と小文字は区別されません（管理をによって 
別の設定を強制されていない場合）。 

BIOS administrator password (BIOS 管理まパスワード）の管理 

BIOS administrator password は、 [Computer Setup ] で設定、変更、および削除できます。 

[Computer Setup ] でこのパスワードを設定するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメ ッセー ジが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [Security] (セキュリティ）一 [Setup 
BIOS Administrator Password] (BIOS 管理者■パスワードの設定）の順に選択し、 enter キー 
を押します。 
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4. メッセージが表示されたら、パスワードを入力します。 

5. メッセージが表示されたら、確認のために新しいパスワードを再度入力します。 

6. 変更を保巧して [Computer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [File] 一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了）の順に選択 
し、 enter キーを巧します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] でこのパスワードを変更するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを巧します。 

2. f 10 キーを押して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Secur け y] 一に hange Password] の順に 
選択し、 enter キーを押します。 

4. メッセージが表示されたら、現在のパスワードを入力します。 

5. メッセージが表示されたら、確認のために新しいパスワードを再度入力します。 

6. 変更を保巧して [Computer Se 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] をクリックして 
から画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを巧巧して [File] 一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了）の順に選択 
し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

Computer Setup ] でこのパスワードを削除するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Secur け y] 一に hange Password] の順に 
選択し、 enter キーを押します。 

4. メッセージが表示されたら、現在のパスワードを入力します。 

5. 新しいパスワードを入力するように要求されたら、フィールドを空欄のままにして enter キーを 
押します。 

6. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [YES] (はい）を選択します。 

7. 巧度、新しいパスワードを入力するように要ホされたら、フィールドを空欄のままにして、 
enter キーを押します。 

8. 変更を保巧して [Computer Se 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] をクリックして 
から画面に表示される説明に沿って操作します。 
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または 


矢印キーを使用して [File] 一 [Save changes and exit] (変更を保巧して終了）の順に選巧し、 
enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときにち劾になります。 

BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード）の入力 

[BIOS administrator password] の入力画面で自分のパスワードを入力し（パスワード設定と同じ 
キーを使巧）、 enter キーを巧します。3回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターを再起動 
して入力しなおす必要があります。 

に omputer Setup] の DriveLock ( ドライブロック）の使用 

A を意: DriveLock で保護されているハードドライブが永久に使用できなくなることを防ぐため、 ~ 

DriveLock の user password (ユーザーパスワード）と master password (マスターパスワード） 

を、紙などに書いて他人の目にふれないを全な場所に保管しておいてくださし、。 DriveLock パスワー 
ドを両方とも忘れてしまうと、これらのパスワードで保護されているハードドライブがロックされた 
ままになり、永久に使巧できなくなります。なお 、 master password と user password を両方とも忘 
れたためにハードドライブを交換する必要が生じた場合、保証期間内でもドライブの交換は有償で 
承っておりますのでご了承ください。 


DriveLock で保護することによって、ハードドライブのデータへの不正なアクセスを防止できます。 
DriveLock による保護は、コンピューターの内蔵ハードドライブにのみ設定できます。いったん 
DriveLock による保護を設定すると、ドライブにアクセスするときにパスワードの入力が必要になり 
ます。 DriveLock のパスワードでドライブにアクセスするには、ドライブをアドバンストポートリ 
プリケータではな〈、コンピューターに装着しておく必要があります。 

DriveLock による保護をコンピューターの内蔵ハードドライブに設まするには 、 [Computer Setup ] で 
user password および master password を設定しておく必要があります。 DriveLock による保護を設 
をするときは、な下の点にま意してください。 

• いったん DriveLock による保護を設ますると 、 user password または master password のどちら 
かを入力することでのみ、保護されているハードドライブにアクセスできるようになります。 

• user password は、通常システム管理をではなく実際にハードドライブを巧用するューザーが設 
定する必要があります 。 master password は、システム管理をまたは実際にハードドライブを使 
用するユーザーが設定できます。 


• user password と master password は、同じであつてもかまいません。 


• DriveLock によるドライブの保護を解除しないと 、 user password や master password を削除で 
きません。 DriveLock によるハードド'ライブの保護を解除するには 、 master password が必要で 
す。 


DriveLock パスワードの設定 

[Computer Setup ] で DriveLock パスワードを設定するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージ 
が表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、に omputer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [Security] (セキュリティ）一 
[DriveLock Passwords] ( DriveLock パスワード）の順に選択し、 enter キーを押します。 
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4. ポインティングデバイスを使用して、保護するハードドライブをクリックします。 

または 

矢印キーを使用して、保護するハードドライブを選択し、 enter キーを押します。 

5. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [YES] (はい）を選択します。 

6. メッセージが表示されたら 、 master password (マスターパスワード）を入力して、 enter キー 
を押します。 

7. メッセージが表示されたら、確認のために master password を巧度入力して、 enter キーを巧し 
ます。 

8. メッセージが表示されたら user password (ユーザーパスワード）を入力して、 enter キーを押 
します。 

9. メッセージが表示されたら、確認のために user password を再度入力して、 enter キーを押しま 
す。 

10. 選択したドライブが DriveLock によって保護されているかを確認するには、確認フィールドに 
「 DriveLock 」 と入力し、 enter キーを押します。 


野 を記._ DriveLock の確認フィールドでは大文字とル文字が区別されます。_ 

11. 変更を保巧して [Computer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを巧巧して [File] 一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了）の順に選択 
し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

DriveLock パスワードの入力 

ハードドライブが、別売のドッキングデバイスや外付けマルチベイではなくコンピューター本体の 
ハードドライブベイに装着されていることを確認します。 

[DriveLock Password] ( DriveLock パスワード）画面が表示されたら、パスワードを設定したとき 
と同じ種類のキーを使用して user password (ューザーパスワード）または master password (マ 
スターパスワード）を入力し、 enter キーを巧します。 

パスワードを2回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターの電源を切ってから再び起動し、 
入力しなおしてください。 

DriveLock パスワードのを更 

[Computer Setup ] で DriveLock パスワードを変更するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動し、画面の下じ [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージ 
が表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 
[DriveLock Passwords] ( DriveLock パスワード）の順に選択し、 enter キーを押します。 
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4. ポインティングデバイスを使巧して、内蔵ハードドライブをクリックします。 

または 

矢巧キーを使用して、内蔵ハードド'ライブを選巧し、 enter キーを巧します。 

5. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して、変更するパスワードを選択します。 

6. メッセージが表示されたら現在のパスワードを入力して、 enter キーを押します。 

7. メッセージが表示されたら新しいパスワードを入力して、 enter キーを押します。 

8. メッセージが表示されたら、確認のために新しいパスワードを再度入力して、 enter キーを巧し 
ます。 

9. 変更を保巧して [Computer Se 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保巧）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [File] 一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了）の順に選択 
し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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DriveLock による保護の解除 

[Computer Setup ] で DriveLock による保護を解除ずるには、材下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージ 
が表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 年一を押して、に omputer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ設定）一 
liDriveLock passwords] ( DriveLock パスワード）の順に選択し、 enter キーを押しまず。 

4. ポインティングデバイスまたは矢巧キーを使用して内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを 
押しまず。 

5. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して、 [Disable protection] (保護を無効にず 
る）を選択します。 

6. master password (マスターパスワード）を入力して、 enter キーを押しまず。 

7. 変更を保存してに omputer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] 一 [Save changes and exit] (変更を保存して終了）の順に選択し、 
enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] の自動 DriveLock の使用 

複数のューザーがいる環境では、自動 DriveLock パスワードを設定できます。自動 DriveLock パスワー 
ドをち効にすると、ランダムな user password (ユーザーパスワード）と DriveLock の master 
password (マスターパスワード）が作られます。ユーザーのパスワード認証が通ると、同じランダ 
ムな user password と DriveLock の master password が使用され、ドライブの保護が解除されます。 


野を 記： B に S administrator password ( BIOS 管理をパスワード）がないと、自動 DriveLock 機能に 
はアクセスできません。 


自動 DriveLock パスワードの入力 

[Computer Setup ] で自動 DriveLock パスワードを有効にするには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを巧します。 

2. け〇 キーを巧して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは失印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 
[Automatic DriveLock] (自動 DriveLock ) の順に選 t 尺し、 enter キーを巧します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを 
押します。 

5. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [YES] (はい）を選択します。 

6. 変更を保巧して [Computer Se 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 
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または 

矢印キーを使用して [File] 一 [Save changes and exit] (変更を保巧して終了）の順に選択し、 
enter キーを押します。 

自動 DriveLock による保護の解除 

[Computer Setup] で DriveLock による保護を解除するには、 lil 下の操作を行いまず。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [Security] (セキュリティ）一 
[Automatic DriveLock] (自動 DriveLock) の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを 
押します。 

5. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して、 [Disable protection] (保護を無効にす 
る）を選択しまず。 

6. 変更を保存して [Computer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] 一 [Save changes and exit] (変更を保巧して終了）の順に選がし、 
enter キーを押します。 
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Computer Setup ] のセキュリティ機能の使用 

システムデバイスのセキュリティ保護 

[Computer Setup ] のな下のメニューでシステムデバイスを無効または有効にできます。 

• Boot Options (ブートオプション） 

• Device Configurations (デバイス構成） 

• Built-In Device Options (内蔵デバイスオプション） 

• Port Options (ポートホプション） 

[Computer Setup ] でシステ厶デバイスを無効または再び有効にするには、1^>1下の操作を巧います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、に omputer Setup ] を起動しまず。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用してメニューを選択します。 

• [System Configuration] ( システムコンフィギュレーション）一 [Boot Options] 

• [System Cormguration] 一 [Device Conriquraiions] 

• [System Configuration] 一 [Built-In Device Options] 

• [System Configuration] 一 [Port Options] 

4. enter キーを押します。 

5. オプションを無効にするには、そのオプションの横の [Disabled] (無効）をクリックします。 
または 

矢印キーを使用して、オプションの横のに isabled] を選択し、 enter キーを押しまず。 

6. オプションを巧び有効にするには、そのオプションの横のに nabled] (有効）をクリックしま 
す。 

または 

矢印キーを使用して、オプションの横のに nabled] を選択し、 enter キーを押します。 

7. 変更を保存してに omputer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢げキーを使用して [File] 一 [Save changes and exit] (変更を保存して終了）の順に選択し、 
enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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Computer Setup ] のシステム情報を表示する 

Computer Setup] の [System Information] (システム情報）機能では、材下の2種類のシステム情報 
を表示できます。 

• コンピューターモデルおよびバッテリについての識別情報 

• プロセッサ、メモリ、 ROM、 ビデオのリビジョン、 キー ボードコント ローラーの バージョン、 
および' 無線識別番号についての仕様情報 

[Computer Setup] でこのシステム情報全般を表示するには、]^1下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または巧起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [System 
Information] の順に選択し、 enter キーを押します。 


隊 を記： この情報への不正なアクセスを防ぐには、 [Computer Setup] で BIOS administrator 
password (BIOS 管理者/、乂ワート j を作成うる必要力《もり栗す。 


[Computer Setup] のシステム ID の使用 

[Computer Setup] の [System ID ] (システム ID) 機能では、コンピューターのァセットタグおよび 
才ーナーシップタグを表示または入力できます。 


隊 を記： この情報への不正なアクセスを防ぐには、 [Computer Setup] で BIOS administrator 
password (BIOS 管理者/、乂ワート j を作成うる必要力 《fe り栗す。 


[Computer Setup] でこの機能を管理するには、 iil 下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または巧起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 年一を押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [System 
IDs] の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Notebook asset tag] (ノートブックコ 
ンピューターアセットタグ）または [Notebook ownership tag] (ノートブックコンピュー 
夕 一 オーナーシップタグ）を選択し、情報を入力しまず。 

5. 設定が終了したら、 enter キーを押します。 

6. 変更を保存して [Computer Setup] を終了ずるには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢げキーを使用して [File] 一 [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了）の順に選択 
し、 enter キーを押しまず。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になりまず。 
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ウイルス対策ソフトウェアの使用 

コンピユーターで電モメールを巧巧するとき、またはネットワークやインターネットにアクセスする 
ときは、コンピユーターがコンピユーターウィルスの危険にさらされます。コンピユーターウィル 
スに感染すると、オペレーティングシステム、プログラム、ユーティリティなどが使巧できな〈なっ 
たり、正常に動作しなくなったりすることがあります。 

ウィルス対策ソフトウェアを使巧すれば、ほとんどのウィルスが検出、駆除されるとともに、通常、 
ウィルスの被害にあった箇所を修復することも可能です。新しく発見されたウィルスからコンピユー 
夕一を保護するには、 ウィルス対策ソフトウェアを最新の状態にしておく必要があります。 

お使いのコンピユーターには、ウイルス対策ソフトウェアとして [McAfee Total Protection] がプリイ 
ンストールまたはプリロードされています。 

ウィルス対策ソフトウェアがプリインストールされている場合は、[スタート]一[すべてのプログラ 
ム]一 [McAfee] 一 [Managed Services] (マネージドサービス）一 [Total Protection] ( I —タル 

プロテクション）の順に選択します。 

ソフトウェアがプリロードされている場合は、[スタート]一[すべてのプログラム] 一 [HP Software 
Setup] (HP ソフトウェアセットアップ）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作して 

[McAfee Total Protection] ソフトウエアを起動します。 


コンピューターウィルスじついてさらに詳しく調べるには、[ヘルプとサポート]の[検索]テキスト 
フイールドに「ウイルス J と入力してください。 


ファイアウナールソフトウェアの使用 

コンピューターで電子メ ールやネットワークを使用したりインターネットにアクセスしたりする場 
合、使用しているコンピューター、使用をの個人用ファイル、および巧巧をに関する情報を、第=者 
が不正に取得してしまう可能性があります。プライバシを保護するため、コンピューターにプリイン 
ストールされているファイアウナールソフトウェアを使巧してください。お使いのコンピューター 
には、ウィルス巧策ソフトウェアとして [McAfee Total Protection] (McAfee I' — タルプロテクショ 
ン）がプリインス！ルされています。インストールされているソフトウェアにアクセスするには、 
[スタート]一[すべてのプ□グラム]一 [McAfee] 一 [Managing Services] (管理サービス）一 [Total 
Protection] (卜ータルプロテクション）の順に選択します。 

ファイアウォール機能によって、ネットワーク接続時の操作に関するログおよびレポートが記録さ 
れ、コンピューターでの送受信の流れが自動的に監視されます。詳しくは、ソフトウてアの製造元の 
説明書を参照してください。これらの説明書はソフトウェアに付属のディスクに収録されているか、 
またはソフトウエアの製造元の Web サイトから入手できます。 


をを 記： 特定の状況下で、ファイアウォールがインターネットゲームへのアクセスをブロックした 
り、ネットワーク上のプリンターやファイルの共有に干渉したり、許可されている電子メールの添付 
ファイルをブロックしたりすることがあります。問題を一時的に解みするには、ファイアウォールを 
無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを巧度有効にします。問題を永続的に解 
決するには、必要に応じてファイアウォールを再設をし、他の侵入検知システムのポリシーと設定を 
調整します。詳しくは、ネットワーク管理をまたは IT 部門に問い合わせてください。 


緊急セキュリテイアツプデートのインストール 


A を意： Microsoft 社は、緊急アップデートに関する通知を配信しています。お使いのコンピューター 
をセキュリティの侵害やコンピューターウィルスから保護するため、通知があった場合はただちに 
Microsoft 社からのすべての緊急アップデートをインストールしてください。 
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オペレーテイングシステムやその化のソフトウェアに対するアップデートが、コンピューターのエ 
場出巧後にリリースされている可能性があります。すべての使用可能なアップデートが確実にコン 
ピューターにインストールされているようにするには、な下の操作を行います。 

• Windows Update を毎月実行して、 Microsoft 社が提がする最新のソフトウェアをインストール 
します。 


• アップデートがリリースされるたびに、 Microsoft 社の Web サイトおよび[ヘルプとサポート]の 
アップデートリンクから入手します。 


[HP ProtectTools Security Manacier ] (HP ProtectTools 
セキュリティマネージャー ） の使用（一部のモデルのみ） 

—部のモデルのコンピューターでは、 [HP ProtectTools Security Manager ] ソフトウェアがプリイン 
ストールされています。このソフトウェアにアクセスするには、[スタート] 一 [ HP ] 一 [HP 
ProtectTools Security Manager ] (HP ProtectTools セキュリティマネージャ ー） の順に選択しま 
す。このソフトウェアが提供するセキュリティ機能は、コンピューター本体、ネットワーク、および 
重要なデータを不正なアクセスから保護するために役立ちます。詳しくは、 [HP Protec 打〇〇间のヘル 
プを参照してください。 


セキュリティロックケーブルの取り付け 


敷 ま記. セキュリティロックケーブルに抑止効まはありますが、コンピューターの誤った取り圾い 
や盜難を完全に防ぐものではありません。 


1. 固をされた物体にセキュリティロックケーブルを巻きつけます。 

2. 鍵 （1) をケーブルロック （2) に差し込みます。 

3. ケーブルロックをコンピューターのセキュリティロックケーブル用スロットロ）に巧入し、 
鍵を使用してケーブルロックを固定します。 



載を 記. お使いのコンピューターの外観は、図と異なる場合があります。セキュリティロックケー 
ブル用スロットの位置は、コンピューターのモデルによって異なります。 
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指紋認証システムの使用 

m を壺^~ 指紋認証システムの位置は、コンピューターのモデルによって異なります。 



指紋認証システムの位置 

指紋認証システムは小さい金属製センサーで、コンピューターのな下のどれかの場所にあります。 

• タッチパッドの下部付近 

• キーボードのち側 

• ディスプレイの右上 

• ディスプレイの左側 

コンピューターのモデルによって、指紋認証システムは横向きの場合も縦向きの場合もあります。ど 
ちらの向きでも、金属製センサーとま直に指を滑らせる必要があります。 

A 由 4 
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指紋のを録 

コンピューターに指紋認証システムが内蔵または接続されている場合は 、 HP ProtectTools Security 
Manager セットアップウィザードの説明に沿って指紋を設定（指紋認証システムの巧語としては 
「登録 J ) します。 

1. 両手の輪郭が表示されます。すでに登録されている指は緑色で強調表示されます。輪郭で示され 
ている指をクリックします。 


歐を 記：_ 化前にを録された指紋を削除するには、その指紋に対応する指をクリックします。_ 

2. 登録する指を選択すると、指紋が正常に登録されるまでその指をスキャンするよう求められま 
す。登録された指は、輪郭が付いて緑色で強調表示されます。 

3. 少なくとも2本の指を登録する必要があります。人差し指または中指をおすすめします。別の指 
を登録するには、手順1から3を繰り返します。 

4. [次へ]をクリックし、画面の説明に沿って操作します。 


m 注記. ウィザードで指紋を登録している場合は、手順4の[次へ]をクリックするまで指紋の情報が 
保存されません。コンピューターをしばらくアイドル状態にしていた場合や、プログラムを閉じた場 
合は、それな前に行った変更が保巧されません。 


登録された指紋を使用した Windows へのログオン 

登録した指紋を使用して Windows にログオンするには、な下の操作を行います。 

1. 指紋を登録したらすぐに Windows を再起動します。 

2. 登録した指のどれかを巧巧して Windows にログオンします。 
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ソフトウェアの更新 

コンピューターに付属しているソフトウェアの更新版は、 [HP So 行 ware Update] (HP ソフトウェ 
ア更新）ユーティリティを介して、または HP の Web サイトから入手できます。 

[HP Software Update] ユーティリティは、 HP の最新ソフトウェアを自動的にチェックします。この 
ユーティリティは指ました時間間隔で実行され、セキュリティの強化巧まなどのサポート警告の一覧 
およびソフトウェアやドライバーの更新（任意）を表示します。 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ソフトウェアの更巧]の順に選択し、画面の説明に沿って操作す 
ることで、いつでも最新ソフトウェアを調べることができます。 

HP の Web サイトでは、ほとんどのソフトウェアを 「Softpaq」 という名前の圧縮ファイルで提供し 
ています。一部の最新 B に S は、 rpOMPaqj という名前の圧縮ファイルで提供される場合がありま 
す。 

—部のダウンロードパッケージには、 Readme.txt という名前のファイルが含まれています。 
Readme.txt ファイルには、ファイルのインストールおよび問題解みのための情報が記載されていま 
す。 （ROMPaq に収録されている Readme. 权 t ファイルは、英語で提供されています。） 

最新ソフトウェアは、 『Support Software』 ディスク（別売）から利巧することもできます。この 
ディスクには、デバイスドライバー、最新 BIOS、 およびユーティリティが収録されています。 

『Support Software』 ディスクを購入したり、最新バージョンおよび今後のバージョンの両方のディ 
スクを利巧するための申し込みを行ったりするには、な下の操作を行います。 

1. インターネットブラウザーを開き、 http://www.hp.com/support/ を表示します。 

2. 国または i 也域を選がします。 

3. [ドライバ ー& ■ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュー 
夕一の製品名 または製品番号を [製品名- 番号で検索]フィールドに入力します。 

4. enter キーを巧します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

『Support Software』 ディスクを使用してソフトウェアを更新するには、な下の操作を行います（別売 
の外付けオプティカルドライブが必要です）。 

1. 『Support Software』 ディスクを外イ寸けオプティカルドライブに挿入します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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HP の Web サイトでソフトウェアを更新するには、な下の操作を行います。 


1. お使いのモデルのコンピューター、製品のカテゴリ、およびシリーズまたはファミリを確認しま 
す。コンピューターに現在インストールされている BIOS のバージョンを確認して、システム 
BIOS アップデートを準備します。詳しくは、 「BIOS のバージョンの確認」を参照してくださ 
い。 

コンピューターがネットワークに接続されている場合は、ソフトウェアアップデート（特にシ 
ステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理をに確認してから実行してく 
ださい。 


野を 記： コンピューターのシステム BIOS は、システム ROM に格納されています。 BIOS は、 
オペレーティングシステムをネ刀期化し、コンピューターとハードウてアデバイスとの通信方ま 
をみ定し、ハードウェアデバイス間で日付と時刻などのデータを転送します。 

を記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。ソフトウェアのインス!ル、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。詳しくは、 f ヘルプとサポーりを参照してください。 


2. インターネットブラウザーを開き、 http://www.hD. com/support/ を表示します。 

3. 国または地域を選択します。 

4. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピユー 
夕一の製品名 または製品番号を [製品名- 番号で検索]フィールドに入力します。 

5. enter キーを巧します。 

6. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

BIOS の更新 

BIOS を更新するには、まず現在使巧している BIOS のバージョンを確認してから、新しい BIOS をダ 
ウンロードしてインスI—ルします。 

BIOS のバージョンの確認 

BIOS バージョン情報 （ROM の日付またはシステム BIOS とも呼ばれます）を表示するには、 fn + 
esc キーを押す （Windows を起動している場合）力、、 [Computer Setup] を使巧します。 

[Computer Setup] を使巧して BIOS の情報を表示するには、な下の操作を行います。 

1. コンピユーターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、に omputer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを巧用して [File] (ファイル）一 [System 
Information] (システム情報）の順に選択します。 

4. [File] メニユーに戻るには、 esc キーを押します。 

5. 画面の左下隅にある [Exit] (終了）をクリックし、画面に表示される説明に沿って操作します。 
または 
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矢印キーを使巧して [File] 一 [Ignore Changes and Exit] ( 変更を無巧して終了）の順に選択 
し、 enter キーを押します。 
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BIOS アップデートのダウンロード 


A 注意： コンピューターの損傷やインストールの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのタウンロー 
ドおよびインストールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使巧した信頼性の高い外部電源にコ 
ンピューターを接続してください。コンピューターがバッテリ電源で動作しているとき、別売のドッ 
キングデバイスに接続されているとき、または別売の電源に接続されているときは、 BIOS アップ 
デートをタウンロ ードまたはインストールしないで〈ださい。タウンロ ードおよびインストール時 
は、レ^下の点に;'主意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを巧いて外部からの電源か給を遮断することはおや 
めください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スリープやハイバネーシヨンを開始したりしないでくださ 
い。 

コンピューター、ケーブル、またはコードの巧入、取り外し、接続、または切断を行わないでくださ 
い。 


BIOS アップデートをダウンロードするには、な下の操作を行います。 


鞍を 記. BIOS アップデートは必要に応じてリリースされます。お使いのコンピューター用に BIOS 
アップデートが準備されていない場合もあります。 HP の Web サイトを定期的にチェックして、 B に S 
アツプデートがあるかどうかを確認することをおすすめします。 


1. Web ブラウザーを開き、 httD://www.hD.com/suDDort/ を表示して、国または地域を選択します。 

2. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]ナプションをクリックし、お使いのコンピュー 
夕一の製品名または製品番号を [製品名 ■番号で検索]フィールドに入力して、 enter キーを押しま 
す。 

3. -覽に表示されたモデルから特定の製品をクリックします。 

4. お使いのオペレーティングシステムをクリックします。 

5. 画面の説明に沿って、ダウンロードする BIOS アップデートにアクセスします。ダウンロードの 
日付や名前、またはその他のファイルを識別するための情報をメモしておきます。後で、ハード 
ドライブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情報が必要になる場合があります。 

6. ダウンロードエリアで、レ: A 下の操作を行います。 

a. お使いの コン ピューターに現在イ ンス Iルされている BIOS のバージョンよりも新しい 
BIOS アップデートを確認します。 

b. 画面の説明に沿って操作し、選択したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスをメモします。このパスは、アップ 
デートをインストールするときに必要です。 


鞍を 記. コンピユーターをネットワークに接続している場合は、ソフトウェアアップデート（特に 
システム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理をに確認してから実行してくだ 
さし、。 


ダウンロードした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一 [コン ピューター ] の順に選択して、 Windows の[エクスプローラー ] を起動します。 

2. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、口ーカルディスク（じ）を指定します。 
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3. 


BIOS ソフトウエアをダウンロードしたときのメモを参照するなどして、ハードドライブ上のアッ 
プデートファイルが保巧されているフナルダーを開きます。 

4. 化張子が. exe であるファイル （filename.exe など）をダブルクリックします。 

BIOS のインストールが開始されます。 


歐を 記. Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。詳しくは、 f ヘルプとサポ ー ト1を参照して〈ださし、。 


5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


鞍を 記： インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 


プログラムおよびドライバーの更新 

1. Web ブラウザーを開き、 http://www.hp.com/support/ を表示して、国または地域を選択します。 

2. [ドライバ ー& ■ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュー 
夕一の製品名または製品番号を [製品名 •番号で検索]フィールドに入力して、 enter キーを押しま 
す。 

3. -覧に表示されたモデルから特定の製品をクリックします。 

4. お使いのオペレーティングシステムをクリックします。 

5. アップデートの一覧が表示されたら、アップデートをクリックして追加の情報を含むウィンドウ 
を開きます。 

6. [ダウンロードを開始する]をクリックします。 

7. 更新されたソフトウェアを、ファイルをダウンロードしないでインストールするには、[実行]を 
クリックします。 

または 

コンピューターにファイルを保存するには、[保存]をクリックします。メッセージが表示された 
ら、ハードドライブ上のファイルを保存する場所を選択します。 

ファイルをダウンロードしたら、ファイルを保巧したフォルダーに移動し、ファイルをダブルク 
リックしてアップデートをインストールします。 

8. インストールが完了した後に、コンピューターの再起動を求めるメッセージが表示された場合 
は、コンピューターを巧起動します。 

[HP SoftPaq Download Manager ] (HP SoftPaq ダウンロードマネー 
ジャー） の使用 

[HP SoftPaq Download Manager] (HP SDM) は、 SoftPaq 番号なしに HP 製ビジネス向けコンピュー 
夕一の SoftPaq 情報にすばやくアクセスできるツールです。このツールを使巧すると、 SoftPaq の検 
索、ダウンロード、および展開を簡単に実行できます。 

[HP SoftPaq Download Manager] は、コンピューターのモデルや SoftPaq の情報を含む公開データ 
ベースファイルを、 HP の FTP サイトから読み込み、ダウンロードすることによって動作します。 
[HP SoftPaa Download Manager] は HP の Web サイトから入手できます。 [HP SoftPaq Download 
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Manager] を使用して SoftPaq をダウンロードするには、まず、 [HP SoftPaq Download Manager] の 
ダウンロードおよびインストールを行う必要があります。 HP の Web サイト http://www.hp.com/go/ 
sdm/ (英語サイト）を表示して、画面の説明に沿って [HP SoftPaq Download Manager] のダウンロー 
ドとイ ンストールを行います。 


載 を記： [HP SoftPaq Download Manager] は、一部のモデルのコンピューターにのみプリインス I ' — 
ルされています。 [HP SoftPaq Download Manager] のダウンロードまたはその使巧方まについて詳し 
くは、 HP の Web サイト、 htt 巨:// WWW . tip.com/g o/sdm/ (英語サイト）を参照してくださし、。 


SoftPaq をダウンロードするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP SoftPaq Download Manager] の順に選択し 

ます。 

2. [HP SoftPaq Download Manager] をネ刀めて起動すると、使用中のコンピユーターのソフトウェ 
アのみを表示するか、サポートされているすべてのモデルのソフトウェアを表示するかを尋ねる 
ウィンドウが表示されます。 [Show software for all supported models] (サポートされてい 
るすべてのモデルのソフトウェアを表示する）を選択します。 [HP SoftPaq Download 
Manager] をな前に使巧したことがある場合は、手順 3 に進みます。 

a. [Configuration Options] (構成オプション）ウィンドウでオペレーティングシステムおよび 
言語フィルターを選巧します。フィルターによって、 [Product Catalog] (製品カタログ）パ 
ネルに一覧表示されるオプションの数が制限されます。たとえば、オペレーティングシス 
テムフィルターで Windows Vista ⑥ Business のみを選巧すると、 [Product Catalog] に表示 
されるナペレーティングシステムは Windows Vista Business のみになります。 

b. 他のオペレーティングシステムを追加するには、 [Configuration Options] ウィンドウでフィ 
ルター設定を変更します。詳しくは、 [HP SoftPaq Download Manager] ソフトウェアのへ 
ルプを参照してください。 

3. 左側のパネルで、プラス記号 （+ ) をクリックしてモデルー覧を展開し、更新する製品のモデル 
を1つまたは複数選巧します。 

4. [Find Available SoftPaqs] (利用巧能な SoftPaq の検索）をクリックして、選択したコンピユー 
夕一で利用可能な SoftPaq の一覧をダウンロードします。 

5. SoftPaq の選択内容およびインターネットの接続速度によってはダウンロード処理に時間がかか 
ることがあるため、ダウンロードする SoftPaq の数がをい場合は、利用可能な SoftPaq の一覧か 
ら SoftPaq を選択して、 [Download Only] (ダウンロードのみ）をクリックします。 

ダウンロードする SoftPaq が 1 つまたは 2 つのみで、高速のインターネットち続を巧用している 
場合は、 [Download & Unpack] (ダウンロードしてパッケージを展開）をクリックします。 

6. [HP SoftPaq Download Manager] ソフトウェアで [Install SoftPaq] (SoftPaq のインス！— 
ル）をちクリックすると、選択した SoftPaq がコンピューターにインストールされます。 
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12 バックアップおよび復元 


情報を保護するには、[バックアップと復元センタ ー] を巧用して、個々のファイルやフォルダーをバッ 
クアップしたり、ハードドライブ全体をバックアップしたり（一部のモデルのみ）、システム修復ディ 
スクを作成したり（一部のモデルのみ）、システムの復元ポイントを作成したりします。システムに 
障害が発生した場合は、バックアップファイルを使巧して、コンピューターの内容を復元できま 
す。 

[バックアップと 復元センター]には、な下のオプションが巧意されています。 

• システム修復ディスクの作成（一部のモデルのみ） 

• 個々のファイルやフナルダーのバックアップ 
• ハードドライブ全体のバックアップ（一部のモデルのみ） 

• 自動バックアップのスケジュールの設定（一部のモデルのみ） 

• システムの復元ポイントの作成 
• 個々のファイルの復元 
• な前の状態への コン ピューターの復元 
• リカバリツールによる情報の復元 

m を!打_ 詳しい手順については、[ヘルプとサポート]でこれらの項目を参照してください。 

を記： システムが不安定な場合に備え、復元の手順を印刷し、後で利巧できるように保管しておく 
ことをおすすめします。 
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情報のバックアップ 

障害が発生した後にシステムの復元を実行すると、最後にバックアップを行ったときの状態が復元さ 
れます。ソフトウェアのセットアップが終了したら、すぐにシステム修復ディスク（一部のモデルの 
み）および初期バックアップを作成して〈ださい。その後も、新しいソフトウ I アやデータフアイ 
ルの追加に応じてを期的にシステムをバックアップし、適切な新しいバックアップを作成しておくよ 
うにしてください。システム修復ディスク（一部のモデルのみ）は、システムが不を定になった場 
合、またはシステムに障害が発生した場合に、コンピューターを起動（ブート）し、オペレーティン 
グシステムとソフトウェアを修復するために使巧します。システムに障害が発生した場合は、初期 
バックアップおよびその後のバックアップを使巧してデータおよび設定を復元できます。 

情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、またはディスクにバックアップで 
きます。 

バックアップを行う場合は、な下の点を参考にしてください。 

• 個人巧ファイルを[ドキュメント]フォルダーに保存して、定期的にバックアップします。 


• 関連イ寸けられたプログラムに保巧されているテンプレートをバックアップします。 


• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、またはメニューバーの設をのスクリーン 
ショットを撮って保巧します。設ををリセットする必要がある場合、画面のコピーを保存してお 
くと時間を節約できます。 

スクリーンショットを作成するには、な下の操作を行います。 

1. 保存する画面を表示させます。 

2. 表示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 

アクティブなウィンドウのみをコピーするには 、 alt + fn + prt sc キーを押します。 

画面全体をコピーするには、 わ+ prt sc キーを押します。 

3. ワープロ文書などを開き、[編集]一[貼り付け]の順に選がします。 

画面のイメージが文書に追加されます。 

4. 文書を保存します。 

• ディスクにバックアップする場合は、な下の種類の別売のディスクを使用できます。 CD - R 、 
CD - RW 、 DVD + R 、 DVD+R (2 層記録 ( DL ) 対応）、 DVD - R 、 DVD-R (2 層記録 ( DL ) 対応）、 
および DVD ± RW 。 使巧できるディスクの種類は、おほいのコンピューターにち結されている外 
付けオプティカルドライブの種類によつて異なります。 


寶 を記： DVD および2層記録 ( DL ) 対応 DVD を使用すると、 CD より保をできる情報量が増え 
るため、バックアップに必要なリカバリディスクの数が少な〈なります。 


• ディスクじバックアップする場合は、各ディスクに番号を付けてから外付けオプティカルドラ 
イブに挿入します。 

[バックアップと復元センター]を巧巧してバックアップを作成するには、な下の操作を行います。 


m を記； おほいのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、バックアップ処 
理を開始してください。 
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注記： ファイルのサイズやコンピューターの処理速度に応じて、バックアップ処理には1時間な上 
かかることがあります。 


1. [スタート]一[すべてのプログラム] 一[メンテナンス]一[バックアップと復元センター]の順に選 
択します。 


2. 画面に表示される説明に沿って、バックアップをセットアップするか、システムイメージ （一 
部のモデルのみ）を作成するか、またはシステム修復ディスク（一部のモデルのみ）を作成しま 
す。 


鞍を 記. Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウントの 
制御機能が含まれています。ソフトウェアのインス!ル、ユーティリティの実行、 Windows 
の設を変更などを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があ 
ります。詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してくださし、。 
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復元の実行 

お使いのコンピューターには、システムの障害やシステムが不ままな場合に備え、ファイルを復元す 
る1^|下のツールが巧意されています。 

• Windows リカバリツール：[バックアップと復元センター]を使巧して、な前バックアップを行つ 
た情報を復元できます。また、 Windows の[スタートアップ修復]を使巧して、 Windows が正 
常に起動できなくなる可能性のある問題を修復できます。 

• f11 リカバリツール： "1 リカバリツールを巧用して、初期状態のハードドライブのイメージ 
を復元できます。このイメ ージには、工場出荷時にインストールされていた Windows オペレー 
ティング システムおよびソフトウェアプログラムが含まれます。 


敷を 記. コンピューターを起動できず、な前に作成したシステム修復ディスク（一部のモデルのみ） 
を使用できない場合は、 Windows Vis ねオペレーティングシステムの DVD を購入してコンピュー 
夕一を再起動し、 オペレーティングシステムを修復する必要があります。詳しくは、このガイドの 
「別売の Windows Vista オペレーティングシステムの DVD を使巧した情報の復元」の項目を参照し 
てください。 


Windows リカバリツールの使用 

な前バックアップした情報を復元するには、 W 下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム] 一[メンテナンス]一[バックアップと復元センター]の順に選 
択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って、システム設を、コンピューター全体（一部のモデルのみ）、ま 
たはファイルを復元します。 


載を 記. Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのューザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設を変更な 
どを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しく 
は、 [ヘルプと サポート]を参照して〈ださい。 


[スタートアップ修復]を使用して情報を復元するには、な下の操作を行います。 


A を意： [スタートアップ修復]を使巧した場合、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードド 
ライブが再フォー マッ トされます。コンピューター上に作成したすべてのファイルおよびインストー 
ルしたすべてのソフトウてアが完全に削除されます。 再フォーマットが完了すると、復元に使巧され 
るバックアップから、オペレーテイングシステム、ドライバー、ソフトウェア、ユーティリテイが 
復元されます。 


1. 可能であれば、すべての個人巧ファイルをバックアップします。 

2. 可能であれば、 Windows のパーティシヨンと HP 復元用パーティシヨンがあることを確認しま 
す。パーテイシヨンを確認するには、[スターり一[コンピューター]の順に選択します。 


を を記： Windows パーティシヨンと HP 復元用パーティシヨンが一覧に表示されない場合は、 
Windows Vista オペレーティングシステムの DVD および 『Driver Recovery』 （ドライバーリ 
カバリ）ディスク（両方とも別売）を使用して、オペレーティングシステムおよびプログラム 
を復元する必要があります。詳しくは、このガイドの「別売の Windows Vista オペレーティン 
グシステムの DVD を使用した情報の復元」の項目を参照してください。 


3. コンピューターを再起動した後、 Windows オペレーティングシステムが口ードされる前に f8 
キーを押します。 
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4. [コンピューターの修復]を選がします。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


寶 を記： Windows ツールを使巧した情報の復元について詳しくは、[ヘルプとサポート]でこれらの項 
目を参照してください。 


f 11 リカバリツールの使用 


A を意： f 11 を使巧した場合、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードドライブが再フナー 
マツ トされます。 コン ピューター上に作成したすべてのファイルおよびインストールしたすべてのソ 
フトウェアが完全に削除されます。 f 11 キーのリカバリツールを使用すると、工場出荷時にインス 
卜ールされていたナペレーティングシステム、 HP プログラム、およびドライバーが再インストール 
されます。工場出荷時にインストールされていなかったソフトウてアは、再インストールする必要が 
あります。個人巧フアイルは/ くックアップから復元する必要があります。 


腎 を記： お使いのコンピユーターに SSD (Solid State Drive ) が搭載されている場合、復元巧パー 
テ ィシ ヨンがない可能性があります。 復元巧パーティシヨンがないコンピユーターには、リカバリ 
ディスクが付属しています。オペレーティングシステムおよびソフトウてアを復元するには、これ 
らのディスクを使用します。復元用パーティシヨンの有無を確認するには、[スタート]一[コンピユー 
夕一] の順に選がします。 復元巧パーティシヨンがある場合、ウィンドウの[ハードディスクドライ 
ブ]セクションに LHP Recovery ] などの復元用ドライブが表示されます。 


f 11 を使巧して初期状態のハードドライブのイメージを復元するには、な下の操作を行います。 

1. 可能であれば、すべての個人巧ファイルをバックアップします。 

2. 可能であれば HP 復元巧パーティシヨンがあることを確認します。 HP 復元巧パーティシヨンを 
確認するには、[スタート]一[コンピュータ ー] の順に選巧します。 


鞍 を記. HP 復元用パーティシヨンが一覧に表示されない場合は、 Windows Vis ねオペレーティ 
ングシステムの DVD および 『Driver Recovery 』 （ドライバーリカバリ）ディスク（両方とも 
別売）を使用して、オペレーティングシステムおよびプログラムを復元する必要があります。 
詳しくは、このガイドの「別売の Windows Vis ねオペレーティングシステムの DVD を使巧し 
た情報の復元」の項目を参照してください。 


3. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

4. [Press < F 11> for recovery ] というメッセージが表示されている間に、 f 11 キーを押します。 

5. 画面に表示される説明に沿つて操作します。 

別売の Windows Vis ねオペレーテイングシステムの DVD の使用 

コンピューターを起動できない場合は、 Windows Vis ねオペレーティングシステム DVD を購入して 
コンピューターを再起動し、オペレーティングシステムを修復する必要があります。最新のバック 
アップ（ディスクか外付けドライブに保巧されているもの）にすぐにアクセスできることを確認しま 
す。 Windows Vista オペレーティングシステム DVD を購入するには、 http :// www . hp . com/support I こ 
アクセスしてお使いのコンピューター巧のサービスおよびサポート情報を確認してください。ま 
た、電話でお問い合わせじなる場合は、製品に付属の『サービスおよびサポートを受けるには J 1 を参 
照してください。日本な外の国や地域については、製品に付属の冊子 『Worldwide Telephone 
^mbersJl (英語版）を参照してください。 
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A を意 ： Windows Vista オペレーティングシステムの DVD を使巧した場合、ハードドライブの内容 
が完全に消去され、ハードドライブが再 フナー マットされます。 コン ピューター上に作成したすべて 
のファイルおよびインストールしたすべてのソフトウエアが完全に削除されます。再 フォー マットが 
完了すると、オペレーシングシステム、ドライバー、ソフトウェア、ユーティリテイが復元されま 
す。 


Windows Vis ねオペレーティングシステムの DVD を使巧して復元を開始するには、な下の操作を行 
います。 


敦 注記； この処理には数分かかる場合があります。 

1. 可能であれば、すべての個人巧ファイルをバックアップします。 

2. コンピューターを巧起動した後、 Windows オペレーティングシステムが口ードされる前に、 
Windows Vis ねオペレーティングシステムの DVD をナプティカルドライブに挿入します。 

3. 指示が表示されたら、任意のキーボードキーを押します。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

5. [次へ]をクリックします。 

6. [コンピューターの修復]を選択します。 

7. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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13 Computer Setup 


Computer Setup ] の開始 

Computer Setup ] は、プリインストールされた ROM ベースのユーティリティで、オペレーティング 
システムが動作しない場合や口ードしない場合にも使用できます。 


腎 を記： このガイドに記載されている [Computer Setup ] の一部のメニユー項目は、お使いのコンピユー 
夕 一では使用で きない場合があります。 

を記： [Computer Setup ] では、 USB レガシーサポート機能が有効な場合にのみ、 USB コネクタに 
接続された外付けキーボードまたはマウスを使用できます。 


[Computer Setup ] を開始するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを巧して、 [Computer Setup ] を起動します。 


Computer Setup ] の使用 

[Computer Setup ] での移動および選択 

[Computer Setup ] の情報および設定は、 [ File ] (ファイル）、 [ Security ] (セキュリティ）、 [ Diagnostics ] 
(診断）、 [System Configuration ] (システムコンフィギュレーシヨン）の4つのメニューからアクセ 
スできまず。 

[Computer Setup ] で移動および選択ずるには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc 年一を押します。 

• メニューまたはメニュー項目を選択するには、ポインティングデバイスを使用して項目を 
クリックする力、、キーボードのタブキーや矢印キーを使用して項目を移動してから enter 
キーを押します。 

• 画面を上下にスクロールするには、ポインティングデバイスを使用して画面の右上隅にあ 
る上向き矢印または下向き矢印をクリックするか、キーボードの上向き矢印キーまたは下向 
き矢巧キーを使用します。 

• 開いているダイアログボックスを閉じてに omputer Setup ] のメイン画面に戻るには、 esc 
キーを押し、画面の説明に沿って操作しまず。 
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載 を記： [Computer Setup ] で項目間を移動したり項目を選がしたりするには、ポインティング 
デバイス（タッチパッド、ポインティングスティック、または USB マウス）またはキーボード 
を使巧します。 

2. f 10 キーを押して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. [ File ]、[ Security ]、[ Diagnostics ]、 または [System Configuration ] メニューを選択します。 
[Computer Setup ] のメニューを終了するには、お下のどれかのちまを選択します。 

• 変更を保存しないで [Computer Setup ] メニューを終了するには、画面の左下隅にあるに xit ] (終 
了）アイコンをクリックし、画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

タブキーおよび矢印キーを使用して [ File ] 一 [Ignore Changes and Exit ] (変更を無視して終 
了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

または 

• 変更を保存して [Computer Setup ] メニューを終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保 
存）アイコンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作しまず。 

または 

タブキーおよび矢印キーを使用して [ File ] 一 [Save Changes and Exit ] (変更を保存して終 
了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になりまず。 

[Computer Setup ] の工場出荷時設定の復元 

敷 を記 . _ ネ刀期設定を復元しても、ハードドライブのモードには影響ありません。 

[Computer Setup ] のすベての設定を工場出荷時の設定に戻すには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動またはち起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [ File ] (ファイル）一 [Restore Defaults ] 
(初期設定に復元）の順に選がします。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

5. 変更を保存して終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）アイコンをクリックし、画 
面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢 EP キーを使巧して [ File ] 一 [Save Changes and Exit ] (変更を保巧して終了）の順に選択 
し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

を を記:_ 上記の手順で工場出荷時の設定を復元しても、パスワードおよびセキュリティの設をは変更 

されません。 
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[Computer Setup ] のメニュ ー 

このセクションのメニューの表に 、 [Computer Setup ] のオプションの概要を示します。 


鞍 を記： この章に記載されている [Computer Se 山 p ] の一部のメニュー項目は、お使いのコンピユ- 
夕一 では使巧で きない場合があります。 


[ File ] 


〔ファイル）メニユー 

選択 

設を内容 

System Information (システム情報） 

• 

コンピューターおよびバッテリについての識別情報を表 
示します 


• 

プロセッサ、メモリサイズ、システム ROM、 ビデオの 
リビジョン、キーボードコントローフーの/くーショ 
ン、および無線識別香号についての仕巧情報を表示しま 
す 

Set System Date and Time (システムの日付および時刻の 
設定） 

コンピューターの日付と時刻を設定したり変更したりします 

System Diagnostics (システム診断） 

な下の情報が合まれています 


• 

システム情報 



。 コンピューターおよびバッテリについての識別情報 



。 プロセッサ、キャッシュサイズおよびメモリサイ 

ズ、システム ROM、 ビデオのリビジョン、キー 
ボードコントローラーの/くージョンについての仕 
様情報 


• 

Start-up test (起動テスト）：コンピューターを起動する 
ために必要なシステムコンポーネントを確認します 


• 

Run-in test (実行時テスト）：システムメモリの包括的 
なチェックを実巧します 


• 

Hard disk test (ハードドライブテスト）：システム内 
のハードドライブに対する包括的な自己診断テストを実 
行します 


• 

Memory Test (メモリテスト）：コンピューターに取り 
付けられているメモリの包括的なテストを実行します 


• 

バッテリテスト：コンピューターに取り付けられてい 
るバッテリの包括的なテストを実行します 


• 

エラーログ：エラーが発生した場合にログファイルを 
表示します 

Restore Defaults (初期設定に復元） 

に omputer Set 叩]の設定を工場出荷時の設定に戻します（エ 
場出荷時の設定を復元しても、ハードドライブモード、パス 
ワード設定、およびセキュリティの設定は変更されません） 

Reset BIOS security to factory default (BIOS セキュリティ 
を工場出荷時の設定に戻す） 

パスワードを忘れた場合に、パスワードを工場出荷時の初期 
設定に戻します 
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選が 設定内容 


Ignore changes and exit (設定を変更しないで終了） そのセッションで巧った変更をキャンセルします。次に 

[Computer Setup ] を終了してコンピューターを巧起動します 


Save changes and exit (変更を保巧して終了） そのセッションで行った変更を保存します。次にに omputer 

Set 叩]を終了してコンピューターを再起動します。変更した 
内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になりま 
す 


[ Security ] (セキュリティ）メニュ ー 


W を記： ここに示すメニュー項目によっては、お使いのコンピューターでサポートされていない場合 
があります。 


選が 設定内容 


Setup BIOS Administrator Password (BIOS 管理者■パスワー巳 lOS Administrator Password (BIOS 管理者パスワード）を 
ドの設定） 設定します 


User Management (ユーザー管理） （ BIOS 管理者パスワード • BIOS ユーザーアカウントを新規作成します 
が必要） 

• [HP ProtectTools ] のューザーの一覧を表示します 


Password Policy (パスワードポリシー） （ BIOS 管理者パスパスワードポリシーの基準を修正します 
ワードが必要） 


HP SpareKey HP SpareKey をち効/無効にします（初期設定でち効に設定 

されています） 


Always Prompt for HP SpareKey Enrollment (HP [HP SpareKey ] の登録をち効/無効にします（初期設定でち効 

SpareKey への登録の確認を常に表示） に設定されています） 


Anti Theft (盜難防止）（一部のモデルのみ） 盗難防止のための保護を有効/無効にします 


Fingerprint Reset on Reboot (If Present ) (再起動時に指紋 指缺認証システムの才ーナーシップをリセット/消去します 

認証をリセット（存在する場合）） （初期設定で無効に設定されています） 


Allow Reset of HP ProtectTools security keys ([HP [HP Protec 订〇 ols ] のセキュリティキーのリセツトをち効/無 

ProtectTools ] のセキュリティキーのリセットを許可） 効にします 


Change Password (パスワードの変更） 巳 IOS administrator password (BIOS 管理者■パスワード）を 

入力、変更、または削除します 


HP SpareKey Enrollment ([HP SpareKey ] の登録） パスワードを忘れてしまった場合に使用する、セキュリティ 

に関する質問と回答の組み合わせである HP SpareKey を登 
録またはリセットします 


DriveLock Passwords ( DriveLock パスワード） • システム内のハードドライブの DriveLock (ドライブ 

ロック）を有効/無効にします（初期設定でち効に設定 
されていまず） 

• DriveLock の user password (ユー ザーパスワード） 
または master password (マスターパスワード）をを 
更します 

を記： コンピューターを再起動するのではなく、電源を入 
れて [Computer Setup ] を開いた場合にのみ、 DriveLock の設 
定値にアクセスできます 


Automatic DriveLock (自動 DriveLock ) 自動 DriveLock のサポートを有効/無効にします 
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選巧 

設を内容 

Disk Sanitizer (ディスククリーナ ー） 

メインハードドライブにあるすベてのデータを消去する 
[Disk Sanitizer ] を実行します 

を意： ディスククリーナーを実行すると、選キ尺したドラ 
イブのデータは完全に消去されます 

System IDs (システム ID ) 

コンピューターの、ユーザー定義のアセットタグおよびオー 
ナーシップタグを入力します 

[System Configuration ] (シス x ム 

コンフイギユレーシヨン）メニユー 


菌^を 記： このセクションに記載されているメニュー項目の一部は、お使いのコンピューターではサ 
ポートされない場合があります。 


選択 

設を内容 

Language t 岂詰） 

[Computer Setup ] の使用言語を変更します 

Boot Options (ブートオプション） 

• [Set a Startup Menu delay (in seconds )] (起動メニュ ー 
遅延（秒)）を設定します 

• [MultiBoot Express Boot Popup ] (Multiboot Express 
ブートポップアップ）の遅延を秒単位で設定します 

• [Custom Logo ] (カスタムロゴ）を有効/無効にします 
(初期設定で無効に設定されています） 

• [Display Diagnostic URL ] (診断 URL の表示）を有効/無 
効にします（初期設定で有効に設定されています） 

• に D-ROM boot ] ( CD-ROM ブート）をち効/無効にしま 
す（初期設定でち効に設定されています） 

• [SD Card boot ] (SD 力ードブート）を有効/無効にし 
ます（初期設定で有効に設定されています） 

• [Floppy boot ] (フロッピーディスクブート）を有効/無 
効にします（初期設定で有効に設定されています） 

• [PXE Internal N に boot ] (PXE 内蔵 N にブート）をち 
効/無効にします（初期誤をで有効に設定されています） 

• [UEFI Boot Mode ] (UEFI (Unified Extensible 

Firmware Interface ) ブートモード）をち効/無効にしま 
す（初期設定で無効に設定されています） 

• Express Boot Pop 叩（高速ブートポップアップ）の遅 
延を砂単位で設定します 

• ブート順序を設定します 

Device Configurations (デバイス構成） 

• [USB legacy support ] (USB レガシーサポート）をち 
効/無効にしますけ刀期設定で有効に設定されていま 
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選が 


設定内容 


す ）。 [USB legacy support ] をち効にすると、お下のこと 
が可能になります 

。 Windows オペレーティングシステムが実行されて 
いなくても、 USB 対応キーボードを [Computer 
Setup ] で使用できます 

。 コン ピューターの USB コネクタに接続されている 
ハードドライブ、フロッピーディスクドライブ、 
および外付けオプティカルドライブを含めた、ブー 
卜可能な USB デバイスから コン ピューターを起動 
できます 

• 外部電源使巧時のシステムのファンを有効/無効にします 
(初期設定でち効に設定されています） 

• [Data Execution Prevention ] (データ実行防止） （ DEP ) 
を有効/無効にします。実行時防止設定を有効にすると、 
一部のウィルスのコード実行をプロセッサによって無効 
にでき、コンピューターの安全性が向上します 

• [LAN Power Save ] ( LAN 節電）をち効/無効にします 
(-部のモデルのみ ）。 [LAN Power Save ] をち効にする 
と、 LAN を使用していないときに電源を切ることによっ 
て電力を節約できます（初期設定でち効に設定されてい 
ます） 

• [SATA Device Mode ] (SATA (Serial Advanced 
Technology Attachment ) デバイスモード）を設定しま 
す。お下のオプションがあります 

。 AHCI (Advanced Host Controller Interface ) 

。 IDE (Integrated Drive Electronics ) 
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選択 設定内容 



ま記： 上記のオプションを利用できるかどうかは、コ 
ンピューターのモデルに よって 異なります 

• 

[HP DayStarter] をち効/無効にします（初期設定でち効 
に設定されています） 

• 

[HP FastLook] をち効/無効にします（初期設定で有効に 
設定されています） 

• 

[HP FastLook Boot] の [Preboot Authentication on] 
(ブート前認証）を有効/無効にします（初期設定で無効 
に設定されています） 

• 

[Virtualization Technology] (仮想化テクノロジ）をち 
効/無効にします（一部のモデルのみ。初期設定で無効に 
設定されています） 

• 

[HP QuickWeb] をち効/無効にします（初期設定でち効に 
設定されています） 

• 

[HP QuickWeb] の書き込み保護をち効/無効にします（初 
期設定で無効に設定されています） 

• 

マルチコア CPU を有効/無効にします（初期設定で有効 
に設定されています） 

• 

[Intel® HT Technology] (インテル HT テク ノロ ジ ー） 

を有効/無効にします（初期設定でち効に設定されていま 
す） 

• 

[Wake on USB] (ウェイクオン USB) を有効/無効にし 
ます（初期設をで有効に誤をされています） 

• 

[UEFI mode] (UEFI (Unified Extensible Firmware 
Interface) モード）をち効/無効にします（初期設定で無 
効に設定されています） 

• 

ブート時の Numlock のが態をオンまたはオフにします 
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選が 設定内容 


Built-In Device Options (内蔵デバイスオプション） 


無線ボタンの状態をち効/無効にします（初期設定でち効 
に設定されています） 


か 

[Embedded WLAN Device ] (内蔵無線 LAN デバイス） 
をち効/無効にします（初期設定でち効に設定されていま 
す） 


♦ 

[Embedded WWAN Device Radio ] (内蔵無線 WAN デ 
バイスの無線）をち効/無効にします（一部のモデルの 
み。初期設定で有効に設定されています） 


ご 

[Embedded Bluetooth ® device radio ] (内蔵 Bluetooth 
デバイスの無線）を有効/無効にします（初期設定でち効 
に設定されています） 


• 

[Network Interface Controller ( LAN )] (ネットワークイ 
ンターフェイスコントローラー CLAN )) を有効/無効に 
します（初期設定で有効に設定されています） 


巧 

[ LAN/WLAN Switching ] ( LAN / 無線 LAN の切り替え）を 
有効/無効にします（初期設定で無効に設定されていま 
す） 


♦ 

[Wake on LAN ] (ウェイクオン LAN ) の状態を設定し 
ます。下のオブションがあります 



。 無効 



。 Boot to Network (ネットワークにブート）（初期設 

定でこのオプションに設定されています） 



。 Follow Boot Order (ブート順居に従う） 


♦ 

[Fingerprint Device ] (指紋認証デバイス）をち効/無効に 
します（初期設定でち効に設定されています） 


• 

[Modem Device ] (モデムデバイス）を有効/無効にしま 
す（初期設定で有効に設定されています） 


• 

[Ambient Light Sensor ] (周辺光センサー）をち効/無効 
にします（初期設定で有効に設定されています） 


• 

[Notebook Multi bay ] (コンピューター本体のマルチべ 
イ）のデバイスを有効/無効にします（初期設定でち効に 
設定されています） 



内蔵カメラをち効/無効にします（一部のモデルのみ。巧 
巧設をで有効に設をされています） 


己 

電源モニター回路を有効/無効にします（初期設定でち効 
に設定されています） 


• 

オーディオデバイスをち効/無効にします（初期設定で 
有効に設定されています） 


• 

オプティカルディスクドライブを有効/無効にします 
(初期設定で有効に設定されています） 



内蔵マイクを有効/無効にします（初期設定で有効に設を 
されています） 



内蔵スピーカーをち効/無効にします（初期設定でち効に 
設定されています） 
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選択 設定内容 


Port Options (ポートオプション）（初期設定ですべてち効 ま記： すべてのポートオプションが初期設定で有効に設定 
に設定されています） されています 

• [Smart Card Slot ] (スマートカードスロット）をち 
効/無効にします 

• [Flash Media Reader ] (フラッシュメディアリー 
ダー） を有効/無効にします 

• [USB Port ] (USB コネクタ）をち効/無効にします 

を意： USB コネクタを無効にすると、アドバンスト 
ポートリプリケータのマルチベイデバイスも無効にな 
ります 

• [1394 Port ] (1394 コネクタ）をち効/無効にします 


• eSATA コネクタを有効/無効にします 


Set Levels of Security (セキュリティレベルの設定） 

すべての BIOS メニュー項目のセキュリティレベルを変更す 
るか、表示またはホ表示にします 

Restore Security Defaults (セキュリティ初期設定の復元） 

セキュリティの初期設をを復元します 
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14 マルチブート 


ブートデバイスの順序について 

お使いのコンピユーターを起動するとき、システムは有効なブートデバイスからブートします。マ 
ルチブートユーティリティ（初期設定の状態で有効に設定されています）を使巧すると、コンピユー 
夕一の起動時にデバイスを選択する順をを制御できます。 ブートデバイスには、外付けオプティカ 
ルドライブ、フロッピーディスクドライブ、ネットワークインタフエースカード （ N に）、ハード 
ドライブ、 USB ドライブなどを含めることができます。ブートデバイスには、コンピユーターの起 
動や適切な動作に必要となる、ブート可能なメディアやフアイルが含まれます。 


敷 を記： 一部のブートデバイスは、ブート順巧に含める前に [Computer Setup ] で有効に設定して 
おく必要があります。 


工場出荷時の設定では、コンピユーターは、有効なブートデバイスおよびドライブベイをな下のよ 
うな順序で検索してブートデバイスを選択します。 


鞍を 記： ブートデバイスおよびドライブベイの一部は、お使いの コン ピューターでサポートされて 
いない場合があります。 


• オプティカルディスクドライブ 

• コンピューター本体のハードドライブ 

• USB フロッピーディスクドライブ 

• USB CD-ROM 

• USB ハードドライブ 

• ノートブック Ethernet (イーサネット） 

• SD (Secure Digital ) メモリカード 

[Computer Se 山 p ] でブート順序を変更すれば、ブートデバイスの検索順巧を変更することができま 
す。コンピューターの起動または巧起動時に、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押してから、 f 9 キーを巧して変更することもできま 
す。 f 9 キーを押すと、現在のブートデバイスを示すメニューが表示され、ブートデバイスの選択が 
可能になります。または、 Mult 旧 oot Express を巧用すれば、コンピューターを起動またはち起動す 
るたびにブートの場所を確認する画面がま示されるように設定することもできます。 
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[Computer Setup ] でのブートデバイスの有効化 

USB デバイスまたは N にデバイスからブートするには、あらかじめ [Computer Se 山 p ] でデバイスを 
有効にしておく必要があります。 

[Computer Setup ] を開始し、 USB デバイスまたは N にデバイスをブートデバイスとして有効にする 
には、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを巧します。 

2. け〇 キーを巧して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. USB ドライブ内または別売のドッキングデバイスに取り付けられたドライブ内のブー ト 可能な 
メディアを有劾にするには、ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [System 
Confiauration] (システムコン フィ ギュ レーシヨ ン） 一に evice Configurations] (デバイス 
構成）の順に選択します。 [USB legacy support] (USB レガシー サポート）の横にある 
[Enabled] (有効）が選択されていることを確認します。 


教 ま記: USB レガシーサポートを使巧するには、 USB コネクタのオプションを有効にする必要 
があります。出荷時の設定では、有効になっています。 USB コネクタが無効になっている場合 
は、 [System Configuration] 一 [Port Options] (ポートオプション）の順に選択して、 

[USB Port] ( USB コネクタ）の横にある [Enabled] をクリックして、再び有効にします。 

または 

N にデバイスを有効にするには、 [System Configuration] 一 [Boot Options] (ブートオプショ 
ン）の順に選巧し、 [PXE Internal N に boot] ( PXE 内蔵 N にブート）の横にある [Enabled] 
をクリックします。 

4. 変更を保巧して [Computer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [File] 一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了）の順に選択 
し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 


寶 を記： マルチブートを使用しないで N にを Preboot execution Environment ( PXE ) サーバーまた 
は Remote Program Load ( RPL ) サーバーに接続するには、画面の下に [Press the ESC key for 
Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に esc キーを押し、次にすばやく 鬥2 キーを押し 
ます。 
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ブート順序の変更に関するを意 

ブート順序を変更する場合には、な下の点にを意してください。 

• ブート順序を変更した後でコンピューターを巧起動すると、コンピューターは新しいブート順を 
で起動されます。 

• 複数の種類のブートデバイスがある場合、外付けオプティカルデバイスを除く同じ種類の最初 
のデバイスを使用してブートされます。たとえば、ハードドライブが取り付けられている別売の 
ドッキングデバイス（一部のモデルのみ）がコンピューターにち続されている場合、このハー 
ドドライブは 「USB ハードドライブ J としてブート順序に表示されます。システムが USB ハー 
ドドライブからブートできない場合は、内蔵コンポーネントベイのハードドライブからはブー 
卜されません。 代わりに、ブート順序内で2番目の種類のデバイスからブートされます。ただ 
し、外付けオプティカルデバイスが2つあり、メディアが巧入されていないかブートディスク 
でないために最初の外付けオプティカルデバイスからブートされない場合は、2番目の外付け 
オプティカルデバイスからブートされます。 

• ブート順序を変更すると、論理ドライブ名も変更されます。たとえば、 C ドライブとして作成さ 
れたディスクが挿入されている CD-ROM ドライブから起動する場合、この CD-ROM ドライブが 
C ドライブになり、内蔵コンポーネントベイ内のハードドライブが D ドライブになります。 

• [Computer Setup] の [Built-In Device Options] (内蔵デバイスオプション）メニューで N にデバ 
イスが有劾に設定されている場合にのみ、 N にからコンピューターをブートできます。 N にから 
ブートしても、論理ドライブの指定には影響しません。 N ににドライブ名が関連付けられていな 
いためです。 

• 別売のドッキングデバイス（一部のモデルのみ）内のドライブのブート順巧は、外付け USB デ 
バイスと同様に巧われます。 
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マルチブート設定の選択 

マルチブートを使用すると、な下のことが可能になります。 

• [Computer Se 山 P] でブート順序を変更することで、コンピューターを起動するたびに巧用される 
ブート順序を新しく設定します。 

• ブートデバイスを動的に選 t 尺するには、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押し、次に f9 キーを押して、ブートデバイス 
のオプションメニューに入ります。 

• Mult 旧 oot Express を巧用して可変ブート順序を使用する、この機能によって、コンピューター 
の起動または巧起動のたびにブートデバイスの確認メッセージが表示されます。 

[Computer Setup] での新しいブート順序の設定 

Computer Setup] を開始し、コンピューターを起動または再起動するたびに、使巧されるブートデ 
バイスの順序を設定するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを巧巧して一覧からデバイスを選択します。 

4. デバイスのブート順序を上げるには、ポインティングデバイスを使用してデバイス名の横にあ 
る上向き矢印をクリックするか、 + キーを押します。 

または 

デバイスのブート順巧を下げるには、ポインティングデバイスを使用してデバイス名の横にあ 
る下向き矢印をクリックするか、 ー キーを押します。 

5. 変更を保巧して [Computer Se 山 P] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを巧用して [File] 一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了）の順に選択 
し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

巧 キーの画面を使用したブートデバイスの動的な選択 

現在の起動でブートデバイスを動的に選巧するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源を入れるか再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] 
というメッセージが表示されている間に esc 年一を押して、 [Select Boot Device ] (ブートデバ 
イスの選択）メニューを開きます。 

2. f9 キーを押しまず。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用してブートデバイスを選択し、 enter キーを押 
します。 

変更はすぐに有効になりまず。 
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MultiBoot Express プロンプトの設定 

[Computer Setup] を開始し、コンピューターを起動または再起動するたびにマルチブートの起動場所 
を指定するメニューが表示されるように設定するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動またはち起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [System Configuration] (システムコン 
フィギュレーション）一 [Boot Options] (ブートオプション）の順に選択し、 enter キーを巧 
します。 

4. [Express Boot Popup Delay (Sec)] (高速ブートポップアップ遅延（砂））フィールドで、 
現在のマルチブート設をが使用される前に起動場所メニューが表示される時間を救単位で入力し 
ます （0 を選択すると、 Express Boot 起動場所メニューは表示されません）。 

5. 変更を保存して [Computer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保巧）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [File] 一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了）の順に選択 
し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときにち劾になります。 

MultiBoot Express 設定の入力 

起動時に [Express Boot] (高速ブート）メニューが表示された場合は、な下の操作を行います。 

• [Express Boot] メニューからブートデバイスを指定するには、割り当て時間内に目的のデバイス 
を選択し、 enter キーを押します。 

• 現在のマルチブート設定が使巧されないようにするには、割り当て時間が終わる前に、 enter キー 
の•外の任意のキーを押します。ブートデバイスを選択して enter キーを押すまで、コンピュー 
夕一は起動しません。 

• 現在のマルチブート設定を使用してコンピューターを起動するには、割り当て時間が終わるまで 
何も操作を行わずに待ちます。 
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Client Management Solutions ] の使用 

[Client Management Solutions] ソフトウェアは、ネットワーク環境にあるデスクトップコンピュー 
夕一、 ワークステーシヨン、ノートブックコンピューター、およびタブレット PC の管理の分野で、 
業界標準仕様のソリューシヨンを提供しています。 

Client Management の主要な機能と特長はな下のとおりです。 

• 初期のソフトウェアイメージの展開 

• リモートでのシステムソフトウェアのインストール 

• ソフトウェアの管理およびアップデート 

• ROM の更新 

• コンピューターの資を情報の管理機能およびセキュリティ機能（コンピューターの資産とは、取 
り付けられているハードウェアやインストールされているソフトウェアのことです） 

• -部のシステムソフトウェアおよびハードウエアコンポーネントの障害通なおよび復旧機能 


載 を記： この章で説明される機能のサポートは、コンピューターの種類やインストールされている管 
理ソフトウエアのバージョンによって異なることがあります。 


ソフトウェアイメージの設定および展開 

お使いのコンピユーターには、システムソフトウェアイメージがプリインストールされています。 
出荷時のソフトウェアイメージは、コンピユーターの初回のセットアップ時に設をされます。ソフ 
トウェアの「展開」が行われた後、コンピユーターは使巧可能な状態になります。 

レ: i 下のどれかの方まで、カスタマイズされたソフトウェアイメージを展開（配布）できます。 

• プリインストールされたソフトウェアイメージを展開した後、追加するアプリケーシヨンをイ 
ンストールする 

• ソフトウェアの導入用ツールを使巧して、プリインストールソフトウェアをカスタマイズされ 
たソフトウェアイメージに置き換えて使巧する 

• ディスク複製手順を使用して、ハードドライブの内容を別のハードドライブにコピーする 

最適なコンピューター環境の構築方法は、巧属する企業の情報は術システムインフラや作業内容に 
よって異なります。 


賢を 記： [Computer Se 山 P] およびその他のシステム機能によって、コンフィギユレーシヨンマネジ 
メント機能、トラブルシューティング、電源管理、およびシステムソフトウェアの復元を利用する 
ことができます。 
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ソフトウェアの管理およびアップデート 

HP では、クライアントコンピユーター上のソフトウェアの管理およびアップデートを行うための 
[HP System Software Manaaer] (HP SSM) を提供しています。 


HP SSM (HP System Software Manager) 

HP SSM を使用すると、複数のシステムにおいてシステムレベルのソフトウェアをリモートで同時 
に更新できます。クライアントコンピューター上で HP SSM を実行すると、 HP SSM はハードウェ 
アおよびソフトウェアのバージョンを検出し、検証済みのファイルサーバーから指定されたソフト 
ウェアを更新します。 HP SSM でサポートされるドライバーのバージョンは、 HP のドライバーのダ 
ウンロードサイトおよび Support Software CD に、独自のアイコンで示されています。 SSM ュー 
ティリティのダウンロードまたは HP SSM について詳しくは、 HP の Web サイト、 httD：//www.hp.com/ 
go/ssm/ (英語サイト）を参照してください。 

HP ュニバーサルプリンタードライバーの使用（一部のモデ 
ルのみ） 

Windows 巧 HP ュニバーサルプリンタードライバーは単一のインテリジェントドライバーであ 
り、 HP のネットワークプリンター用の各ドライバーと置き換わるものです。 


敦を 記. HP ュニバーサルプリンタードライバーは一部のモデルのコンピューターにのみプリイン 
ストールされています。 HP ュニバーサルプリンタードライバーのタウンロードまたはその使用方 
まについて詳しくは、 HP の Web サイト、 http://www.hp.com/qo/universalprintdriver/ (英語サイト） 
を参照するか、 http://www.hp.com/support/ から国または地域を選択し、お使いの製品の名称を入力し 
てプリンタードライバーを検索してください。 


HP ュニバーサルプリンタードライバーを使用して印刷するには、な下の操作を行います。 

1. 使用しているアプリケーシヨンで、[ファイル]一[印刷]の順に選がします。 

2. プリンターの一覧から [HP Universal Printing PS] を選巧します。 

3. [印刷]をクリックします。 

4. プリンターの IP アドレスまたはネットワークパスを入力します。 


賢 を記： プリンターの IP アドレスまたはネットワークパスが特定できない場合には、システム 
管理者に問い合わせてください。 


5. [このプリンターを[プリンターと FAX] フォルダーに追力日]チェックボックスにチェックを入れ 
ます。 

6. [印刷]をクリックします。 
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